
        
            
                
            
        

    




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





　本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『魔石グルメ　魔物の力を食べたオレは最強！』（著：結城涼）お試し版が収録されています。
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あとがき








Ｙ１　ユリウス十一歳　始動






　幼い頃ころ、母上に読み聞かせられた、勇者を主人公とした英雄譚。

　僕はそれが大好きだった。

　大好きな母上の優しい声で語られる、主人公の勇者の活躍に心躍らせていた。

　過去に実在した勇者をモデルにしていたのも相まって、僕はその主人公に憧あこがれた。

　悪を挫くじき、弱きを助ける。

　僕は将来、そんな立派な、本の中の勇者のようになりたいと、そう、思っていたんだ。

「そうね。ユリウスなら、きっとなれるわ」

　その感想を聞いた母上は、微笑ほほえみながらそう言ってくれた。

　それが嬉うれしくて、僕はそれ以降、本の中の勇者のように強く、それでいて優しくあろうと心がけてきた。

　いつでも正義の心を胸に、悪を絶対に許さない。

　幼いながらも、勇者にはなれないのだとわかっていたから、せめて心構えだけはそれに近づこうと、王子としてふさわしくあろうとした。

　まさか、本当にそのすぐ後に僕が勇者になるなんて、思いもよらなかった。

　嬉しさよりも戸惑いと不安のほうが大きくて、けれど、母上はそんな僕を優しく後押ししてくれた。

「ユリウスは、ユリウスらしくしていればいいのよ。だってほら。あなたは今でも立派な、私の勇者様なんですから。あなたがいるだけで、私は勇気をもらえるの」

　その言葉がどれほど嬉しかったか。

　その時、僕は照れて、それを伝えることができなかった。

　そしてその機会は永遠に失われる。

　母上。僕にとっての勇者はあなたでした。

　だって、母上のことを思い出すだけで、こんなにも勇気をもらえるのだから。

　母上の言う通り、僕は、僕らしく、僕の信じる正しい勇者の姿を思い描いて、それらしくあろうとしています。

　ですが、最近思うのです。

　世の中には、理想だけでは決して越えられない壁があるのではないかと。

　壁にぶつかってしまった時、どうすればいいのですか？

　母上、どうか僕に、勇気をください。




「人身売買組織の摘発、ですか？」

「ええ、そうです。その指揮を勇者であるあなたに執っていただきたいのです」

　人のよさそうな笑みを浮かべる目の前の老人は、神言教の最高権力者、教皇ダスティン六十一世。

　見た目はごく普通の老人なのに、纏まとう神聖な空気が自然と上に立つものとしての存在感を表す。

　それでいて、柔らかな笑みは人を安心させ、決して威圧感を与えない。

　人々が想像する聖者を絵に描いたようなこの教皇が、僕は苦手だ。

　それは、この人が見た目通りの、優しい聖者ではないと知っているから。

　僕の初陣、苦い思い出となったオウツ国とサリエーラ国との戦い。

　僕はこの教皇の指示によって、オウツ国側でその戦いに参加した。

　勝ち戦で危険は少ないため、戦場の空気だけでも体感してみませんか？　という誘いに乗って。

　勇者は代々神言教の支援を受け、活動してきた。

　そのため勇者と神言教は切っても切れない関係にある。

　神言教から依頼があれば、それを断るのは難しい。

　それ以前に、僕はその戦争への参加に特に疑問も抱かず、深く考えることなく許諾してしまった。

　その結果が、あのケレンの街の惨状だった。

　オウツ国の兵士が街を蹂じゆう躙りんし、街の人々からは笑顔が消え、憎悪のこもった視線を僕に投げつける。

　視線だけでなく、石を投げられたことも、殴られ蹴けられたこともある。

　勇者という、人族の代表的な人物である僕が、人族同士の戦争に参加してしまったがゆえに、相手側のサリエーラ国から正当性を奪ってしまった。

　勇者がオウツ国側についたという、ただそれだけで、周辺国はオウツ国へ援軍を派遣したそうだ。

　街の惨状を見て、僕は勇者としての自覚が足りなかったのだと、その時になって初めて気がついた。

　僕個人の力なんてたかが知れているけれど、勇者の称号には、これまでの代々の勇者の積み重ねがあるのだと。

　人々は僕個人ではなく、その勇者という肩書をこそ重視する。

　それはつまり、勇者という存在は、代々の積み重ねの全すべてを背負わねばならないのだということに他ならなかった。

　それを自覚することなく、僕は利用されてしまった。

　この目の前の、ダスティン教皇に。

「世界各地で子供の行方不明事件が相次いでいるのはご存知でしょうか？　それに、国の垣根を超えた巨大な人身売買組織が関与していることが、調査の結果判明いたしました。神言教はこの組織に対抗するために、専門の討伐隊を結成いたします。その討伐隊の総指揮を、あなたに執っていただきたいのです」

　穏やかに説明を続ける教皇。

　僕も、各地で幼い子供が攫さらわれる事件が頻発しているのは知っていた。

　それが人身売買組織によるものだというのならば、放っておくことはできない。

　誘拐は犯罪であり、そうして連れ去られた子供が売り買いされることもまた、看過できないことだ。

　教皇の話を鵜う吞のみにすれば。

「その人身売買組織に関する資料はありますか？　それを見てから決めたいと思います」

　即答はしない。

　僕はオウツ国とサリエーラ国との戦争に、何も考えずに言われるがまま参加したことで、後悔することになった。

　だから、まずはきちんと自分自身で考えて、そのうえで行動する。

　言われるがままになるのではなく、それが本当に勇者としてすべきことなのか、考えたうえで結論を出さなければならない。

　勇者という称号を、いいように使われないためにも。

「もちろんかまいませんとも。あとで用意させましょう。それから、部隊の指揮官もお会いしたいと申しております。お時間がありましたら是非会ってはいただけませんか？」

「わかりました」

　教皇と別れ、自室へと帰る。

「ふう」

　一人になって、大きく溜ため息いきを吐く。

　この聖アレイウス教国は神言教の総本山であり、各国に通じている転移門がある。

　そのため、有事の際にすぐさま現場に駆け付けられるように、代々の勇者の私室が用意されている。

　勇者として活動していくうえで、どうしても神言教を無視できない理由の一つがこの転移門だ。

　転移門を利用すれば、大陸さえ超えて一瞬で遠くの国に行くことができる。

　困っている人がいる場所に、すぐさま駆け付けることができる。

　だから、僕はどんなに教皇が苦手でも、付き合いを断つわけにはいかない。

　教皇の穏やかな笑みを思い出す。

　あの穏やかな笑みの裏には、冷徹な為政者の顔がある。

　あの穏やかな笑みからは想像もできないけれど、教皇はそれが必要だと判断すれば、どんな冷酷なことでもやってのける。

　オウツ国とサリエーラ国との戦争で、僕はそのことを嫌というほど思い知った。

　けれど、一概にそれが悪いことだとは言えない。

　教皇の行動原理に、私心は含まれておらず、ただひたすら神言教のために動いているからだ。

　神言教のため、ひいては神言教を信仰する人々のために。

　人の上に立つものとして、正しい行いをしている。

　真の王とはこういうものなのだと、それを体現しているようにさえ見える。

　目的を達成するためならば手段は選ばない。

　そしてその目的は決して悪しきことではない。

　だからこそ、僕は利用されたことを苦く思いつつも、教皇のことを完全に嫌いになりきれない。

　王としての責務は、父上を見てよく知っているから。

　自国のために、苦渋の決断を迫られることがあるのだと、僕は知っている。

　好きにはなれないし苦手ではあるけれど、拒絶するほど嫌いにはなれない。

　それが僕の教皇に対する素直な感情だった。

　だからこそ、モヤモヤする。

　利用されて、サリエーラ国の悲劇を見せつけられて、それでも教皇は悪ではない。

　教皇は教皇で己の信念に従って動く、正義。

　だとしたら、正義っていったい何なのだろう？

　わからない。

　僕は、どうするのが正しいのだろうか？




　コンコン、という、扉を叩たたく音で、僕は意識を思考の渦から現実に引き戻された。

「はい、どうぞ」

　きっと教皇に頼んでおいた、今回の人身売買組織に関する資料を持ってきてくれたのだろう。

　そう思って返事をすると、意外な人物が扉を開けて入ってきた。

「失礼します。お久しぶりです、勇者様」

　綺き麗れいな身ごなしで一礼する、品のいい初老の男性。

　洗練された動作と仕立てのいい服は、彼が高位の貴族であることを示している。

　しかし、その服の上からでもわかる鍛え上げられた肉体が、彼が戦闘に秀でていることを如実に示していた。

「お久しぶりです！　ティーバさん」

　彼は帝国の貴族で軍人、ティーバさん。

　サリエーラ国で僕がお世話になった人だ。

「ええ。お元気そうで何よりです。ロナント様が無茶をしたと聞いた時は肝が冷えましたがね」

　冗談めかして茶目っ気たっぷりに言うティーバさんに、僕は乾いた笑みを返すしかなかった。

　あれは、本気で死ぬかと思ったからなあ。

　未だに火だるまになりながら高笑いする師匠の夢を見る。

　駄目だ。

　詳しく思い出そうとすると震えてきてしまう。

「ところで、どうしてティーバさんがここに？」

　話をそらすために、気になっていたことを聞いてみた。

　ティーバさんは帝国でもかなり地位の高い人。

　何の用もなくぶらりとこんなところに来るような人ではない。

「おや？　お聞きになっておられませんか？　私は人身売買組織の討伐隊の指揮官を務めさせていただくことになっております。勇者様が総指揮を執られるのであれば私は副官。そうでないのであれば私が総指揮を執る手はずになっています」

　返ってきた答えは、僕としては予想外のものだった。

「ティーバさんが、神言教の部隊を率いるのですか？」

　ティーバさんは帝国の軍人。

　帝国も神言教を主に信仰しているけれど、他国の人間が部隊を率いるというのは、普通ないのではないだろうか？

「そうですね。勇者様の疑問もごもっともです。ですが、今回はことがことです。詳しくご説明しましょう」

　そう言って、僕に座るよう促す。

　それに従って応接用のソファに腰を下ろすと、ティーバさんは僕の対面に座った。

「まずはこれをご覧ください」

　そう言ってティーバさんが差し出してきたのは、何かを記した紙束だった。

　一番上の紙には、いくつかの国の名前と、その横に何かの数字が書き込まれている。

「人身売買組織に攫われたと思われる行方不明者の数です」

「こんなに!?」

　思わず叫んでしまったのは仕方がないことだと思う。

　だって、そこに記された数字は僕が思っていた以上に多かったのだから。

　各国最低でも二ふた桁けた。

　多いところでは三桁の数字が刻まれていた。

　帝国なんて、四桁に届こうかというほどの数字だ。

「そうです。昔から違法な人身売買は少なからずありました。しかし、ここ数年の発生件数は異常の一言です。世界中で行方不明者が続出している背景には、これまでにない規模の巨大な組織の影があるとの結論が出ました。世界中にその魔手を伸ばしうる巨大な組織です。そこで、各国は協力して対処することにしたのです。組織が世界中に支部を持ち、暗躍しているのであれば、こちらも各国が協力してことに当たる必要がある。しかし、各国が協力するのには様々なしがらみが付きまといます。そこで白羽の矢が立ったのが、多くの国に影響力を持つここ、神言教総本山の聖アレイウス教国ということです」

　ティーバさんの説明に、どうやら人身売買組織というものは、僕が思っている以上に巨大でその危険度も高いのだということがわかった。

　複数の国が討伐隊に参加し、協力し合わなければ対処できないほど。

「聖アレイウス教国が主導になれば、内心はどうあれ文句を言う国はありません。そして、アナレイト王国という大国の王子であり、勇者でもあるあなたを総指揮官に。同じく大国のレングザンド帝国の将軍である私を副官に据えることで、バランスをとろうということです」

　聖アレイウス教国、アナレイト王国、レングザンド帝国。

　大国と言える三国が関わることによって、それ以外の国々が納得する布陣にする。

　あの教皇らしい合理的な編成だ。

　そして同時に、もう僕は断れないのだということがわかる。

　ここまで話が進んでいるということは、すでに内々に僕が総指揮を執る予定だということも伝わっているはず。

　ということは、僕が断り、総指揮官がティーバさんになれば、それだけで事情が筒抜けになってしまう。

　それで僕に悪評がたつだけならまだいい。

　けど、ここで僕が断れば、僕だけでなく、祖国のアナレイト王国にまで迷惑をかけてしまう。

　各国の人々はきっと僕が参加しない理由をいろいろと邪推するはずだから。

　中にはきっと、アナレイト王国を批判する内容のものだって出てくるはずだ。

　それは、僕の望むところではない。

　本当に、僕の身は、僕だけのものではないのだと実感させられる。

　この身には、勇者とアナレイト王国王子、二つの身分があるのだから。

　勇者として、そしてアナレイト王国王子として、何一つ恥じることない行動を心掛けなければならない。

　僕がミスをすれば、それは僕だけの責任では済まない。

　歴代勇者の活躍に泥を塗り、アナレイト王国に迷惑をかけてしまう。

　まだ子供だからという理由で許されるほど、勇者という称号の重み、一国を代表する王子という立場は、軽いものではない。

　それを計算に入れて、僕が断れない状況をすでに作り上げていた教皇。

　実にあの人らしい。

「どうやら、断ることはできそうにありませんね」

　溜息を吐きつつそう呟つぶやくと、そんな僕の様子を見てティーバさんが苦笑を浮かべた。

「以前の宣言通り、あなたは自身の目で見て、考え、判断しているのですね。ご立派なことです」

「……それでも、こうして動かされているわけですから、意味なんてありませんけど」

　たとえ僕が考えて行動しようと心がけても、教皇からすれば僕はまだまだ子供で、手玉にとるのなんて容易たやすいのかもしれない。

　結局は教皇のいいように使われている現状が、それを肯定しているようで憂ゆう鬱うつな気分になる。

「意味がない。そんなはずはありません」

　だけど、僕の弱音をティーバさんが力強く否定する。

「あなたはあなたの思う正義を信じて行動しておられる。その姿を見ている人はいます。そんなあなただからこそ、ついていこうとする人もきっといます。私のようにね」

　ティーバさんはそう言ってウィンクしてみせる。

　年としの割にお茶目なその仕草が様になるのがすごい。

「勇者である前に、あなたは一人の人間なのです。勇者の肩書でなく、あなたの行いをこそ見ている人がいます。そして、あなたが考え、あなたが思う正義を遂行し続ければ、おのずと見ている人はついてきます。それこそが後々、大きな力となるでしょう」

　ティーバさんの言葉に、僕は視野が広がった気がした。

　勇者である前に一人の人間。

　それは、僕が今まで考えていたこととは全く真逆の発想。

　ティーバさんは勇者という肩書ではない、僕自身の行いこそが大事なのだと言ってくれている。

　勇者の肩書ではない、僕自身の行いを見て、ついてきてくれる人を増やすべきだと。

「仲間を増やす、ということでしょうか？」

「本当に信頼できる人であれば、それもまたよいでしょう」

　ティーバさんは笑みを浮かべているが、その言葉は逆に言えば、信頼できない人を安易に仲間にすべきではないとも受け取れる。

「なんであれ、積み重ねが大事です。多くの人にあなたの活躍を見てもらい、あなたの考えを広めていくのです。実績のない人が声を大きくしても、見向きもされません。勇者の肩書だけでもついてきてくれる人はいるでしょうが、それだけでは駄目なのです。あなただからこそついてきてくれる人でなければ。あなたはまだ若い。実績も少ないしまだまだ未熟。ですが、それはこれから先、まだまだ時間があるということでもあります。焦る必要はありません。一歩ずつ前進していけばいいのです」

　積み重ね、か。

　たしかに、僕には実績が足りない。

「幸い、今回の依頼に妙な裏はありません。人身売買組織に不幸な目にあわされる人々を救うという、正義があります。今は神言教からの依頼を撥ね除けるだけの発言力があなたにはないかもしれませんが、依頼をこなして実績を積み上げていけば、名声を上げることはできるでしょう。今回の依頼は多くの国が参加するので都合もいい。利用されるだけではなく、利用する。そんな強したたかさを身に着けるのです」

　なるほど。

　ティーバさんの話はとても参考になる。

　教皇が僕を利用するように、僕も教皇の依頼を踏み台にすればいいのか。

「とは言え、汚い大人に騙だまされないようお気を付けください。かくいう私もね、あなたに討伐隊に参加してほしくて、こうして口当たりのいいことを言っているのですよ」

　驚いてティーバさんを見れば、いたずらっぽい笑みを浮かべていた。

　その表情で、半分は冗談なのだとわかった。

　そう、半分だ。

　もう半分は、僕に対する忠告だ。

　その予想を肯定するように、ティーバさんは笑みを引っ込め、真剣な表情をして続けた。

「人の意見に耳を傾けるのも大事です。しかし、鵜う吞のみにするだけではいけません。きちんとあなたが考えて、結論を出さなければ。何が正しいのか。何が間違っているのか。そうして悩んだ末に出した結論にこそ、価値があるのです」

　思考を停止するな、ということか。

「と、老人の説教臭い御託はここらへんにしておきましょう」

「いえ。とても参考になりました。ありがとうございます」

　僕がお礼を言うと、ティーバさんは優し気な笑みを浮かべながら、今回の依頼に関する資料を差し出してきた。

「こちらお渡ししておきます。見て、考え、その上で依頼を受けるかどうか、あなた自身の判断でお決めください」

「はい」

　僕の返事に満足そうに頷うなずき、ティーバさんは退室していった。

　考えろ、か。

　その助言に従い、僕は資料を見て判断することにした。

　とは言え、今回の依頼を受けるかどうかは、もう心が決まっている。

　受けよう。

　ティーバさんが副官として僕についてくれれば、これほど心強いことはない。

　考え、行動し、一歩ずつ前進していこう。

　僕が理想とする勇者像に違わないように。

　僕はそう決意し、首に巻いたマフラーを強く握りしめた。
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　暇だわ。

　今日もメラゾフィスに会えない。

　白もこの頃公爵邸に帰ってこない。

　アリエルさんと一緒に何かいろいろやってるらしい。

　ずるい！

　私が暇で暇で死にそうな目にあってるのに！

　久しぶりに帰ってきた白にそう文句を言ったら、翌日修行メニューみたいなものを渡された。

　違う！　そうじゃない！

　確かにこれやれば暇は潰つぶせるけど！

　ていうか誰だれが好き好んでこんな地獄の特訓メニューをこなすのよ！

　もっと他にあるでしょ!?

　私にかまうとか！








Ｙ２　ユリウス十二歳　初陣






　人身売買組織の討伐隊に参加することを決めてから、半年ほどが過ぎた。

　その間に年が明け、僕も年齢が上がった。

　そして、半年の間に討伐隊の編成が完了し、いよいよ人身売買組織の摘発に乗り出す。

　編成に半年もの時間を費やしたのは、この討伐隊に多くの国が兵を出しているからだ。

　それぞれの国が、各々別々の目的をもって討伐隊に兵を送り込んでくるため、その選別に時間がかかった、らしい。

　やっぱり、多くの国がかかわってくると、それぞれの国の利権や思惑などが絡み合って、迅速な行動はとれない、ということなのか。

　しょうがないと思う反面、胸の中にもやもやした思いが生まれてくることは否定できない。

　だから、今日という日が来て、僕はようやくか、という感想がまず浮かんだ。

　ここから始まるんだ。

「ユリウスー。お茶淹れたぞー」

「またあなたはそうやって乱雑な言葉を使う！　勇者様を呼び捨てにするなんて幼おさな馴な染じみと言えど、図々しいですよ！」

　そうして休憩室で意気込む僕の耳に、二人の言い争う声が聞こえてくる。

　どちらも僕と同年代の子供の声だ。

　振り返れば、そこには見慣れた少年と少女の姿があった。

「はいはい。今度から気をつけますよっと」

「もう！　何ですかその態度は!?　気をつける気がさらさらないじゃありませんか！」

　やれやれと肩をすくめる少年に、ぷりぷりと怒る少女。

　この二人のやり取りは、ここ最近恒例となっている。

　少年の名前はハイリンス。

　僕と同じアナレイト王国出身で、これでもクオート公爵家という名家の生まれだ。

　ただ、年の離れた長男が既に成人しており、家を継ぐことが決まっているため、次男のハイリンスは微妙な立場だったりする。

　貴族家の次男は長男に何かあった時のための保険として扱われることが多いけれど、ハイリンスの場合はその長男が子供まで生んでいるので、完全に宙に浮いている状態だった。

　王家の次男ではあるものの、立場の低い側室の子供で、立場が微妙だった僕と同じ。

　だからこそ、僕らは幼い頃から交流があった。

　いわゆる幼馴染というやつだ。

　僕が勇者になる前から交流のある、数少ない気心の知れた友人でもある。

　そんなハイリンスは、僕の従者という形で討伐隊に同行することになっている。

　僕の身の回りのお世話係というわけだ。

　公爵家の人間がするようなことじゃないけれど、僕が王家の人間で、なおかつ勇者だからこそ例外的に許されている。
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　というか、ハイリンスが名乗り出なかった場合、僕とお近づきになりたい人間が、王国のみならず他国からも押し寄せてきていたかもしれないそうだ。

　僕と同じ出身国の名家の人間だからこそ、そういった人たちを押しのけて僕の従者になれたのだと言える。

　僕としても見ず知らずの、しかも政治的な思惑を持った相手より、気心の知れた幼馴染がそばにいてくれたほうが安心する。

　ただ、そのざっくばらんな態度が気に食わないのが一人。

　それがさっきからハイリンスに食って掛かっている少女、聖女のヤーナだ。

　聖女とは勇者の対となる存在。

　ただし、勇者と違って称号で選ばれるわけではなく、幼い頃から厳しい修行をこなし、条件に合った一人だけが選ばれる。

　ある意味勇者になるよりも険しい道のりを歩んできたのが聖女候補であり、その数多くの候補の中から選ばれた聖女はエリート中のエリート。

　な、はずなのだけれど……。

「おう、ユリウス。冷める前に飲んじまえ。休める時に休んどかないと、後が辛いぞ」

「ちょっと！　無視しないでください！」

　ハイリンスに軽くあしらわれている姿からは、エリートらしさは欠片かけらも感じられない。

　聖女は神言教から派遣されてくる、勇者のサポート係。

　勇者と神言教の橋渡しをする存在と言えば聞こえはいいけれど、要は神言教から送られてくる勇者の監視係だ。

　と、そう思っていたのだけれど、どうにもこのヤーナにはそういう雰囲気はない。

　最初は演技なのではないかとも思ったけれど、半年も一緒にいればそうじゃないことくらいわかる。

　真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんで、裏表のない、ちょっと残念な女の子。

「ほら、ヤーナもどうだ？　我ながらうまく淹れられたと思うぞ？　安心しろって。ヤーナの嫌いな虫なんて入ってないからさ」

「っっっ！　結構です！」

　堂々と便宜上の主人である僕と同じテーブルにつき、僕よりも先に自分で淹れたお茶を口にするハイリンス。

　そしてそんなハイリンスにからかわれ、顔を真まっ赤かにしながら部屋を出て行くヤーナ。

「ふう。お子様は短気で困る」

　そう言いながらも、ハイリンスの口元には笑みが浮かんでいる。

「ハイリンス。性格悪いよ？」

「あいつからかうと面白くてついな」

　クックック、と意地の悪い笑みをこぼす幼馴染に、僕は呆あきれたように溜ため息いきを吐いた。

「彼女の性格も把握できたし、もうわざと突っかかる必要もないだろうに」

　そう。ハイリンスがヤーナをからかうのは、彼女の人となりを知るための演技だった。

　ハイリンスはざっくばらんでわかりやすいように見えて、実は思慮深く根は真面目で誠実だ。

　それを知っている人はそんなに多くない。

　普段のハイリンスの様子は自然体で、よほど観察眼の優れた人でなければ、それが演技だなんて見抜けない。

　そして、自身が普段から演技をしているため、人が演技をしていたり、噓うそを吐ついていたりするのを見分けるのがうまい。

　そのハイリンスが、わざと突っかかることによって反応を引き出した結果、演技をしていないと言うのだから、ヤーナはあれが素だということだ。

「……教皇はどういうつもりで、ヤーナを聖女に指名したのだろう？」

　聖女の指名は教皇と、神言教の枢すう機き卿きようたちによる投票で決まる。

　そのため、神言教内で絶大な権力を握っている教皇の意向がかなり反映される。

　僕のことを監視させるのであれば、もっと他に適した聖女候補がいたはずだ。

　こう言っては何だけれど、ヤーナにそういう腹芸ができるとは思えないし、今のところそのような様子はない。

「大方ユリウスには下手へたに首輪をつけないほうがいいとでも思ったんだろう」

　ハイリンスはゆったりとした動作でお茶を口に運ぶ。

　その仕草は落ち着いていて、本当に僕と同じ年なのかと疑いたくなるほど堂に入っている。

　演じることをやめた時のハイリンスは、本当に大人びている。

　同年代に比べて発育のいい体もそれに拍車をかけている。

　本当の性格を知らない人たちから見ると、ガタイのいいやんちゃ坊主らしいけれど。

「教皇だってユリウスと仲なか違たがいしたいわけじゃないはずだ。だからユリウスにとって益になる相手を聖女にしたってところだろ。裏表がなくてわかりやすく、それでいて能力は高い。加えて芯しんのところではユリウスに似て正義感が強い。こんだけユリウスと相性がいいんだから、教皇も相当気を使ってるってことじゃね？」

　ハイリンスの分析は、僕が考えていたことと一致する。

　教皇は僕に最大限配慮して、聖女を選定してくれた、そうとしか思えない。

　僕が教皇のことを信用ならないと思っているのをわかったうえで、教皇のほうから歩み寄ろうとしているのかもしれない。

　ヤーナはその第一歩なのかも。

「ユリウス。神言教は敵ってわけじゃない。警戒しても損はないが、しすぎるとかえってやりにくくなるぞ？」

「そう、だね」

　ハイリンスに言われて、僕は無自覚に神言教のことを敵視していたのかもしれないと思った。

「うん。そうだね。敵を間違えちゃいけない。神言教は敵じゃない」

　自分に言い聞かせるように口にする。

「あの爺じい様にはしてやられた感が強いがな」

　だというのにハイリンスが肩をすくめながら、そんなことを言うものだから、僕の脳裏には教皇の穏やかだけど裏のある笑みが映し出されていた。

　こうなるとわかっていて、全すべて計算ずくでヤーナを派遣したのだとしたら、教皇の手の平の上で踊らされているということになる。

　そしてその予想は間違ってないのだという確信があった。

　……敵じゃないけど、やっぱり僕はあの人のことを好きになれそうにない。




　扉を閉める。

　閉ざされた扉を背にして、無力感にしばしさいなまれる。

　背にした扉の向こうには、討伐隊の各国の隊長が集められている。

　多くの国が参加する討伐隊、集められた兵の数も多く、彼らを束ねるために各国はそれぞれ名の知れた将軍を隊長として派遣してきた。

　国の威信をかけて送り出された隊長たち。

　その顔合わせの場だった。

　僕は、総指揮官として彼らの上に立つ。

　その重責に対する緊張と、やらねばならないという責任感を胸に挑んだ顔合わせ。

　結果は、僕の予想していないものだった。

　誰だれも、誰一人として、僕のことを見ていなかった。

　顔合わせの場で僕が発した言葉は、自己紹介のための名乗りだけ。

　そして、隊長たちの自己紹介を聞き、その後討伐隊の実務的な話し合いをするという段で、僕はこうして部屋を追い出された。

　そう、誰も僕のことを総指揮官として見ていなかった。

　ただ、勇者という肩書のある、名ばかりの総指揮官としか。

　部屋に入った瞬間の、隊長たちの僕を見る眼まな差ざしを思い出す。

　何の期待もしていない、石ころでも見つめるかのような目だった。

　直接そう言われたわけじゃない。

　自己紹介の際には敬意をもった言動をされた。

　それでもわかる。わかってしまう。

　彼らにとって、僕はただの飾り。

　勇者であろうと、大国の王子であろうと、彼らにとって僕はただの子供でしかなかった。

　総指揮官となる重責、僕はそれを背負う間もなく、そんなものを求められていないのだと、まざまざと見せつけられてしまった。

　扉を挟んだ向こう側では、隊長たちが討伐隊の今後のことを話しあっている。

　それなのに、総指揮官であるはずの僕は、そこに同席できない。

　無理やり追い出されたわけじゃないけれど、やんわりと、「あとは我らにお任せください」と言われてしまえば、居座り続けるのは難しい。

　彼らの中で、聞き分けのいいお飾りの総指揮官から、聞き分けのない手のかかる子供に格下げされてしまう。

　まだ、今は我慢する時だ。

　隊長たちとは今日顔を合わせたばかり。

　信頼関係なんてまだない。

　時間はある。

　少しずつ、少しずつ彼らとの距離を縮めていけばいい。

　焦る必要はない。

　積み重ねが大事なんだ。

「大丈夫。まだ、これからだ」

　自分に言い聞かせながら、マフラーを握り締める。

　分厚い扉の先に、僕の声は届かない。

　マフラーを握りしめた拳こぶしから力を抜き、僕は自室へと戻っていった。

　そして、その数日後、討伐隊は初の遠征に出かけることとなった。




「なあ、俺たちこれから戦いの場に行くんだよな？」

「うん。そのはず、だね」

　ハイリンスの問いかけに、僕はそう答えた。

　歯切れが悪くなってしまうのは許してほしい。

　僕自身、今の状況に疑問を感じているのだから。

　討伐隊の初の遠征。

　討伐隊の初の実戦ということで、連携などに不安が残るため、近場で被害が少ない、人身売買組織の規模が小さい場所に赴くことになった。

　けれど、そうだとしても、この状況はいかがなものか。

「これじゃ、お偉いさんの観光だな」

　ハイリンスの忌き憚たんのない意見に、僕は心の中だけで同意した。

　これから人身売買組織の征伐に出かけるというのに、僕らは豪華な馬車に乗せられ、揺られていた。

　周囲には馬車を護衛するかのように騎士が囲んでいる。

　するかのように、じゃないか。

　実際にこの馬車は守られている。

　この馬車だけを切り取って見れば、誰もこの討伐隊の総指揮官のものだとは思わないだろう。

　どこかの貴族か王族が遊行のために来ているとしか思えないはずだ。

　ものものしい討伐隊の行進の中にあって、この馬車だけが浮いている。

「またあなたはそうやって！」

　ハイリンスの物言いに、僕の隣に座ったヤーナが声を上げる。

「この馬車は討伐隊の隊長がたが勇者様のために用意してくださったのですよ！　それに文句を言うなんて、隊長がたの厚意を踏みにじることです！」

　ヤーナの言うことは正しい。

　正しいけれど……。

「と言ってもなぁ。じゃあ逆に聞くが、その厚意っていうのは本当にユリウスのためになってるって思えるのか？」

　ハイリンスの鋭い切り返しに、ヤーナは「うっ」と呻うめき、言葉を失った。

　ヤーナも内心では今の状況を歓迎しているわけではないらしい。

　それに少しホッとする。

　庶民の女の子はこういう華美な馬車に憧あこがれを抱いている子が多いらしいから。

　僕やハイリンスは曲がりなりにも王族と高位貴族。

　こういった馬車にも慣れているけれど、聖女のヤーナはそうじゃない。

　聖女は聖女候補の頃から厳しい修行を積んでいて、世俗からは切り離された生活をしているという。

　だとしたらむしろ、庶民よりもこういった華美なものに対するあこがれはいっそう強いかもしれないと思っていた。

　短い付き合いだけれど、単純な性格のヤーナだとなおさらそうなんじゃないかという先入観があった。

　責任感が強いから、あからさまにはしゃぎはしないだろうとは思っていたけれど。

　けれど、実際の彼女は僕らと同じように、今の状況に居い心ごこ地ちの悪い思いをしているらしい。

　短い付き合いだけじゃわからないことがある。

　こうして交流をもって、その人となりをしっかり見極めて、信頼できる人を増やしていく、か。

「あの、ほら、こうして目立つことによって民の皆さんを安心させる、とか」

　ようやく絞り出したヤーナの答えを、ハイリンスは鼻で笑ってあしらった。

「民も馬鹿じゃない。安心させるんだったら武威を示すのが手っ取り早い。この討伐隊は一目で人員の多さもその練度もわかる。なのに、総大将のユリウスの馬車だけこんな成金みたいなものにする必要性は感じられないな」

　苦しい言い訳であるのはヤーナ自身がわかっていたのか、ハイリンスの反論に何も言い返せないようだ。

「むしろ、こんな場違いな馬車を用意してるってのが逆に、民には不安視されるかもな。あいつらは何をしに行くつもりなんだ、遊びに行くつもりなのかってな」

　ハイリンスが皮肉気に笑う。

　実際、街を発つ際にはそういった視線が向けられていた。

　この地では人身売買組織の活動はあまり大っぴらではない。

　だから、街での雰囲気にも危機感はなく、この討伐隊を見送る民の顔も、ちょっとした催しを眺めるかのように暢のん気きなものだった。

　けど、被害が全くないわけでもない。

　ほとんどの人が好奇の目で討伐隊の門出を眺めている中、祈るように見つめてくる人も少ないが確かにいた。

　そして、そういう視線を向ける人ほど、この馬車を見た時の反応は大きかった。

　悪いほうに。

　不安、嫌悪、諦てい観かん。

　そんな感情がこの馬車を見た人の顔には浮かんでいた。

　彼らの表情を見てしまえば、僕らの乗るこの馬車がいかに場違いであるのか、思い知らされる。

　ただ……。

「僕らの姿が見えても、たぶん同じことだったよ」

　ヤーナをかばうわけではないけれど、僕はハイリンスの言葉を肯定はしなかった。

　僕らは子供だ。

　勇者であると言っても、聖女であると言っても、子供であることは変えられない。

　人身売買組織のせいで不安を抱えている人たちは、この馬車を見ようが、子供の僕らの姿を見ようが、どちらにせよあまりいい感情を抱かないだろう。

　どっちにしろ、頼りになるようには見えなかっただろうから。

「それもそうか。俺ら子供だもんな。それにしたって、もう少しやりようはあったと思うけどな」

　そう言ってハイリンスは座席に深々と寄り掛かった。

「そんなことありません！　勇者様のお姿は子供であろうと立派です！　勇者様のお姿を見て不安に感じるはずがありません！」

　ヤーナが拳を振り上げて僕らの言葉を否定する。

「勇者様の気品ある姿を見てそんなことを考える人は、見る目がないんです！　だって勇者様はこんなにかっこいいですし！」

　ヤーナが勢いをそのままに、そんなことを言ってきた。

　それにポカーンとしてしまったのは、しょうがないことだと思う。

　あのハイリンスでさえ、からかうのも忘れて目をぱちくりとしている。

　ヤーナは僕らの反応で自分が何を言ったのか理解したのか、じょじょに顔を赤くしていった。

「い、今のはなしでお願いします！」

　真まっ赤かになった顔を手で覆って縮こまる。

「はあーん」

　衝撃から立ち直ったのか、ハイリンスがにやにやとしたいやらしい笑みを浮かべる。

　普段のヤーナだったら口ではハイリンスに勝てないので、形勢が不利になると逃げだすのだけれど、あいにくとここは馬車の中。逃げ場はない。

「うー！　うー！」

　それでも何とかハイリンスの追及の魔の手から逃れようとしたのか、座席の端に寄って小さく丸まる。

　その姿を見て、ハイリンスが笑いをかみ殺しているのが何とも言えない。

「わっ！　きゃっ！」

「っと！」

　その時、ガクンと馬車が揺れた。

　変な体勢になっていたヤーナはバランスを崩し、座席から転げ落ちそうになった。

　それを僕はとっさに受け止める。

「大丈夫？」

「は、はい」

　ヤーナが僕の腕の中で顔を赤くする。

　さっきの羞しゆう恥ち心しんと、今のが合わさって、本当に真っ赤っかだ。

　そしてタイミング悪く、馬車の扉がガチャリと開けられる。

「……到着しました」

　馬車の扉を開けた兵士が、何とも言えない表情をしていた。

　その目は口ほどに語っている。「こいつら遊びに来たんだろうか？」と。

　……馬車の外観に文句を言う資格は、僕らにはなかったかもしれない。




　結果から言えば、討伐自体は驚くほどすんなりと済んだ。

　もともと討伐隊に対して、この地の人身売買組織の人員は質も量も劣っていた。

　あらかじめ調査で場所が割れていたアジトに踏み込めば、抵抗らしい抵抗もできずに征伐が完了した、そうだ。

　それを僕らが実際に見ることはなかった。

　護衛たちに囲まれて、現場からはかなり離れたところで待機させられていたから。




　帰りの馬車が街に到着する。

　討伐隊を出迎える歓声が聞こえてくる。

　しかし、それを聞いても僕の気分は沈んだままだ。

　ある程度は予想していたことだけれど、ここまであからさまにお飾りの指揮官にされるというのは忸じく怩じたるものがある。

　子供である僕が指揮を執ったところで歴戦の隊長たちには及ばないことなんてわかっている。

　あるいは戦闘能力でも、勇者の僕よりも上の人がいるかもしれない。

　それでも、僕にだって何かできることがあったはずだ。

　けど、実際に僕がしたことといえば、馬車に揺られて行って帰ってきただけ。

　これでは僕がいる意味がない。

　こんなことで、僕はこの先やっていけるのだろうか？

　積み上げる前に、無駄な時間だけを過ごすことになるんじゃ？

「ん？　なんだ？」

　僕が考え事をしていると、ハイリンスが何かに気付いたのか馬車の前方を見る。

　つられて僕もそちらのほうを見ると、討伐隊の行進が止まっているようだった。

　そのため、馬車もゆっくりと速度を落としていき、停車する。

「なにがあったんだ？」

「どうも、一部の住人たちが詰め寄っているようです」

　ハイリンスが御者に確認すると、そう返事が来た。

「トラブルか？　勘弁してくれよ」

　ハイリンスがうんざりとした声を漏らす。

　ハイリンスにしても、この初の遠征にはストレスを感じているようだ。

　けど、僕はそれよりも前方のトラブルのほうに意識がいっていた。

「ちょっと行ってくる」

「え？　あ、おい！」

　僕は馬車の扉を開けて飛び降り、騒ぎが起きているほうに進んでいく。

　それほど距離も離れていなかったため、すぐに喧けん騒そうが聞こえてくる。

「うちの娘は!?」

「うちの息子は無事なんですよね!?」

「捕まってた子たちはどこにいるんです!?」

　そこでは住人たちが兵士に詰め寄って質問をしていた。

　その内容は、攫われた子供たちの安否を問う声。

　しかし、兵士たちはその質問に、互いに顔を見合わせなかなか答えようとしない。

「おい！　どうなんだ!?」

「うちの子は？　無事なんですよね!?」

　そして、その兵士の態度から嫌な想像をしたのか、住人たちの声も大きくなる。

　人身売買組織の討伐自体は驚くほどすんなり済んだ。

　討伐自体は。

　しかし、踏み込んだ組織のアジトに、攫われた人々はすでにいなかった。

　どこに連れ去られたのか、それもわからない。

　アジトから回収した資料もいくつかあるそうだけれど、そこから手掛かりがつかめるかもわからない。

　帰還した討伐隊を見れば、捕えた人身売買組織の生き残り構成員を引っ立てているのはわかるが、捕まっていた人たちを連れていないのは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　だから、僕ら討伐隊に一いち縷るの望みを抱いていた被害者の家族は、我慢ができずにこうして詰め寄ってしまったのだろう。

「詳細は後で発表する。今は散れ」

　隊長の一人が彼らを追い払おうとする。

「待ってください」

　それを僕は止めた。

「勇者様？」

　隊長が僕を見て、訝いぶかしげにする。

　その顔には「面倒な」という思いが隠しきれずに張り付いていた。

　隊長にとって僕はただの子供で、この場で余計なことをしてほしくないんだろうというのは読み取れた。

　けど、それに唯々諾々と従っていたら、駄目なんだ。

「この地に巣くっていた犯罪者たちは一掃できました」

　僕は住人たちの前に出ながら話し始める。

　組織壊滅との僕の報告に、住人たちの表情がわずかに柔らかくなる。

　けど、だけど。

「しかし、彼らのアジトには攫われた人たちはもうすでにいませんでした」

　言わないわけにはいかなかった。

　たとえこの場をしのいだとしても、すぐに知れてしまうこと。

「……そんな」

「間に、合わなかった、ってこと、か？」

　静寂。そして……。

「ふざけんな！」

「どういうことだよ!?　おい！　おい！」

　怒号。

　今にも僕に殴りかかろうとしてくる住人を、兵士が必死に止めている。

「勇者様、なんてことを!?」

　隊長が余計なことをしてくれたという表情で、僕の肩を摑つかむ。

　僕はその手を振り払った。

　同時に、兵士の制止を振り切って、一人の壮年の女性が僕に駆け寄ってくる。

　隊長がとっさに僕の前に出ようとしたけれど、僕はそれを手で制した。

　その女性は涙ぐみ、僕に向けて平手が振るわれた。

　けど、僕はその平手を手で受け止めた。

「僕らは、間に合いませんでした」

　殴られてやるわけには、いかない。

　かつて、元サリエーラ国のケレン領で、僕はそこの住人に暴行を受けた。

　それを、抵抗せずに受け入れていた。

　けれど、その時にティーバさんは僕を諭したのだ。

　僕を殴って気が晴れるのは一瞬。
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　殴った拳こぶしが痛み、手を上げたせいで心が痛む。

　殴るほうも、殴られるほうも、痛みだけが残る。

　だから、こういう場合、殴られてはいけないのだと。

「僕らは、これからも組織を追い続けます。攫われた人たちを必ず見つけるとは、約束できません。ですが、諦あきらめることだけはしないと、そう、約束します」

　安易な約束はできない。

　もしかしたら、もうすでに手遅れになっているかもしれないのだから。

　けど、それがわかるその時までは、僕らは全力を尽くさねばならない。

　その約束は、しよう。

　僕が摑んでいた手を解放すると、女性は泣き崩れてしまった。

　積み上げだとか、何もできない不満だとか、僕は、とてもつまらないことを気にしていた。

　僕は何だ？

　僕は、勇者だろうが。

　苦しんでいる人、悲しんでいる人たちを助けるのが、勇者としての役割だろうが！

　その一番大切なことを、僕は忘れていた。

　僕の言葉に納得してくれたのかどうかはわからない。

　けれど、住人たちは怒りを収め、じょじょに道を開けてくれていった。

　うずくまって泣いていた女性も、立ち上がって去っていく。

　その際、小さく「ごめんね」と謝られた。

　ティーバさんの言う通り、殴らせなくて正解だったみたいだ。

「勇者様、勝手なことをされては困ります」

　周囲が落ち着きを取り戻した頃、隊長に苦言を呈される。

「あなたが矢面に立つ必要はないでしょう」

「それは違います」

　隊長の言葉を即座に否定する。

「僕はこの討伐隊の総指揮官です。彼らの言葉を聞く義務がある。たとえ、お飾りの総指揮官であろうとも。僕が責任者なのだから」

　僕の言葉に、隊長が息をのんだ。

「僕らは間に合いませんでした。討伐が完了した今、これから先被害は出ません。ですが、もう起きてしまったことを、その取り返しをすることはできませんでした。それは事実です」

「ですが、それは我々の責任では」

「確かに、僕らの責任ではありません。でも、それでも、間に合わなかったんです」

　僕らのせいではなくても、間に合わなかったのだということを忘れてはならない。

　もしかしたら救えたかもしれない。

　救えたかもしれないものが、救えなかった。

　その事実を、忘れてはならない。決して。

「僕は何もしてないし、できていません。口先だけだ。それでも、ここで約束もできないようじゃ、勇者失格です」

　言うだけ言って、僕は隊長に背を向け、馬車に引き返して行った。

　馬車の前ではハイリンスが、仕方がないな、という表情で出迎えてくれた。

　こういう時、何も言わずに僕のことをわかってくれる友人の存在がありがたい。

　その隣には、なぜかもじもじとしているヤーナがいたけれど。

「ハイリンス。僕はやるよ」

「おう。ついてくぜ」

　ハイリンスは、何を？　とかそういうことは聞かなかった。

　何をするにしても、ついてきてくれると、そう言ってくれた。

　僕にはまだまだ時間がある。

　討伐隊との距離は、時間をかけて縮めていけばいいと思っていた。

　けど、それじゃ駄目なんだ。

　僕には時間があっても、今この瞬間にも救われない人たちが増えている。

　彼らには、時間なんてない。

　勇者はなんのために戦う？

　人のためだ。

　その初心を思い出すことができた。

　そのためにも、僕は悠長にしていちゃいけない。

　僕は決意を新たに、前を見据えた。








間章　帝国老将と隊長






「トラブルがあったらしいな」

「これは、ティーバ殿。ええ、まあ」

　私の問いかけに、討伐隊の隊長の一人が歯切れ悪く答える。

　立場は副総指揮官である私のほうが上だが、彼も国に帰ればひとかどの人物。

　そのプライドから、素直に私のことを上司として敬うことはできないようだ。

　ましてや、自分よりもはるかに年下の勇者様のことはなおさら。

　彼だけがそうというわけではない。

　討伐隊の隊長として招集されたのは、実力も実績もある人物ばかりで、たとえ勇者であっても、何の実績もない子供の下に就くというのに抵抗を覚えてしまっている。

　だからこそ、彼らは暗黙の了解として、勇者様をお飾りの指揮官に据えている。

　その判断が必ずしも間違っているとは言い難い。

　勇者様が子供で、しかも実績がないことは確かなこと。

　ならば実績のある隊長たちが、実権を握って隊を運営したほうが効率がいいと思うのは、間違いではない。

　勇者様の人となりを無視すれば、の話だが。

「君から見て、勇者様はどうだ？」

　私の質問に、隊長はしばらく考えるそぶりを見せる。

　ここで私に何と答えるのが正解なのか、それを見極めようとしているようだ。

「別に難しく考える必要はない。思ったことをそのまま言ってくれて構わない。他言はしないと誓おう」

　討伐隊は様々な国から人を集めているため、それだけいろいろな思惑が複雑に絡み合っている。

　下手へたなことを言えばそれだけで自国の不利になるかもしれない。

　だから隊長は正直な意見を口に出すのを憚はばかっているようなので、少し背中を押してやった。

「いささかまっすぐすぎるかと」

　隊長はややためらった後、それだけを口にした。

　しかし、その短い言葉の中に複雑な感情が込められているように感じたのは、気のせいではないだろう。

　住人とのトラブルを大きくしてしまった勇者様に対する不満。

　しかし、そのまっすぐな姿を眩まぶしく感じている気持ちもあるのではないだろうか？

「勇者様は子供だ。だからこそ我々大人がしっかりとしていなければならない」

「そうですな」

「討伐隊のほとんどはそんな見当違いのことを考えているでしょうな」

「え？」

　前半の私の言葉に我が意を得たりと頷うなずく隊長は、後半の言葉で驚いている。

「勇者とは、神が最もそれにふさわしい人物に与える称号」

　私は誰だれもが知っている常識を口にする。

「勇者様は子供だ。しかし、大人である我々を差し置いて、勇者に選ばれた。これが意味することを、よくよく考えてみたほうがいいと私は思うがね」

　啞あ然ぜんとする隊長。

　討伐隊に参加する隊長たちは、みなひとかどの人物。

　その誰もが勇者には選ばれなかった。

　選ばれたのは、まだまだ子供のユリウス様。

　はてさて、これは我々大人がふがいないのか。

　それとも、勇者様が優れているのか。

　討伐隊の面々はその答えをすぐに知ることになるだろう。

　私はすでに見せてもらった。

　旧サリエーラ国ケレン領で、年齢など関係のないあの気高い精神を。

　勇者だから勇者なのではない。

　勇者足りえるから勇者なのだ。

　隊長たちの思い通り、お飾りの指揮官の扱いにいつまでも甘んじているわけがない。

　必ずこの逆境を打ち破ってくる。

　そしてその暁には、また一つ成長していることだろう。

　私はあえてそれに手を出すことなく、眺めているだけでいい。

　この程度の逆境を打ち破れないわけがないと信じているのもある。

　しかし、それと同時に隊長たちに勇者様がどういう人物なのか、思い知らせねばならない。

　ここで私がしゃしゃり出ても、勇者様のためにならないだろう。

「君は、何のために戦っているかね？」

「私、ですか？」

　私は隊長に問いかけてみる。

　しかし、隊長は目を泳がせるだけで、即答できない。

「年を取ってくると、なんのために戦っているのかわからなくなってくる。国のため、人のため、はたまた自分の金のため。理由は様々だろうけれど、最初の頃ころは情熱を持って戦っていたはずなのに」

　戦うということは、常に死の危険が付きまとうということ。

　情熱がなければその恐怖を乗り越えて、戦うことはできない。

　しかし、戦い続けているうちに、その情熱は次第に惰性へと変わり、戦う意味を見失っていく。

「勇者様はきっと、即答なさるだろうね」

　だから、我々老いぼれには眩しく映る。

「まっすぐすぎると君は言ったが、それのどこが悪い？　勇者とは、そのまっすぐさを貫き通せる者のことを言うのではないかね？」

　私の問いかけに、隊長は口を閉ざして答えなかった。

　しかし、その反応こそが答えだった。








そふぃあちゃん日記２






　学園に放り込まれた。

　全寮制。

　ふっざけんじゃないわよ！

　ただでさえメラゾフィスに会う機会が少ないっていうのに、全寮制!?

　しかも外出は届け出がないとできない？

　学園生への面会も手続き踏まないとできない？

　メラゾフィスに会いに行くことも、メラゾフィスが会いに来てくれることも難しいじゃない！

　ふざけんじゃないわよ！

　ふざけんじゃないわよ！

　こうなったら抜け出すしかないわ！

　寮の窓をぶち破ってメラゾフィスの下まで突貫してやろうとしたら、なぜか次の瞬間には糸でぐるぐる巻きにされていた。

　かろうじて動かせる首を回して振り向くと、サエルとリエルとフィエルがハイタッチしていた。

　こいつらこのための監視役か！

　ふっざけんじゃないわよ！








Ｙ３　ユリウス十二歳　奇襲






　やると決めたはいいけれど、そこからは足踏みの連続だった。

　まずは隊長たちと交流を持とうと、作戦会議に参加してみたけれど、見事に空回り。

　強引に参加した僕のことを、隊長たちはいないものとして扱った。

　次にどこの国に討伐隊が向かうか、どういう作戦で組織を追い詰めるか。

　そういった話し合いで、僕が口を出せることは少なかったのもある。

　余計なことを言って、討伐隊の行動を妨げるのは本意ではない。

　そうなると、国と国との事情が絡んでくる次の行き先に口出しすることはできず、経験豊富な隊長たちによって打ち出された作戦に異を唱えることもできず。

　結局僕は黙って座っているだけになることが多かった。

　……会議に顔を出しているというだけでも、無意味ではないのだと思いたい。

　そして、現場でも相変わらず僕の出番はなかった。

　人身売買組織は各地に散っていて、その総数を考えるととても巨大な組織だ。

　がしかし、それは全体を見ればの話。

　各地に散った末端組織単体だけを見れば、そこらにいる盗賊と何ら変わらない。

　むしろ、もともといた盗賊集団を、人身売買組織が末端として使っているというのが正しい。

　魔物が闊かつ歩ぽする街の外で活動する彼らは相応の強さを身に着けている。

　とはいえ、討伐隊に集められたのは、各国が誇る精鋭たち。

　盗賊に負けるはずもない。

　いくらレベルの高い盗賊たちでも、正規の訓練を受け、実戦を潜り抜けてきた正規兵にはかなわない。

　事前調査でしっかりとその地に巣くう組織の規模を把握し、適切な作戦を組んで挑む討伐隊が相手では、盗賊たちになすすべはなかった。

　危なげなく組織をつぶしていく討伐隊に、僕の出番はなかった。

　それはいい。

　順調なのは、むしろ喜ばしいことだ。

　なのだけれど……。

「僕って必要なのかな？」

「そんな哲学的なこと聞かれても俺には答えられん」

　僕の愚痴ににべもないハイリンス。

「おら！」

　掛け声とともに、訓練用の木剣を上段から振り下ろしてくる。

　それを僕はこちらの木剣を頭上にかざして受け止める。

　今、僕らは自主訓練をしていた。

　お飾り指揮官である僕には時間が余っていた。

　その余った時間で、ハイリンスとこうして時々模擬戦をしている。

　もちろん、勇者である僕にハイリンスが勝つことはない。

　技術にそこまでの差はないけれど、ステータスの差がそのまま実力差となって表れてしまう。

「ちっ」

　渾こん身しんの一撃をガードされ、ハイリンスが舌打ちしながら素早く後ろに下がる。

　けど、ハイリンスが後ろに下がるよりも早く、僕のほうが一歩前に踏み込む。

　そのまま木剣を横なぎに払う。

　ハイリンスはそれを、木盾で受け止めた。

　同じ剣同士では僕に勝てないと悟ったハイリンスは、早々に剣だけのスタイルから、片手剣と盾を使ったスタイルに変えた。

　同年代の中では体格のいいハイリンスは、片手でもそれぞれの得え物ものをしっかりと使いこなすだけの力を持っている。

　攻めれば剣による剛剣の一撃。

　守れば盾による堅けん牢ろうな防御。

　ハイリンスの内面をそのまま表したかのような、堅実な戦い方をする。

　盾を持ちだしてきてから、僕との模擬戦の成績は上がっていた。

「いってー。あー、降参だ」

　ハイリンスが降参するまでの時間が延びたという結果で。

　どんなに戦い方を工夫しても、ステータス差を覆すまでには至らない。

　僕の一撃を盾で受け止めたハイリンスは、体ごと吹き飛んでいた。

　木盾には罅ひびが入ってしまっている。

「あーあ。こりゃ新しいのに替えないと駄目だな」

　ハイリンスが無残な姿になった木盾を眺めながら言う。

「ごめん」

「いいって。模擬戦とはいえ、手を抜かれたら意味ないだろ？」

「そうだね」

　実際、この模擬戦ではいろいろと得るものが多い。

　僕は正直に言うと、剣はそんなに得意じゃない。

　僕の師匠、ロナント様が稀き代たいの魔法使いということもあって、剣よりも魔法のほうが得意だ。

　その師匠とは、師匠の無茶な修行のせいで神言教に引きはなされてしまったのだけれど。

　けど、短い修行期間でも、僕の魔法技術は飛躍的に上がった。

　やっぱりあの人はすごい。

　……人としてはかなり問題の多い人だったけれど。

　この模擬戦では、その魔法に後れを取っている剣の修行ができている。

　素振りだけではわからなかった、人と対戦することによってわかることもある。

　ハイリンスとはステータスこそ差があるものの、技術やスキルにはそこまでの差がない。

　だからこそ、切せつ磋さ琢たく磨ましてそれらを伸ばしていくことができていた。

　それはハイリンスも同じで、むしろステータス差のある僕に挑んでいるため、より効率よく鍛えられているようだ。

　パチパチと、拍手の音が聞こえてくる。

　振り向けば、いつからいたのか、ティーバさんが僕らの模擬戦を見学していた。

「いやはや。お見事です。その年でこれだけの動きができるとは」

「ありがとうございます。けど、きっとまだティーバさんには勝てませんよね？」

　褒められたのでとりあえずお礼を言っておくけど、僕の剣技ではたぶんこの人には届かない。

「ふふ。そうですね。これでもこの老骨、かつては先代剣帝様、剣聖殿に次ぐ実力者と言われておりました。まだまだ、若い者には負けません」

　さすが帝国の将軍といったところなんだろうか。

　先代剣帝や剣聖と言えば、ロナント師匠と並び称される方々だ。

　あの化物じみた師匠と並び称される人たちに次ぐ実力者。

　やっぱりティーバさんも只ただ者ものじゃなかった。

「とは言え、それは剣技に限っていえばの話です。勇者様にはロナント様仕込みの魔法もあります。むしろ魔法のほうが勇者様にとってはメインでしょう。その魔法と剣技を合わせて使えば、私でも足をすくわれるかもしれませんな」

「負けるとは言わないんですね」

「はっは。老いぼれにも意地がありますので。孫ほど年の離れた勇者様にやる前から白旗を上げるわけにはまいりません」

　ティーバさんの視線が、僕らの会話を邪魔しないように一歩下がって黙っていたハイリンスに向かう。

「ハイリンス君だったね？」

「はい」

「ちょっと貸したまえ」

　ティーバさんはハイリンスからひび割れた木盾を受け取る。

「勇者様、全力で打ち込んできてください」

　何をするつもりなのか僕らが訝いぶかしんでいると、ティーバさんは左手に木盾を持ってそんなことを言ってきた。

「え？　ですが」

「大丈夫です」

　そんなひび割れた木盾に全力で打ち込んで大丈夫だろうかと心配する僕に、安心させるように穏やかな笑みを見せるティーバさん。

「では、行きます」

　僕はそれを信じて、全力で木剣を振るった。

　上段から振り下ろした木剣が木盾に当たる、その瞬間。

　するりと、妙な感触がした。

　気が付くと、僕の木剣はあらぬほうに振りぬかれていた。

「今のは？」

「受け流しです」

　何が起きたのかいまいちわからない僕に、ティーバさんが解説してくれる。

「勇者様の剣を、力に逆らわずにその進行方向を変え、受け流したのです」

　ティーバさんは木盾をハイリンスに返す。

「相手の力が強すぎるとき、真正面から受け止めるだけが戦法ではありません。時にはその力を受け流し、隙を作ることも重要です。盾職はその役割上、常に危険が大きい。自分が受けきれる攻撃を見極め、適切な判断をしなければなりません。君はいい目と判断力をしている。きっといい盾職になれるでしょう」

「勉強になります」

　ティーバさんがハイリンスの肩を叩たたきながら労う。

「アナレイト王国には、勇者様だけでなく、将来有望な若者がいて羨うらやましい限りですな」

　そう言ってティーバさんは訓練場から去って行った。

「褒められちった。俺、ユリウスの従者なんだけどなぁ」

「いいじゃないか。従者兼護衛ってことで」

　それに、この友人がただの従者だけで終わるわけがない。

　友人のひいき目抜きにしてもハイリンスは優秀だし、そもそも本人が従者で終わろうと思っていない。

　じゃなければ、僕と模擬戦なんてしない。

　きっとハイリンスは、従者としてだけでなく、僕と並ぼうとしてくれている。

　そう思うのは思い上がりかな？




　今日もまた、僕は馬車に揺られている。

　さすがに初回に使った豪華な馬車はやめてもらい、軍用のものに変えてもらった。

　けれど、変化と言えばそれくらいで、毎回馬車に押し込められて出番なく行って帰ってくるだけなのは変わらない。

　今回もそうなる、はずだった。

　にわかに馬車の外が騒がしくなる。

　だけでなく、馬車に何かが当たる軽い音がいくつか響いた。

「何が？」

「ヤーナ！　窓に近づくな！」

　何が起きたのか確かめようと窓の外を覗のぞこうとするヤーナを制止し、肩を引き寄せて窓から遠ざける。

　直後、窓を突き破って矢じりが姿を現した。

「ひっ!?」

　矢は窓のガラスを貫通することなく、中途半端に突き刺さったまま止まっている。

　しかし、あのままヤーナが顔を出していたら、そこに当たっていたかもしれない。

「襲撃、待ち伏せされてたか」

　ハイリンスがうめくようにそうこぼす。

　馬車の外ではあわただしく兵士たちが降り注ぐ矢に対応しようとしている怒号が聞こえてくる。

　断続的に矢が馬車に当たる軽い音がしていることから、相当な数の矢が飛んできているようだ。

　幸い、軍用の頑丈な馬車に変えていたので、矢ぐらいじゃびくともしない。

　窓ガラスさえ貫通しないのであれば、この馬車の中にいる限りは安全だ。

　相手が矢だけを放ち続ければの話だけれど。

　それに、馬車の中は安全でも、外にいる他の兵士たちはそうじゃない。

「ヤーナはこのまま馬車の中にいるんだ！　ハイリンスはヤーナのことを守っていてくれ！」

「ユリウス、ちっ！　わかった」

　ハイリンスは一瞬不服そうな顔をしたけれど、さっきの衝撃で顔を青くしているヤーナを見て僕の指示を承諾してくれた。

「え？　え？　勇者様は？」

「大丈夫。僕に任せて」

　青ざめるヤーナを安心させるように、できるだけ優しく微笑ほほえむ。

　そして、意を決して馬車の外に飛び出し、すぐに扉を閉ざす。

　馬車から飛び出してきた僕を見て、護衛の兵士たちがギョッとした顔をする。

「勇者様!?　危険です！　すぐに馬車の中へ！」

「ここは我らがお守りしますので！」

　すぐに僕の前に盾を掲げながら兵士が数人駆け寄り、僕を馬車に戻そうとする。

　彼らにとって僕はお飾りの総指揮官である以上に、子供でお荷物なのだというのが、その態度でよくわかる。

　死なせると大変なことになる保護対象。

　けど、そうじゃない。そうじゃないんだ！

「僕のことはいい！　負傷者を優先して守れ！」

　声を張り上げる。

　同時に、魔法で光の障壁を展開する。

　実体のある土魔法による壁に比べれば防御力は劣るけれど、ガラス窓も貫通できないくらいの威力の矢ならばこれで十分防げる。

「僕は何だ!?」

　周りに聞こえるように声を張り上げる。

「僕は勇者だ！　勇者とは、守られる存在か!?　違うだろう！　勇者とは、人を守る側がわだろう！」

　僕が叫んでいる間にも、矢は降り注いでくる。

　しかし、それらは全すべて僕の展開した障壁に阻まれ、こちらに届くことはない。

「恐れるな！　威力は大したことはない！　急所にさえ当たらなければ死ぬことはない！」

　僕を守ろうとする兵士を押しのけ、前に出る。

　矢は街道の脇わきにある林から放たれてきている。

　飛んでくる矢の本数から、相手の数はざっと見積もって数十人。

　百には届かず、さりとて少ないとは言い難い数だ。

　事前に判明していたこの地の人身売買組織の人数、その推定最大数もこのくらいだったはず。

　つまり、奴らは全員でここで待ち伏せし、僕らを迎え撃ってきたということだ。

　人身売買組織だって馬鹿じゃない。

　僕らが討伐に乗り出したと知れば、相応の対策を練るのは当たり前だ。

　特に僕らはその活動を隠していない。

　街では住人を安心させるために行進もする。

　その街に組織の人間がいれば、僕らが来たことはまるわかりだ。

　それなら、待ち伏せの一つや二つくらいできる。

　今までが順調すぎたくらいなんだ。

　しかし、その順調さに慣れてしまったからか、はたまた別々の国から寄せ集められて指揮系統がしっかりしていないせいか、討伐隊の動きは鈍い。

「負傷者を下がらせろ！　盾を持っている兵士は前へ！」

　ざっと確認しただけだと、死者はまだいない。

　しかし、矢が腕や足に刺さった兵士はいる。

　その負傷者を下がらせ、盾を持つ兵士に前に出るよう指示を出す。

　けど、遅い。

　兵士たちはそれぞれの隊長に伺いの視線を向け、隊長が首肯してから行動を始める。

　今なお攻撃を受け続けているというのに、迅速さが足りない。

　今まで事前に決められた作戦通りに討伐が成功していたため、こうした不測の事態は初めてのこと。

　だから、指揮系統の統一が完全にできていないことが露呈してしまっていた。

　いまだ余裕があるのも、悠長にしている原因かもしれない。

　襲い掛かってくる矢の威力は、お世辞にも高いとは言えない。

　討伐隊は精鋭の集まりで、その程度の攻撃はものともしない。

　負傷した兵士たちのほとんどは、最初の不意打ちで矢を受けてしまっただけだ。

　それをしのいだ今、飛んでくる矢で命を落とす心配はほぼない。

　その余裕があるせいで、僕の指示よりもまずは隊長にお伺いをたてるという冷静さがある。

　これが本当に切羽詰まった状況であれば、僕の声に一も二もなく従ってくれていたかもしれない。

　こちらにこれ以上被害が出る心配がないのは喜ばしいことだけど、迅速な動きができないというのはもどかしい。

　防ぐだけじゃ駄目だというのに。

　僕らの目的は人身売買組織の討伐。

　ならば、今襲い掛かってきている彼らを倒さねばならない。

　このまま耐えていれば状況は優勢になっていくだろう。

　矢は無限にあるわけじゃないし、撃ち尽くせばこちらが攻勢に出ることができる。

　けど、果たして連中はそれまで律義に待ってくれるだろうか？

　僕はそう思わない。

　待ち伏せして奇襲を仕掛けてくる頭があるのなら、不利を悟って逃げるくらいはできるはずだ。

　敵が逃げればこちらの勝ち、というわけじゃない。

　逃げた組織の人間は、また別の場所で罪を犯す。

　その被害をなくすために僕ら討伐隊が動いているのに、ここで奴らを逃がしてしまったら意味がない。

「ついて来れる者はついて来い！」

　僕は剣を抜き放ちながら、賊が潜んでいる林に向けて駆け出した。

　一人突出した僕に向けて、矢が降り注ぐ。

　それを障壁で防ぎながら、足は止めない。

　そのまま林に突っ込んでいく。

　木の陰に隠れた襲撃者たちが、弓を捨てて剣を抜いていた。

　その顔には少しの焦りがあるものの、僕が子供だからか、切羽詰まった様子は感じられない。

　敵は油断している。

　僕が子供だから侮るのは、何も味方だけじゃない。

　むしろ敵のほうこそ、僕の姿で油断する。

　それならば好都合！

「おらあ！」

　切りかかってきた賊の剣を弾く。

　飛んできていた矢の威力から、賊たちのおおよその強さはわかる。

　正面から打ち合っても、僕が力負けすることはない。

　振り下ろされた剣を払いのければ、それだけで賊の剣はその手を離れ、後ろのほうに飛んで行ってしまっていた。

「へ？」

　賊が間抜けな顔をして握られていた剣が消えた手を見ている。

　隙だらけだ。

　隙だらけだけれど……。

「はっ！」

　躊ちゆう躇ちよしたのは一瞬。

　僕は賊を切り捨てた。

　確かな手ごたえ。

　その感覚だけで敵を無力化できたと確信し、その結果を見ることなく次の敵に向かう。

　違う。

　そんなのはただの言い訳だ。

　僕は、結果を見るのが怖かったんだ。

　自分が人を、切り殺したのだという事実を直視するのが。

　僕は未熟で、敵を殺さずに無力化するなんて器用なまねはできない。

　だから、こうするしかなかった。

　……生まれて初めて、僕はこの手で人を殺した。




「……様！　勇者様！」

「え？」

　ティーバさんに肩をゆすられ、現実に戻る。

「敵は全滅です。もう大丈夫ですよ」

　気が付けば、ティーバさんの言う通り、敵は全滅していた。

　最初の敵を切り倒してから後の記憶が曖あい昧まいだ。

　ただ、無我夢中で戦っていた気がする。

　あの時と一緒だ。

　僕が初めて経験した戦場。

　迷宮の悪夢と戦った時と。

　人が迷宮の悪夢に簡単に殺されていく中、怖くて怖くて、でも立ち向かって行ったあの時と。

　あの時僕は、見るからに勝ち目のない強大すぎる敵、迷宮の悪夢と対たい峙じした恐怖で、その時の記憶が曖昧になっている。

　気が付いたら迷宮の悪夢の前に飛び出していて、また気が付いたら事態は終息していた。

　その後の戦いにしてもそうだ。

　蜘蛛くもの大群がケレンの街を襲った時も、僕は無我夢中で戦い、気づいた時には師匠が事件を解決していた。

　情けない。

　どうやら僕は、あの時から全く成長していないらしい。

　迷宮の悪夢に脅え、蜘蛛の大群になすすべもなかったあの頃ころから。

　訓練はずっとしてきて、ステータスもスキルもあの頃より成長した。

　けど、肝心の実戦でこれでは、何の意味もない。

　大きく息を吸い、吐き出す。

　そうすることで、狭まっていた視界が元に戻っていくような気がした。

　実際、ついさっきまで見えなかったものが見え、聞こえなかった音が聞こえてくる。

　あちこちに倒れた賊たち。

　それを検分している味方の姿。

　指示を出す隊長の声。

　それらが、もう戦いが終わったのだということを僕に伝えてくる。

「終わった、んですね」

「ええ。そうです」

　独り言のつもりで言った言葉に返事があった。

　振り向けば、ティーバさんが厳しい表情をして立っていた。

　……というか、ティーバさんの手は僕の肩に置かれたままだ。

　それに気づかないなんて、平静になったつもりだったけれど、まだまだ僕は動揺しているらしい。

　もう一度大きく深呼吸する。

　途端、むせ返るような血の臭いが口と鼻を襲い、思わずむせてしまった。

　血の臭いを嗅かいだことがないわけではない。

　ただ、慣れるほど何度も嗅いだわけでもない。

　そして、その発生源を作り出したのが僕自身だというのは、これが初だ。

　何度か咳せきをして、落ち着いたところでもう一度深呼吸をする。

　今度は血の臭いをなるべく意識しないようにして。

「落ち着かれましたか？」

「ええ」

　ティーバさんがずっと僕の肩に置いていた手をどける。

　僕は未いまだ両手で握りしめていた剣を鞘さやに戻そうとして、左手が柄を離してくれなかった。

「あれ？」

　もう一度柄から手を離そうとするけれど、震えてうまくできない。

　四苦八苦して、ようやく引きはがすことができたけれど、まるで寒さに凍えた時のように手が震えて動きがぎこちない。

　剣を鞘に収めるのも、こびりついた血ち糊のりが邪魔するのも相まって、なかなかうまくいかなかった。

　本当なら血糊をどうにかした後に鞘に戻したほうがいいけれど、今はそんな余裕がない。

　後で落ち着いてから手入れをしよう。

「後の処理は他の者がいたします。勇者様は、いったん馬車にお戻りください」

「そうですね。そうします」

　ティーバさんの提案に素直に頷うなずく。

　味方の治療や、生き残った賊の捕縛など、まだやることは多い。

　けど、さすがに今の状態の僕がいても邪魔になるだけだ。

　馬車に向けて歩き出す僕と並んで、ティーバさんも歩き出す。

「……なぜ、お一人で飛び出して行ったのです？」

　歩きながら、ティーバさんが問いただしてくる。

「それが確実だと思ったからです」

　あの時、素早く動けるのは僕しかいなかった。

　賊を逃がさないようにするには、僕が動くのが最も確実だった。

「こんなに無理をしているのに、ですか？」

　そう指摘されて、僕は黙らざるをえなくなった。

　僕の判断は間違っていないと、今でもそう思う。

　あの瞬間に僕が飛び出さなければ、賊のいくらかには逃げられていた。

　それは間違いない。

　そして僕には賊を殲せん滅めつできるという確信があったし、実際にできた。

　できるできないの話であれば、僕は最善の判断をしたと自負している。

　ただ、僕自身の精神的な脆もろさを計算に入れていなかっただけで。

「情けない」

　震える手をギュッと握りしめる。

　余裕で勝てる相手だった。

　それなのに、今の僕はこんな体たらく。

　人身売買組織と戦うということは、人と戦うということなのだと、そう理解して覚悟もしていたはずなのに。

　いざ実戦になって見ればこのざまだ。

　情けない。

　なんて、情けないんだ！

「勇者様」

　ティーバさんが腰をかがめ、僕に目線を合わせながら口を開く。

「無理をなさらないでください。あなたには我々がついています」

　その言葉や態度から、ティーバさんが心底僕のことを心配してくれているのはわかる。

　わかる、けど……。

「それとも、我々では頼りないですか？」

「……」

　僕はまっすぐに見つめてくるティーバさんから目をそらした。

　それが何よりの答えになってしまうのだとわかっていても、僕には他にどうすることもできなかった。

　そのまま足早にその場を立ち去り、馬車へと向かう。

　ティーバさんはもう追ってこなかった。

「……不ふ甲が斐いない！」

　ただ、後ろから押し殺した、けれど圧のあるティーバさんの言葉が聞こえてきた。

　その言葉が誰だれに向けて言われたものなのか、わからない。

　ただ、僕に向けて言われたものじゃないことだけはわかった。

　わかったけれど、それでも、まるで僕の弱さを責められているようで、いたたまれなかった。

「よ。お疲れ」

　馬車に戻ると、ハイリンスが出迎えてくれた。

　馬車に刺さった矢を引き抜いていたのか、手に数本の矢を握っている。

「とりあえず中に入って座ってろ」

「うん」

　馬車の扉を開けて中に入るよう促すハイリンスに従って、僕は馬車に入って腰を下ろした。

　途端、どっと疲れが押し寄せてくる。

　肉体的な疲れももちろんあるけれど、それ以上に精神的に疲れた。

　王族として、勇者として無様な姿をさらすのはよくないとは思いつつも、力が抜けて姿勢が悪くなる。

　ハイリンス以外に見ている人がいないのが幸いだ。

　そこでふと、この場にいなければならないはずのもう一人のことを思い出す。

「ヤーナは？」

「兵士の治療をしてる。ユリウスは気にせずそのまま休んでおけ」

　ヤーナが働いているのなら僕も、と思いかけ、ハイリンスに機先を制された。

「わかった」

　その言葉に甘え、僕は馬車の椅子に深く背を預けた。








間章　聖女と帝国老将






「ヤーナ、なんであなたなの？」

　私が聖女に内定して、仲の良かった同じ聖女候補の先輩から最初に言われたのが、その言葉だった。

　思わぬ聖女の内定をもらってはしゃいでいた私は、先輩のその言葉に冷や水を浴びせかけられた。

　聖女候補は聖女になるために幼い頃から厳しい訓練をしている。

　それに耐えきれずに脱落する人も多い。

　そんな過酷な生活を送っているのも、将来聖女になるため、ひいては聖女になり勇者を支えるため。

　だから、聖女候補にとって、聖女に選ばれるということはこの上ない栄誉。

　聖女に選ばれるのはたった一人。

　そのたった一人も、新たな勇者が生まれなければ選ばれることはない。

　聖女には慣例として勇者と年齢の近い聖女候補が選ばれる。

　どんなに優秀な聖女候補でも、勇者と年代が合わなければ聖女になることはできない。

　聖女候補のそのほとんどは、聖女になることはない。

　それでも、いつ何時勇者が身罷られ、新たな聖女が求められるかわからないのだから、各年代の聖女候補が一定数そろえられている。

　なれるかどうかもわからない聖女になるために。

　私はその聖女に内定した。

　降ってわいたような幸運。

　だから、高揚して、嬉うれしくて先輩のもとに駆け込んだ。

　いつも後輩である私に優しかった先輩なら、きっと一緒に喜んでくれると思って。

　でも、先輩の第一声でそれが間違いであると思い知らされた。

「あ、ごめんなさい。そんなつもりじゃ……」

　先輩はすぐに自身の発言を後悔したのか、私に謝った。

　けれど、それ以上の言葉は出てこなかったのか、うつむいて私に背を向け、そのまま小走りに去って行った。

　先輩は私の二つ年上。

　勇者になったユリウス様は私と同い年。

　勇者に年の近い聖女候補が聖女に選ばれるのならば、二つしか違わない先輩も十分選ばれる資格はあった。

　対して私はと言えば、年が同じだということ以外、聖女に選ばれた理由が思い当たらなかった。

　成績は悪くないし、平均よりかは上。

　でも、先輩をはじめ、私よりもいい成績を収めている聖女候補はいた。

　だから、努力はしていたけれど、私が聖女に選ばれることはないと思っていた。

　聖女になれなかった聖女候補は、成績によってはいい役職に就くことができる。

　私が目指していたのはむしろそちら。

　聖女への憧あこがれはあったけれど、現実を見ると私が聖女になれるはずがないと思っていた。

　だから、私は聖女になるということの重責を理解していなかった。

　聖女になるということは、聖女になれなかった聖女候補たちの想おもいの上に立つということ。

　聖女を目指し、けれどなれなかった彼女たちの。

　私はその想いを受け継いで、立派な聖女にならなければならない。

　先輩のように、「なんで？」と言われないように。

　私自身、聖女になれるなんて思っていなかったのだから、この決定を不服に思っている聖女候補は多いはず。

　でも、一度決まったことは覆らない。

　私はそんな聖女候補たちが文句のつけようがない聖女にならなければならない。

　それは、責任感が半分。

　もう半分は、怖いから。

　一度任命されれば聖女が代わる条件はたった三つ。

　一つは今代の勇者様であるユリウス様が亡くなられた時。

　もう二つは、私が聖女の役目を全うできなくなった時。

　すなわち、重病や重傷で回復の見込みがない時と、死んだ時。

　過去に聖女が聖女候補の手によって暗殺などされた例は少ない。

　聖女候補はみんな高潔であれと教育されているので、そういったことをしでかす人はあまりいない。

　でも、まったくいないわけではない。

　同じ聖女候補の仲間だった人たちから、そんなことをされるとは信じたくないけれど、不満は絶対にある。

　仲の良かった先輩ですら、第一声があれだったのだから。




「うっ！」

「聖女様、無理をなさらないでください」

　目の前の光景に、私は喉のどの奥からこみあげてくるものを必死で抑えなければならなくなった。

　漂ってくる異臭。

　血と臓物の臭いと、それとは別の生活でついた悪臭。

　街の外で暮らす盗賊などの人たちはそれだけ生活環境も悪く、体臭がきつい。

　血の臭いだけならば、教会で聖女候補として修行を積んでいる時に実践形式の治療現場で経験している。

　最初の頃ころは血の臭いに気おされていたけれど、それも回数を重ねることで慣れた。

　けれど、それは清潔な病棟での傷病者の治療で、本物の戦場での実践ではない。

　ここにはその時にはなかった雑多な臭いが混じり、戦いの後の土つち埃ぼこりも舞っている。

　それらが混じりあうと、練習の時とは比べ物にならないほどの吐き気が襲ってくる。

「大丈夫です。勇者様が頑張ったのに、私だけここでしり込みしているわけにはいきません」

　私を馬車に戻そうとする兵士の言葉をやんわりと否定し、私は怪我けが人がいる場所に案内してもらい、治療を開始する。

　治療を始めれば、それだけに集中することができ、周りのことは気にならなくなった。

　この人身売買組織討伐隊が結成されてから、幸か不幸か私の出る幕はなかった。

　討伐隊には私以外にもちゃんとした治療班が随行していたし、これまでの進軍では順調すぎるほど順調に討伐が済んでいたので、私が治療に駆り出されることはなかった。

　今回も、実のところ私に声はかかっていない。

　でも、勇者様が自分から進んで戦いに参加しているのに、私が何もしないなんて許されない。

「次の方！」

「聖女様、もう怪我人はあらかた治療し終わりました」

　言われてみれば、もう大きな怪我をしている兵士はいなくなっていた。

「では、捕えた賊たちは？」

　ここに集められたのは怪我をした兵士たちだけ。

　捕まえた賊は別にしてある。

　彼らも勇者様たちと戦って、かなりの怪我をしているはず。

「……賊のほとんどは、息絶えています。治療は必要ありません」

「そう、でしたか」

　お付きの兵士の人が口を濁したことから、賊のほとんどが凄せい惨さんな最期を迎えたのだということがわかる。

「勇者様も、生け捕りにしてくれればよかったんですが」

　死んだ賊のことを悼んでいるのだと勘違いでもされたのか、兵士が勇者様を非難するようなことを言った。

「それは違います」

　……正直に言うと、私は戦う勇者様の姿が、怖かった。

　私の中で、勇者様の印象はとても優しい同い年の男の子だった。

　虫も殺せないのではないかと思うくらい、纏まとう雰囲気は温かく、いつも穏やかな笑みを浮かべている。

　本当にこの人は戦えるのだろうかと、不敬にも疑ったりもした。

　でも、責任感が強くて、大人たちに認めてもらおうとあがいている姿には、親近感がわいた。

　ああ、この人も私と同じで、重い立場を背負って頑張っているんだって。

　とんだ勘違いだ。

　勇者様が頑張っているのは、立場や責任感ももちろんあるのだろうけれど、それ以上に正義感からだ。

「勇者様には、そんな余裕がなかったんです。ここで彼らを逃がせば、周辺に散ってしまって一気に叩たたくことはできなくなってしまう。そして、そうなれば各地で小さな被害が続出してしまいます。勇者様はそれを見越して、無理をしてでもここで殲せん滅めつしなければならないと、ご自身で戦われたんです」

　戦う勇者様は、普段の温厚な姿からは想像もできない、鬼気迫る迫力があった。

　一片の容赦もない苛か烈れつなまでの戦いぶりからは、賊の息の根を止めるという強い意志が感じられた。

「え？　いや、ですが、勇者様、そこまで考えていたんですかね？」

「私にはそう見えました」

「でも、ここで無理をしなくても、逃がしても小さな被害で済むなら……」

「仮にその被害にあうのが、あなたの家族でも同じことが言えますか？」

　なおも言い訳がましく言う兵士に、私がそう言うと、彼はハッとしてうつむいた。

「この周辺に暮らす人々は、私たちにしてみれば見ず知らずの他人かもしれません。でも、勇者様はその見ず知らずの他人のために、無理を押して突出したんです」

　勝手な行動をとった勇者様に対する不満があるのを、私は治療中に盗み聞いた兵士たちの話で知った。

　曰いわく、功績欲しさに無茶をした。

　子供だから連携も何も考えなし。

　守らなきゃならない対象が突撃したせいで、自分たちも突撃しなければならなくなった、などなど。

　確かに、勇者様の独断行動は褒められたことではない。

　でも、その理由は誰だれよりも民を思っての、正義感に満みち溢あふれたものだ。

「その通りです」

　声に振り向けば、副総指揮官のティーバ様がこちらに歩み寄ってきていた。

　普段とは違う、押し殺したように震える声に首を傾かしげる。

「ティーバ様、手から血が！」

　きつく握りしめられた手から血が滴っているのを見て、私は治療しようと駆け寄る。

「大丈夫です」

　そんな私を、ティーバ様は押しとどめる。

「これは自戒のためにも、治してはなりませんので」

　ティーバ様は一度手を開いて傷を眺め、またきつく握りしめた。

「私は、私自身が不ふ甲が斐いなくて情けない」

　静かに押し殺した声。

「勇者様に無理をさせるなど、副官失格だ」

「……勇者様は子供です。子供は無理をするのも仕事なのでは？」

　兵士の一人、身なりの良さから隊長格の一人と思われる人が、ティーバ様をなだめるように言う。

「その子供に頼りないと思われる我々は何だ!?　我々が不甲斐ないから勇者様が無理をするのだ！」

　響き渡る怒号。

　隊長格の人の宥なだめは、逆に押し殺していたものを破裂させた。

「勇者様には、ゆっくりと成長してもらえば、徐々にこの隊の者たちと距離を縮めてもらえばと、そう思っていた。だが、成長が必要なのは、どうやら私たちのほうだったらしい」

　隊長格の人がティーバ様から目をそらす。

「この隊が何故にあるのか、その本質を忘れていた。組織に苦しめられる無む辜この民を一人でも減らすためだ！　勇者様は、それを誰よりもわかっていた。私たちはそれがわかっていなかった！」

　ティーバ様の声は、周囲に響き渡っている。

　きっと、隊全体に聞こえていることだろう。

　すぐには変わらないと思う。

　でも、何かが変わるきっかけになった。

　私にはそう感じられた。




「よ。お疲れ」

　馬車に戻ると、勇者様の従者のハイリンスが片手をあげて出迎えた。

　この男は小憎らしくて気に入らない。

「勇者様は？」

　問う私に、ハイリンスは無言で馬車の中を指し示した。

　窓から馬車の中を覗のぞくと、そこには座りながら居眠りをしている勇者様がいた。

　それだけ見ると、年相応のあどけない少年に見える。

　でも、この方は勇者。

　世界でただ一人、神に選ばれた存在。

「ユリウスは今日相当頑張ったからな。疲れてるんだ。しばらく起こさないでやってくれ」

「あなたはまた。いくら勇者様の幼おさな馴な染じみとは言え、呼び捨てなんてして！」

　勇者様は尊いお方だ。

　今日のことで、私はその認識を新たにした。

　だというのに、こいつはあまりにも勇者様に気安すぎる！

「なあ、逆にヤーナのほうこそ、その勇者様っていうのやめねえ？」

「何を言うかと思えば。冗談も休み休み言いなさい」

　ハイリンスの提案を鼻で笑う。

　何を馬鹿げたことをこいつは言うのか。

「別に冗談で言ったわけではないんだがな。ユリウスとヤーナは一生の付き合いになるんだろう？　夫婦とは違うが」

「いいいい一生!?　ふふふふ夫婦!?」

　言われてみれば！

　私と、勇者様が？

　私と勇者様が寄り添う姿を想像して、カッと顔が熱くなる。

　女所帯の聖女候補訓練所で育った私にとって、その手の話題は慣れないもの。

「……別にヤーナとユリウスがそうなるなんて一言も言ってないんだが。まあ、いいか」

　何やらハイリンスが呆あきれたように溜ため息いきをついている。

「けどな、勇者と聖女が死ぬまで変わらないのは事実だ。どちらかが死ぬまで、一緒にいることに変わりはない」

　ハイリンスの態度にムッとしていると、奴やつは思いもよらず真剣な口調で話してきた。

「ずっと今のまま堅苦しい関係でいるつもりか？」

「それは……」

　言われて、私は確かに勇者様に対してよそよそしかったのではないかと、そう思ってしまった。

「別に馴なれ馴れしくしろとか、無理をして距離をすぐ縮めろとまでは言わん。ただ、勇者様なんていう、壁を感じる呼び方はどうなんだと思ってな」

「壁……」

　私は敬意をもって勇者様と呼んでいたのだけれど、そのように感じられていたのだろうか？

「ま、強制はしないさ。ただ、俺なら勇者様なんて、勇者っていう称号だけ見てユリウス本人を見てないような呼び方はしないけどな」

「本人を、見てない……」

　私は、勇者様、いえ、ユリウス様のことをちゃんと見ていただろうか？

　勇者という色眼鏡をかけて見ていなかっただろうか？

　途端に不安になる。

「あなたに言われて始めるのは癪しやくだけれど、考えておくわ」

「ああ」

　ハイリンスは普段なら茶化してきそうなものなのに、この時ばかりはユリウス様みたいな、穏やかで優し気な笑みを浮かべていた。
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そふぃあちゃん日記３






　学園の入学式があった。

　以上。

　は？

　もうちょっと詳しく？

　入学式の後に同じクラスのガキどもの自己紹介とかあったけど、有象無象の顔と名前なんて覚えても仕方ないでしょうが。

　目立つのは何人かいたけど。

　やたらキラキラした腹黒そうな男とか。

　クソ真面目そうな学級委員長タイプの女とか。

　将来は美形になりそうな気がしないでもない鼻たれ小僧とか。

　要するに碌ろくなのがいなかったってことよ。

　以上。

　え？

　友達できそうにない？

　余計なお世話だし、こっちから願い下げよ！








Ｙ４　ユリウス十二歳　激戦






「敵は山道から外れた廃村を根城にしているようです」

　ティーバさんが地図を広げながら説明する。

　僕を始めとした討伐隊の指揮官たちが、それを静聴していた。

　前回、組織から奇襲を受けたことで、隊にもにわかに緊張感が漂い始めていた。

　これまで順調すぎるほど順調に進んでいた討伐。

　結果的に被害はほぼなかったとはいえ、隊として初めての躓つまずきに、隊長たちも気を引き締め直しているようだった。

「廃村へ行くにはこの旧道を通るルートしかありません。ゆえに、相手もここの警戒は強いでしょう」

　机の上に広げられた地図を全員で睨にらみつける。

「厄介だな」

　一人がポツリと呟つぶやく。

　隊長たちが難しい顔をしているのは、前回のことがあるからというだけではない。

　純粋に次の攻略対象である組織が難敵だったからだ。

　廃村を根城とする組織は、これまで討伐してきたものとは比べ物にならない規模だった。

　廃村というのは非常に厄介だ。

　すでに人が住まなくなった場所とは言え、そこにはかつて人が生活した痕こん跡せきがある。

　それはつまり、人が生活できる環境が半ば整っているということでもある。

　寝起きするための家。

　自給自足するための畑。

　水を確保する手段もあるはずだ。

　そして魔物に対するための防壁。

　そういったものがそろっている。

　そして、それらがそろっているということは、生活が安定しているということであり、それにつられて賊の仲間が集まってくる。

　そうして数の膨れた賊たちを養っていくだけの環境が整っているのだ。

　数は力だ。

　いくらステータスが高かろうと、普通であれば数の差を覆すのは難しい。

　例外は勇者である僕のように、その数の差をものともしないだけのステータスを持っている人だ。

　討伐隊にはそんな例外である各国の精鋭が集められている。

　賊が相手ならば一人で二、三人を相手にすることはできるだろう。

　でも、それは地の利を考慮しなければという注釈がつく。

　事前の調べによれば、賊たちが拠点にしている廃村は簡易の砦とりでのような有様らしい。

　しかも、ティーバさんが言ったとおり、地図を見ると攻めるには真正面からでないといけない。

　攻めるに難く、守るに易い地形だ。

　ステータスの差は数とその地の利によって埋められかねない。

「隊を分けるのはどうか？」

「いや。迂う回かいするにしても山だ。隊を分けたところで極少数でしか移動できんぞ」

「それに、迂回したところで廃村は全すべて壁で覆われている。乗り越えるにせよ破壊するにせよ、すぐに見つかってしまうのがオチだ。奇襲にはなるかもしれんが、少人数では危険すぎる」

「むう。正攻法で真正面から攻城するしかないか」

　道のない山というのは、移動するだけでも大変だ。

　草木をかき分けて進まなければならないし、そこに生息する魔物に出くわすこともある。

　大人数で進むことはできない。

　少人数で進むだけでも大変な山を踏破し、さらに賊との戦いが控えている。

　危険だとしてその案が却下されるのは当然の帰結だ。

「その奇襲役、僕がやります」

　でも、だからこそ僕はそれに立候補した。

「勇者様……。危険です」

　隊長の一人が呆れを隠しきれない様子でたしなめてくる。

　話を聞いていなかったのか？　という隊長の考えがありありとわかる。

　でも、ここで引くわけにはいかない。

　後ろで守られていることをよしとしていたら、何も変わらない。

　これまでそれができなかったのは、きっと僕の覚悟が足りなかったから。

　人と戦い、人を殺す、その覚悟が。

　でも、もうそれも決まった。

　あとはその覚悟を実践していくのみ。

　一人でも多くの犠牲者を救うために。

　一人でも多くの未来の犠牲者を減らすために。

「いいでしょう」

　反論するために開きかけた口が、中途半端なところで止まる。

　おそらくそのせいでポカーンとしているように見えてしまっただろう。

　実際僕は予想外のことに呆気あつけに取られていたから、あながち間違ってはいない。

　ただ、僕だけではなく、この場にいる隊長たちもまた、その発言に呆気に取られている様子だった。

　僕の意見を肯定したのは、ティーバさんだった。

「しかし、さすがに勇者様お一人で行かせるわけにはいきません。数名の兵を私のところから出します。それと、腕のいい冒険者がいますので、彼にも同行を頼んでおきましょう」

　トントン拍子で編成が決まる。

「勇者様にはこのルートで山の中を迂回していただき、敵の後背を突つく形で奇襲を仕掛けていただけますか？」

「あ、はい」

　あまりにもあっさりと決まってしまったことに、僕は間抜けな返事をするしかできなかった。

「ティーバ殿！　なにを考えておられるのですか!?」

　しかし、我に返った隊長の一人が席を蹴け倒たおしながら立ち上がり、非難する。

「なに、とは？」

　ティーバさんはそれに対して、本当に何もわかっていないかのような顔で首を傾かしげる。

「勇者様にそのような危険なことをさせるなんて！　あなたは勇者様を何だと思っているのですか!?」

「何を言い出すのかと思えば、そんなことですか」

「そんなこと!?」

　ティーバさんは面白い冗句でも聞いたかのようにフッと笑う。

　それは誰だれがどう見ても隊長のことを侮辱しているのだとわかる仕草で、僕はティーバさんがそんなことをする人だと思っていなかったために絶句してしまった。

「他ならぬ勇者様ご自身が立候補なされたのです。そして私はそれができると判断しました。だから話を進めたのです。それのどこに問題が？」

「問題だらけでしょう！　もしそれで勇者様に何かあったらどう責任をとるおつもりですか!?」

　ああ、これだ。

　僕を縛り付ける、見えない鎖の一つ。

　隊長たちにとって、僕は背中を預けあう仲間ではなく、死なせてはならない護衛対象。

　だから、責任などという言葉が出てくる。

「なぜ、そこで責任などという言葉が出てくるのかね？」

「は？　ティーバ殿、いい加減にしていただきたい」

　隊長のイライラが募っている。

「責任はもちろん勇者様本人がとる。総指揮官が自ら前線に出るとおっしゃったのだから」

　しかし、ティーバさんの言葉で、隊長は口を噤むことになった。

「君は先ほどから総指揮官の決定に異を唱えているわけだが、その理由は総指揮官である勇者様の実力を疑っているからと、そう捉とらえてもよろしいかな？」

「な!?　いや、それは、しかし……」

　ティーバさんの、総指揮官という僕の立場を強調する反論に、隊長はたじろいで言い返せなくなる。

　隊長は助けを求めるように他の隊長たちに視線を送るも、彼らは気まずげに目をそらすばかり。

　隊長に心の中で同意していた人は多いはずだ。

　しかし、実情はどうあれ、総指揮官である僕に逆らい、さらに副総指揮官であるティーバさんの不興を買っている隊長を擁護することはできないのだろう。

「しかし！　それでも万が一にも勇者様に何かあれば世界にとっての損失です！　ご再考を！」

　隊長は助けが見込めないと判断すると、初志貫徹、自分の言い分をそのまま強調した。

　隊長の言い分は、彼の立場を考えれば決して間違っているものではない。

「勇者様の実力を疑うだけでなく、それができると判断した私の目も否定すると？」

　しかし、それはティーバさんの一睨みによって切り捨てられた。

　もはや隊長には言い訳をすることさえ許されない空気が漂う。

「君は先ほど私に勇者様のことを何だと思っているのかと尋ねたね。そっくりそのままお返ししよう。君は、勇者様のことを何だと思っているんだね？」

　厳しい口調でティーバさんが隊長を問い詰める。

　それに対して隊長は答えを返すことができない。

「これだから勇者様に背中を預けるに値しないと思われるのだ。自分のことを仲間と思っていない相手に、どうして背中を預けられるというのだ。信頼されていなくて当然だ」

　吐き捨てるようにティーバさんがそう言った。

「ティーバさん、それは……」

「勇者様、とりつくろわなくても構いません。これは我らが不ふ甲が斐いないせいです」

　あまりにも辛らつなティーバさんの物言いに、僕は口を開きかけたが、他ならぬティーバさんがそれを止める。

「そもそも、この中で勇者様に勝てる者がどれほどいる？　私の見立てではいない。かく言う私自身も危うい。勇者様よりも弱い相手に、どうして勇者様の身を案じる資格があろう？」

　ティーバさんの物言いに、何人かの隊長が気色ばむが、それ以上に怒りをあらわにするティーバさんを見て何も言えなくなっていた。

「我々は勇者様の背中を守るどころか、その背に全く追いつけていない。それなのにその自覚がなく、ただ大人と子供だからというだけで上から目線で守った気になっている。そういうのを世間では何というか知っているかね？　有難迷惑だ」

　ガンッ！　と、ティーバさんが拳こぶしを机に叩たたき付ける。

「ともに並び立ち戦わねばならない我らが、その背に追いつけず、あまつさえ足かせになっているのだ！　勇者様が我々を見限って、単独行動しようとするのもしょうがないではないか！」

　え!?

　ティーバさんの怒号に一番驚いたのは僕かもしれない。

　そんなつもりではなかったのだけれど……。

　シーンと静まり返った会議室で、それを言い出す勇気は僕にはなかった。

「勇者様の身を案じるのならば、勇者様が奇襲を仕掛けるまでもなく敵の拠点を落とすくらいの気概を見せよ。それも出来ぬようであれば、口だけの弱者の戯言でしかない」

　隊長たちの目に静かな闘志が燃やされるのがわかった。

　ここにいる隊長たちも実力でその地位まで上り詰めた人ばかり。

　その力に対する自負があるからこそ、ここまで言われて引き下がることはできなかったようだ。

「いいでしょう。口だけではないこと、証明してみせようではありませんか。勇者様の出番が来る前に片をつけて御覧に入れましょう」

　ギラギラした目でティーバさんを見据える隊長。

　どうやら僕の奇襲役は認められたらしい。

　そこまで考えて、ふと、この流れは全すべてティーバさんの思惑通りだったんじゃないかと思った。

　結果的に僕の望み通りになり、しかも隊長たちに発破をかけている。

　さらに、僕が奇襲を仕掛ける前に拠点を落とせないならば、今後口出しするなと半ば約束までさせて。

　プライドの高い隊長たちは、一度交わした約束を反ほ故ごにはしないだろう。

　自分の実力に自信を持っているからこそ、できなかった時の言い訳はしないはずだ。

　でも、チラッと地図を見る。

　地形から僕が敵の拠点の背後に回り込むのに必要な時間を大雑把に計算して、隊長たちが真正面から敵の拠点を攻め落とすまでにかかるだろう時間を計算する。

　……どう考えても、僕が奇襲をするまでに拠点を落とせるとは思えない。

　それがわかっているのか、隊長の何人かは溜ため息いきをこらえるような表情をしている。

　ティーバさんの計算通りということか。

　僕の中でティーバさんは思慮深く道理をわきまえた大人という印象だったのだけれど、どうやらそこに教皇と同じように強したたかで侮れない人という情報を書き加える必要があるみたいだ。

　この人が味方でよかったと、そう思った。




「こっちでやす。足元気をつけてくだせえ」

　独特な喋しやべり方の男性の先導に従い、山の中を進んでいく。

　先導者の彼の名前はホーキンさん。

　なんでも元盗賊で、現在は冒険者の奴ど隷れいをしているのだとか。

「……」

　そのホーキンさんの主人であるジスカンさんは、無言で歩みを進めている。

　こんな歩きにくい山の中を、街をぶらつくかのように自然体で歩いている。

　それでいて警戒は怠っていないようで、時折視線を動かした先には、小鳥などの小動物がいた。

　僕じゃあんな小さな生物の気配は感じられない。

　それだけ気配感知のスキルレベルが高いということだろう。

　それもそのはず、ジスカンさんは名の知れた冒険者。

　様々な武器を状況に合わせて使い分ける器用さで、ソロでＡランクまで上り詰めた実力者だ。

　まだ若く、将来はＳランク昇格間違いなしと言われているらしい。

　ティーバさんが腕のいい冒険者と言い、僕につけたということは、その実力だけでなく人柄も信頼できるということなんだろう。

　だから、元盗賊などと言う怪しげなホーキンさんの先導が許されているのだ。

「なぜ盗賊などのあとを、私たちがついていかなければならないの？」

　しかし、それに誰だれもが納得してるわけじゃない。

　ヤーナが小声で不満を漏らす。

　彼女は間違ったことや曲がったことが嫌いで、正義感が人一倍強い。

　ヤーナからしてみれば、盗賊なんて人種は唾だ棄きすべきものだろう。

　元とはいえ盗賊が協力者だということに、ヤーナは割り切れない思いを抱えているようだ。

「ホーキンさんはヤーナが思ってるような盗賊じゃないぞ？　腐敗した貴族や大商人だけを狙ねらって、得られた富を貧しい人々に分け与える。いわゆる義賊ってやつだよ」

　そのヤーナに、ハイリンスがホーキンさんについて説明する。

　ハイリンスは今回の作戦に、僕の従者という立場でありながら、さも当然のように参加していた。

　どうやらティーバさんと交渉し、僕についてくることを認めてもらったらしい。

「そうなんですか!?」

「でしょ？　怪盗千本ナイフさん？」

　ハイリンスの呼びかけに、ホーキンさんは苦笑しながら振り向いた。

「昔の呼び名でさぁ。お恥ずかしいこって」

「か、怪盗千本ナイフ!?　あ、あの有名な!?」

　怪盗千本ナイフとは、ホーキンさんの通り名。

　巧みなナイフさばきで相手を翻ほん弄ろうし、狙った獲物は逃さずに確実に盗み出す盗賊。

　彼が狙うのは不正に手を染めた人たちだけで、その分け前は孤児院などに食料として届けられる。

　盗品ではなく、食料が匿名で届けられるため、被害にあった貴族や大商人もそれを回収するわけにはいかず、配られた貧しい人々は怪盗千本ナイフに感謝する。

　そんなおとぎ話のようなことを実際にやってのけていたのが、ホーキンさんなのだ。

　ホーキンさんの活躍は吟遊詩人を通して広く伝えられ、いろいろな国で聞くことができる。

　そんな有名人とはつゆ知らず、ヤーナは文句を言ってしまっていたわけだ。

　ヤーナは気まずそうに、しかしどこかがっかりしたような、複雑な表情を浮かべている。

「思ってたのと違う……」

　ボソッと呟つぶやかれた声は、しかし思いのほかよく通ってしまった。

　ヤーナは慌てて口を押さえるものの、そもそもここにいる人たちはみんな戦闘ができるので、聴覚強化のスキルを持っている。

　口に出した時点で丸聞こえで、つまりは最初の文句もホーキンさんには聞こえていたわけだ。

　だからこそハイリンスがフォローを入れたわけだけれど。

「よく言われまさぁ。あっしを題材にした演劇なんかでは、美男子が演じてますからなぁ」

　ホーキンさんは気分を害した様子もなく、苦笑を浮かべていた。

　怪盗千本ナイフの活躍は、吟遊詩人によって誇大に表現され、それが演劇になると、主役はその劇団の花形男優が務めることになる。

　そうなると、千本ナイフは美男子というイメージがつくのだけれど、あいにく実物のホーキンさんは美男子とは言い難い。

　意外と若いな、とは思うものの、いたって平凡な外見で、街に溶け込んだら誰も気にしないのではないかという印象の薄さがある。

　だからこそ、怪盗なんてものが務まっていたのかもしれない。

「どうして怪盗千本ナイフが、奴隷など？」

　ヤーナは今度はホーキンさんの主人であるジスカンさんに、疑わし気な視線を送った。

「実はちょいとばかりとちっちまいましてね。例の人身売買組織に捕まってあやうく殺されかけちまったんでさぁ。それを買い取ってくれたのが、旦だん那なってわけなんすよ」

「俺も国からの依頼でちょうど人身売買組織の内情を探ってくれというので、連中と接触していてな。ソロでの活動に限界がきているから、戦闘のできる奴隷が欲しいという名目で交渉していたのが功を奏した」

　聞いたところによると、ホーキンさんは独自に人身売買組織について調査をし、ジスカンさんは国からの正式な依頼で人身売買組織に探りを入れるべく接触していたらしい。

　その過程でホーキンさんは人身売買組織に捕らわれてしまい、ちょうど戦闘奴隷を欲しがっていたという体で接触していたジスカンさんに買われた、と。

「命の恩人の旦那には感謝してまっせ」

「その分キッチリ働いてもらうがな」

　奴隷と主人という立場の違いはあれど、この二人はうまくいっているらしいというのが雰囲気でわかる。

　ホーキンさんの首から首輪が外されているのがその証拠だ。

　人身売買組織は、捕まえた人々に特殊な首輪をはめる。

　はめると主人の命令に逆らえなくなるという首輪だ。

　その製法はわかっていない。

　おそらく使役系のスキルを付与して、さらに特殊な加工をすることによってできるのではないか、と言われているけれど、神言教の研究機関でもわかったのはそこまでが限界だった。

　それはつまり、人身売買組織は、神言教の研究機関を上回る技術力を有しているということでもある。

　どうして人身売買組織なんてものがそんな技術を有しているのか？

　謎は多いけれど、僕のすることに変わりはない。

「へっへっへ。ワイに拠点を見せておきながらみすみす手放した迂う闊かつさ。その報いを受けさせてやりまさぁ」

　ホーキンさんがニヤリと笑う。

　彼が先導をしている理由は、今から向かう廃村の拠点こそが、ホーキンさんが捕まったところだからだ。

　その前にもこの山を調査していたため、道案内としてはうってつけというわけだ。

　元盗賊だけあって、人に見つからないルートを熟知しているし、設置されている罠わなをこれまで難なく躱かわしてこれている。

「見えてきましたぜ」

　そのホーキンさんの先導のおかげで、僕らは何の問題もなく、目標としている廃村の裏手に回ることができた。

　廃村という言葉の印象とは裏腹に、その拠点は堅けん牢ろうな造りとなっていた。

　全すべて木製とはいえ、廃村を取り囲むように壁が建てられ、正面の旧道の前には門が作られ、櫓やぐらまである。

　事前の調査の通り、ちょっとした砦とりでのようなものだ。

　正面からこれを打ち破るとなると、骨が折れそうだ。

　案の定というか、本隊はまだ正面の守りを突破できていないようで、戦闘音が聞こえてくる。

　僕が奇襲するまでもなく拠点を落とすという隊長たちの誓いは、守られそうにない。

　ティーバさんの思惑通りになったなと、苦笑しながら魔法の準備をする。

『いいかユリウス。魔法をただ使うだけならスキルがあればそれで十分じゃ。じゃが、真に魔法を使いこなしたいのであれば、それだけではいかん。普段自分がどのようにして魔法を発動しているのか。それを意識して、どうすればより強く、より早く、より正確に、魔法を発動させることができるのか。それを考えよ』

　お師匠様の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　ぶっ飛んだ人ではあるけれど、その教えは的確で、僕が強くなるために何が必要なのか、それをきちんと教えてくれた。

　その教えの通りに、僕は発動させる魔法に意識を集中させる。

「僕が魔法で壁を壊したら、それに合わせて突撃してください」

　隊のみんなにそう伝え、僕は魔法を練り上げていく。

「行きます！」

　掛け声と同時に、聖光魔法の聖光球を放つ。

　高速で射出された光の玉が、木製の壁にぶつかり、轟ごう音おんをまき散らしながら破裂する。

　あとには何も残らず、地面が抉えぐれ、突撃するには不向きな足場となってしまった。

　もう少し威力を抑えたほうがよかったかもしれない。

　まだまだ僕は未熟だ。

「突撃！」

「「「おおおお！」」」

　失敗を誤ご魔ま化かすように叫び、隊のみんなと一緒に廃村に向かって走り出す。

　正面の門を防衛しようとしていた人身売買組織の人々は、背後から壁を破壊して現れた僕たちを見て慌てている。

　まさか背後から壁を突き破って敵が現れるとは思っていなかったらしい。

　確かに木の壁はここら辺の弱い魔物であれば侵入を防ぐことができるし、並の兵士では突破は難しいだろう。

　けど、本当に強い相手だと、木の壁なんて役に立たない。

　元サリエーラ国ケレン領では、街を覆う防壁ですら、あの白い蜘蛛くもたちにはさほどの意味をなしていなかったのだから。

　いつかあれと同じか、それ以上の相手と戦うためには、この程度の木の壁を突き破れなくてどうする！

　人身売買組織の人員たちは、慌てて反転して、僕たちを迎え撃とうとする。

　けど、僕らの突入と同時に正門のほうにも本隊による攻撃が加えられたようで、彼らの足並みは乱れに乱れている。

　好機と見て取った僕は、一気に加速して敵陣に突っ込んだ。

　先頭、本来ならば最後尾に位置していた敵の男は、武器を構えることもできずにオロオロとしていた。

　僕はその隙だらけの相手に剣を振るい、その結果を確認することなくそのまま脇わきを駆け抜け、次の相手に切りかかった。

　僕が剣を振るうたび、肉を両断する感覚が手に伝わり、血ち飛沫しぶきが舞う。

　戦闘と呼べる戦闘になることもなく、次々と討ち取られていく敵兵たち。

「うおああああ！」

　その敵のうちの一人が、破れかぶれになって突っ込んできた。

　手に持った棍こん棒ぼうを大きく振りかぶり、力任せに叩たたきつけてこようとする。

「はっ！」

　僕とその敵兵との間に、ハイリンスが割り込んで、棍棒を左手に持った盾でいなし、そのまま右手の剣で首を貫いた。

「先行しすぎだ馬鹿！」

「これくらい大丈夫！　行けるところまで行くよ！」

　突出しすぎだとたしなめるハイリンスに、逆にもっと行くと宣言する。

「危ない！」

　その時、僕目掛けて飛んできた矢が、ジスカンさんの鎖鎌に叩き落とされる。

「助かりました！」

　僕は礼だけ言って、そのまま動きを止めずに別の相手に切りかかった。

　矢を放った敵兵は、ジスカンさんが投げ斧おので仕留めている。

　後方では僕に続いて他の兵士の人たちが敵兵と戦闘を繰り広げ、そのサポートをヤーナがしている。

　さらに前方では、僕らの働きによって大きな隙ができたらしく、門が呆気あつけなく突破されていた。

　破壊された門から、味方の兵士たちがなだれ込んでくる。

　こうなればもはや敵に僕らを止める術はない。

　ほどなくして制圧が完了した。




「ちくしょう！　くそったれめ！」

　口汚く喚わめくのは、捕虜として捕まえた敵兵の生き残りだった。

「しょうがねえだろ!?　借金があったんだ！　生きてくためにはこうするしかなかったんだ！　わかるだろ!?　なあ！」

　捕虜になった敵兵のうち、軽傷で真っ先に目を覚ました彼は、もうずっとああして喚いている。

　自分がこの後どうなるのかわかっているのか。

「なあそこのガキ！　俺にはお前くらいの息子がいるんだ！　こんなところで死ぬわけにはいかねーんだよ！　なあ！」

　男の矛先が、たまたま近くを通りかかった僕に向いた。

　一緒に歩いていた兵士の一人が、無言で剣に手を伸ばすのを押しとどめる。

「どんな理由があろうとも、自分が不幸だからといって、他者を不幸にしていい道理なんてありません」

　僕はそれだけ言ってその場を去った。

　男はなおも喚いていたけれど、彼に何を言っても、たぶん僕の言葉は届かない。

　人は簡単に悪事に手を染める。

　それはこの討伐隊として行動してきて、嫌というほど見てきた。

　人身売買組織に所属する人たちには、様々な人がいた。

　さっきの男のように、生活に困窮して犯罪に手を染めた人。

　親が組織に所属していて、なし崩し的にそのまま組織に入った若い人もいた。

　根っからの悪人で、人が不幸になるさまを見るのが好きな外道もいた。

　人身売買組織に所属することになった経緯は様々。

　ただ、彼らに共通していることがある。

　それは、後悔していないこと。

　自分が悪事に手を染めたことに対して、彼らはみんな後悔していなかった。

　もちろん、処刑される時には後悔の言葉を口にする人もいる。

　けど、それは自分がした悪事に対する懺ざん悔げではなく、捕まって処刑されてしまうことに対する後悔。

　どうしてもっとうまくやれなかったのか？

　そんな、どうしようもない後悔の仕方だった。

　言葉を尽くして更生させようと思ったこともあった。

　けれど、それをする前に僕は新たな現場に立つために、旅立たなければならなかった。

　人は簡単に悪事に手を染める。

　そして、そこから正道に戻るためには、途方もない時間と、周囲の根気が必要になる。

　堕おちるのは易く、戻るのは難い。

　堕ちるきっかけは様々だけれど、戻すためには本人にまず、自分がしたことを後悔させることから始めなければならない。

　自分がどれだけ酷ひどいことをしていたのか、それを自覚させないことには、更生の道なんてありえないのだから。

　しかし、僕にも彼らにも、そんな時間はない。

　僕は各地を転々としなければならないし、彼らは犯した罪の重さに比例して罰を受けなければならない。

　そして大抵その罰は、拷問して情報を吐かせたうえでの処刑。

　彼らを更生させる時間があるのなら、利用できるだけ利用して、さっさと処分してしまったほうが効率がいい。

　罪を犯した彼らよりも、今もなお人身売買組織によって苦しめられている無む辜この民を救うほうが、よっぽど有意義だから。

　頭ではわかっている。

　けれど、本当にそれでいいのか、僕にはわからない。

　人身売買組織にやむを得ず参加した人もいる。

　生活苦で、魔物に故郷を襲われて、生まれた時からそこにいて。

　そんな彼らに、更生の機会を与えずに罰してしまうのは、本当に正しいことなのだろうか？

　……僕が考えても、仕方がないことなのかもしれない。

　それでも、ティーバさんの言ったように、何が正しいのかを常に考えなければならないと思う。

　ただ今は、僕は僕にできることをするしかない。

　罪を犯した人を一人更生させる時間があるのなら、その時間で罪なく苦しんでいる人を二人以上救うほうがいい。

　人の命、一生は単純な数で価値を判断することなんてできないけれど、罪を犯した人とそうでない人、どちらを優先すべきなのかは明白だ。

　僕にもっと彼らを説得できる何かがあれば、また違ったのかもしれない。

　でも、僕にはそんなものはないから、優先順位をつけて救える人を救わなければならない。

　全部を救えれば、それに越したことはないけれど、それができないこともわかってる。

　できないとわかったうえで、最善を尽くして一人でも多くの人を救わないといけない。

　それがどんなに困難なことであろうとも。

　だって僕は、勇者なのだから。








間章　元盗賊と冒険者






「気になるか？」

　俺は勇者に視線を向けるホーキンに声をかけた。

「旦だん那な。ええ、そうでやすねぇ……」

　ホーキンは心ここにあらずといった様子で頷うなずく。

　それだけ気になっているということか。

　ホーキンは子供好きで、それが高じて怪盗なんてことをしていたらしい。

　少しでも多くの子供が不幸にならないようにと。

　裏社会にどっぷり浸つかっておきながら、何とも青臭い奴やつだと思ったものだ。

　そんなホーキンのことを、嫌いじゃないと思う俺も俺だが。

「旦那はどう思いやす？」

　ホーキンの抽象的な問いかけに、俺はどう答えたものか一瞬だけ迷う。

　が、迷うようなことでもないかと思ったことをそのまま口にした。

「大したものだな」

　勇者はあの年としで、すでに並の大人を超えている。

　戦闘面だけでなく、精神面においても。

　組織の拠点に攻め入り、あれだけの活躍を見せながら平然としているのがそのいい証拠。

　大人でも慣れなければ人を切るのに躊ちゆう躇ちよするというのに、そんな様子は微み塵じんも見せなかった。

　どれだけの場数を踏めば、あの年であの境地に達することができるんだか。

　戦闘能力にしても、たった一人で拠点を半壊させるほどだ。

　途中俺がフォローする場面もあったが、しなくても矢ぐらい避けられていたんじゃないかと思う。

　俺に礼を言うくらいの余裕があったしな。

　だが。

「まあ、だからこそお前は心配なんだろう？」

　年の割に大人びているのはつまり、それだけの濃い経験をしてきたということ。

　そしていくら大人びていると言っても、実際にはまだまだ子供だ。

　子供にそんな過酷な経験を積ませすぎれば、いつか破は綻たんしてしまうかもしれない。

　ホーキンが危き惧ぐしているのはそういうことだ。

「ま、それをお前が心配する必要はないさ。そこらへんは勇者の周りの大人たちがすることだ。俺が見たところ、ティーバ殿はそのあたりかなり気を使っておられた。勇者という立場を背負っている以上、普通の子供のようにとはいかないだろうが、そう酷いことにもなりはしないさ」

　副総指揮官のティーバ殿と接したのはごく短い間だったが、その短い時間でもわかることがある。

　彼は勇者のことを上官として立てつつ、勇者として敬い、それでいて一人の人間として心を配っているのが感じられた。

　あの方が勇者のそばにいる限りは、理不尽な目にあうことはそうないだろう。

　しかし、俺の慰めの言葉を聞いても、ホーキンの表情は晴れない。

「どうしてあんな子供が戦わにゃならんのですかねぇ」

　ホーキンとて裏社会に身を寄せていた人間だ。

　そんなことはわかりきってるだろう。

　それでもそんなことを言わなければ気が済まないくらい、ホーキンはこの世界に対して憤りを感じているってことだ。

　やっぱり、青臭いな、こいつは。

　だが、そういう人間もまた必要だ。

　特に、勇者なんていうこの世界の善の象徴みたいな人間の周りには。

「ティーバ殿に掛け合って、俺たちは正式に討伐隊に加えてもらった」

　俺の言葉に、ホーキンがハッと顔を上げる。

「心配ならそばで見守ってやればいい。俺もちょうど冒険者としてはソロでの活動に限界を感じてたところだ。勇者様に協力したっていう箔もつくし、至れり尽くせりだ。だろ？」

「旦那……。ありがてぇ」

　礼を言われるようなことじゃない。

　俺は肩をすくめて返答とした。

　こうして俺とホーキンは討伐隊に加わった。








そふぃあちゃん日記４






　あー、イライラ！

　なにそんなイラついてんだって？

　あんのクソ腹黒野郎が何かにつけて突っかかってくんのよ！

　しかも、表向き突っかかってきてない体で！

　こう、爽さわやかーな感じで話しかけてきてさ、やれ僕はなになにができるんだけど君は？　とか聞いてくるわけ。

　そんで私ができるって答えると素直に褒めてくんのよ。

　でも目が笑ってないの！

　クラスの他の奴も同じように聞かれて、できないって答えると慰めつつ、僕にできることがあったら手伝うしなんだったら教えてあげるよ、って！

　男子も女子もそれでコロッと騙だまされてるけど、あれああやってマウントとってんのよ。

　クラスカーストの一番上に自分を持っていきたいのよ。

　え？

　穿うがった見方し過ぎだって？

　ちっちっち。

　甘いわね。

　甘々ね。

　いい？

　クラスカーストっていうのはものすごく重要なのよ！

　カーストのどの辺に自分が位置づけられるかで学園生活っていうのは劇的に変わってくんのよ！

　上位カーストはうはうは。

　薔薇ばら色いろの学園生活。

　中位はまあ可もなく不可もなく。

　それなりに青春謳おう歌かできんじゃない？

　下位になったらそりゃ悲惨よ。

　毎日隅に追いやられてひっそりと空気みたいに過ごすことになるか、いじめの標的にされるかのどっちかなんだから！

　……ずいぶん詳しいって？

　……私の前世、カースト最下位だもの。

　あ、憐あわれむな！

　やめて！　そんな優しい目で見てこないで！








Ｙ５　ユリウス十三歳　暗闘






　見慣れた城の廊下を歩く。

　ここはアナレイト王国の王城。

　つまり僕の生家ということになる。

　勇者になってからというもの、聖アレイウス教国に自室を与えられてそちらを主に使っていたので、こちらに来るのは久しぶりだけれど、やはりここが僕の帰ってくる場所なのだと思う。

　聖アレイウス教国にいる時には感じない、落ち着きがある。

　が、それは僕だけの話。

　僕の腕をとって隣を歩くヤーナは、ガチガチに緊張していた。

　ヤーナはいつもの質素で動きやすさを重視した聖女の衣装ではなく、白を基調としたドレスに身を包んでいる。

　聖女らしく清せい楚そで華美すぎず、けれど見る人が見ればその価値がわかるドレスだ。

　ヤーナに合わせて作られたもので、とても似合っている。

　……のだけれど、それを着た当の本人が一目でわかるくらい緊張で表情が固まっているため、魅力が半減してしまっているのが惜しい。

　歩く動きもぎこちなく、僕がエスコートしていなければ転ばずにいられたかどうか怪しい。

　僕とヤーナはとある式典に参加するため、こうして帰国していた。

　ヤーナにとっては初めて訪れる王城ということになる。

　来る前は王城がどういうところなのか気になるのかソワソワしていた。

　ヤーナも年頃の女の子らしく、お城というものに憧あこがれがあったらしい。

　それを口に出して言ったわけではないけれど、ヤーナは態度でわかりやすいから、どことなくうきうきしているのを見て微笑ほほえましく思っていた。

　けれど、いざ実際に来てみたら緊張でそれどころではなくなったみたいだ。

　真ま面じ目めなヤーナのことだから、聖女として恥は晒さらせないとでも思って、自分自身に余計なプレッシャーをかけてしまったに違いない。

「ヤーナ」

　このままでは逆に恥を晒しかねないと思い、式場に入る前に声をかける。

　ヤーナは僕に呼ばれて、立て付けの悪くなった扉のように、ギギギと音がしそうな感じで振り返った。

「緊張してる？」

「そ、んなことは、ありません」

　しどろもどろに、しかも消え入りそうな声で否定されても全く説得力がないよ。

「緊張してるよね？」

「……ごめんなさい。してます」

　再度問いただせば、ばつが悪そうに答えるヤーナ。

　噓うそがつけないというのは彼女の美徳だと思う。

　貴族社会の中ではまず生き残れないと思うけれど。

「緊張するのはしょうがないと思うよ」

　ヤーナは聖女だけれど、貴族の出というわけでもなく、これまでこうした公式の式典に参加することは少なかった。

　聖女候補として裏方くらいはこなしたことがあるかもしれないけれど、ちゃんとした式典に参加したのは、それこそ聖女任命される任命式くらいなんじゃないかな？

　つまり、場数が足りてない。

「緊張しちゃいけないということはわかってるんですが、どうしても」

　ヤーナは震える声でそう言った。

「いや？　緊張しててもいいんだよ？」

　緊張すまいとしているヤーナに、僕は全く逆のことを言う。

　それが理解できなかったのか、ヤーナは目をせわしなくぱちくりと瞬きさせた。

「緊張しちゃいけないと思うから、余計に緊張するんだよ。こういう時は緊張しても仕方がないんだ。だから無理をして緊張しないようにと思わないほうがいい」

「でも……」

「程よい緊張感って、わかるかな？」

　戦闘の時など、気が抜けているよりも多少緊張していたほうが力を発揮できる。

　もちろん緊張しすぎていると、今のヤーナのように力を発揮することはできない。

　さじ加減が難しいけれど、緊張することは必ずしも悪いことではない。

　それだけ気を張って集中しているということなのだから。

「緊張するのは構わないんだ。失敗しないようにと意識しすぎる必要もない。その時その時で、自分の精一杯をこなしていけば、おのずと結果はついてくる。だから少し肩の力を抜いて。緊張しすぎて普段の力が発揮できないほうがもったいないでしょ？」

　僕の言葉を聞いて、ヤーナはしばらくそれを咀そ嚼しやくするように何度か小さく頷うなずいていた。

「さすがユリウス様。どこぞの誰かのとは違ってとても心に響く言葉です」

　そのどこぞの誰かというのは、ハイリンスのことだな。

　ハイリンスは相変わらずヤーナのことをからかうことしかしていないし。

「そのどこぞの誰かも式場にいるからね」

　緊張してガチガチになったままだと、後で絶対にからかわれるよと言外に伝えると、ヤーナは目を見開いた。

　そんなこと絶対に許せない！　と顔に書いてある。

　馬鹿にされてなるものかと表情に真剣みが帯びる。

　喧けん嘩かするほど仲がいいとは言うけれど、ヤーナとハイリンスの関係はそれとは微妙に違う気がする。

　ハイリンスの掌てのひらの上でヤーナがころころと転がされているというか、おもちゃにされているというか。

　ともあれ、どうやら緊張もいい感じにほぐれたみたいだ。

　これなら大きな失敗はしないだろう。

　変なふうに気合が入って、空回りしそうな気がしないでもないけれど。

「じゃあ、行こうか」

「はい！」

　さっきよりも軽くなった足取りで、式場に向かう。

　ほどなくして式場に到着し、中に入る。

　式場にはすでに多くの人が集まっていた。

　まだ式は始まっていないけれど、式場の中は人が集まっているというのに静かだ。

　その独特な空気に気おされているヤーナの腕を軽く引き、大丈夫だと微笑ほほえみかける。

　そのまま式場の奥に向けて歩き出し、最奥付近の王族が並ぶ場所で足を止める。

　そこにはすでに正妃とサイリス兄上、第一側妃に第二側妃、弟のレストンがおり、僕以外はもうそろっていた。

「遅いぞ」

　サイリス兄上が不機嫌そうに注意してくる。

　ここ最近、兄上はいつも不機嫌そうなしかめっ面をしている。

　昔はそんなことなかったのに……。

「申し訳ありません。弟と妹の晴れ舞台だと思うと緊張してしまって昨夜はなかなか寝付けなくて。それで今日は少し寝坊してしまったんです」

　そう言い訳する僕のことを、ヤーナが信じられないといった面持ちで見てくる。

　もちろん寝坊なんて僕はしていないし、少し遅れたのはヤーナの緊張をほぐしていたからだ。

　でもそれを正直に話すのはためらわれたので噓をつくことにしたのだけれど、ヤーナの反応でそれはもうまるわかりになってしまった。

　日々貴族と腹の探り合いをしている王族である彼らには、僕がヤーナをかばったんだということが読み取れてしまったことだろう。

「まあまあ兄貴。別に式に間に合わなかったわけじゃないんだから、そう目くじら立てることもないだろ？」

　レストンが兄上をとりなすように声をかける。

「レストン。お前もお前だ。公式の場では兄貴ではなく兄上と呼べ」

　が、そのとりなしは逆効果だったようだ。

　標的が僕からレストンに変わる。

　もしかしたらレストンは僕とヤーナから兄上の視線を外させるために、わざとそうしたのかもしれないとも思うけれど。

　レストンはひょうひょうとしているけれど、そこらへん抜け目がないから。

「そこまでにしておきなさい」

　なおも言い合おうとする兄上とレストンに、有無を言わさない冷徹な声がかけられる。

　正妃だ。

「ですが、母上」

「周りを見なさい。これ以上王族として恥を晒すのはおやめなさい」

　ピシャリと、実の息子である兄上を[image: ]責する正妃。

　兄上は正妃の言葉で自分たちが周りから見られていることを思い出したのか、顔を青ざめさせる。

「身内が失礼しました」

　正妃がヤーナのほうを向いて謝罪する。

　ただし、頭は下げない。

　そして、自分から名乗りもしない。

　アナレイト王国では、まず身分の低い者から上の者に自己紹介して挨あい拶さつするというしきたりがある。

　ヤーナは聖女で所属は聖アレイウス教国。

　身分という意味では正妃と上下関係はない。

　でも、ヤーナは僕のパートナーとしてこの式に参加している。

　僕は勇者だけど、アナレイト王国においては正妃よりも下に位置している。

　正妃から挨拶をさせれば、間接的に僕よりも正妃が下と周囲に示すことになり、ヤーナから挨拶させれば聖アレイウス教国をないがしろにしているともとられかねない。

　ヤーナから挨拶をさせるべきかどうかは、微妙なところだ。

「ご紹介します。今回僕のパートナーとして参加していただいた、聖女のヤーナ様です」

　だから、ここは僕が間に入って紹介するというのが正解だろう。

　ヤーナは緊張のためか、口を開けずにぎこちないカテーシーだけをした。

　正解とは言い難いけれど、微妙な力関係が発生しているここでは不正解とも言い難い対応だ。

「いつもユリウスが世話になっております」

　正妃は品定めするようにヤーナを見つめながらそう言った。

「い、いえ、私のほうこそ、いつも、ユリウス様にはおせ、お世話になってましゅ」

　……嚙かみ嚙みだ。

　さっきほぐした緊張が再発してしまったみたいだ。

　それも仕方がないかもしれない。

　正妃に睨にらまれれば、慣れない人間は萎縮してしまうに決まっている。

　それだけの威圧感が正妃にはある。

「もうしばらくすれば式が始まります。退屈かもしれませんが、それまでお待ちください」

　正妃は今のやり取りでヤーナから興味を失ったのか、視線を外して前を見据えた。

　兄上やレストン、側妃たちもそれに倣い、口を閉ざして直立不動となる。

　僕は今にも泣きそうな表情になっているヤーナに、こっそり「大丈夫だよ」と囁ささやき、同じように並んで立った。

　本当は、大丈夫とは言い難いのかもしれないけれど……。

　正妃は、今のやり取りでヤーナに見切りをつけたんだと思う。

　放置しても問題ない、毒にも薬にもならない存在として。

　結局名乗らなかったのがそれを証明しているようだ。

　その鉄面皮から読み取れることが少なすぎて、正妃の考えていることは、正直僕にはわからない。

　父上が為政者と親、その二つの顔を併せ持っているのに対して、正妃からは為政者の顔しか見いだせない。

　教皇とはまた別種の為政者の鑑かがみ。

　教皇が穏やかな微笑みの下にいくつもの策謀を巡らせているのに対し、正妃はその鉄面皮ですべてを隠して全く見せない。

　それが僕の知る正妃だ。

　だから、正妃が本当のところはヤーナのことをどう思ったのか、それはわからない。

　ただ、内心でどう思おうと、正妃の態度はこれから先変わることはないだろう。

　ヤーナが聖女である限り、その立場には一定の敬意を払うはずだ。

　ヤーナ個人には、どうなのかわからないけれど。

「陛下、ご入場」

　独特な緊張感のまま時間が過ぎ去り、ついに式が始まった。

　父上が入場し、式場の奥に備えつけられた台座の後ろに立つ。

「シュレイン様、スーレシア様、ご入場」

　次いで、シュレインとスーの名前が呼ばれる。

　台座の反対側の扉が開かれ、そこからシュレインとスーが姿を現す。

　式場の中央に敷かれた赤い絨じゆう毯たんの上を堂々と歩くシュレインとスー。

　まだ幼いのに、その歩く姿からは威厳すら感じられる。

　緊張感もなく、耳目を集めるのが当然とでも言うような威風堂々とした姿に、そこかしこから感心したような押し殺したため息が漏れ出ていた。

　やがてシュレインとスーは台座の前までたどり着き、膝ひざをつく。

「これより、鑑定の儀を執り行う」

　父上が宣言。

　今日の式は、シュレインとスーの鑑定の儀。

　この日のために討伐隊に休みをもらい、僕らは帰国していた。

　討伐隊自体は僕らを抜きにして今も活動しているので、少し心苦しかったのだけれど、ティーバさんが弟と妹の晴れ姿を見てきなさいと、背中を押してくれた。

　廃村を拠点とする人身売買組織を討伐した後、隊長たちはティーバさんとの約束通り、僕の行動に文句を言うことがなくなった。

　そして、僕はその後進んで前線に行くことを希望し、ティーバさんが後方で指揮をとるという布陣が出来上がった。

　ティーバさんが後ろに控えてくれていると思うと、僕も安心して戦いに集中することができた。

　ティーバさんはあの後もことあるごとに隊長たちを諫め、僕に協力してくれた。

　そのかいあって、隊の人たちに僕は認められつつある。

　それもこれもティーバさんの尽力あってこそ。

　ティーバさんには感謝してもしきれない。

「では、シュレイン・ザガン・アナレイト。立つが良い」

「はい」

　この鑑定の儀に参加すべきかどうか迷っていたけれど、来てよかったと思う。

　年の割には大人びていると思っていた弟のシュレインが、思った以上に立派な姿になっていた。

　できれば母上にもシュレインの成長を見てほしかったけれど、その分まで僕がしっかりとこの目に焼き付けておこうと思う。

　と、感動していられたのもここまでだった。

　シュレインの鑑定結果が映写の魔道具で映し出されると、式場内はそれまでの静寂を破ってどよめいた。




〈人族　ＬＶ１　名前　シュレイン・ザガン・アナレイト


ステータス　ＨＰ：35／35（緑）　　　　　ＭＰ：[image: ]／[image: ]（青）



ＳＰ：35／35（黄）　　　　　　　：35／35（赤）

平均攻撃能力：20（詳細）　　平均防御能力：20（詳細）

平均魔法能力：[image: ]（詳細）　　平均抵抗能力：[image: ]（詳細）

平均速度能力：20（詳細）





スキル　　　スキルポイント：１０００００　　称号　なし



「魔力感知ＬＶ８」　「魔力操作ＬＶ８」　　「魔闘法ＬＶ６」　　　「魔力付与ＬＶ５」

「魔力撃ＬＶ３」　　「ＭＰ回復速度ＬＶ７」「ＭＰ消費緩和ＬＶ２」　「剣の才能ＬＶ３」

「破壊強化ＬＶ２」　「気闘法ＬＶ２」　　　「気力付与ＬＶ１」　　「集中ＬＶ５」

「命中ＬＶ１」　　　「回避ＬＶ１」　　　　「視覚強化ＬＶ４」　　「聴覚強化ＬＶ７」

「嗅きゆう覚かく強化ＬＶ２」　「味覚強化ＬＶ１」　　「触覚強化ＬＶ１」　「生命ＬＶ５」

「魔量ＬＶ８」　　　「瞬発ＬＶ５」　　　　「持久ＬＶ５」　　　　「強力ＬＶ５」

「堅固ＬＶ５」　　　「術師ＬＶ８」　　　　「護法ＬＶ７」　　　　「疾走ＬＶ５」

「天の加護」　　　　「ｎ％Ｉ＝Ｗ」








〉






　初めて鑑定の儀に参加する同年代の子供よりも、ステータスもスキルも大幅に優れている。

　それはいい。

　シュレインが優秀なのは今に始まったことじゃない。

　身内のひいき目を抜きにしても、シュレインは天才だ。

　このくらいのステータスでも驚きはしない。

　でも、スキルにある「天の加護」、これだけは、いけない。

　そのスキルは、まるでシュレインが神に愛された存在だと言っているようなものじゃないか。

　正妃のことを横目に見る。

　全く変化のない鉄面皮からは、その内心をうかがい知ることはできなかった。




　会場を移しての二次会。

　式典を終えた後の祝いのためのパーティー。

　なのだけれど、僕は内心複雑な心境だった。

「よう。勇者様がこんな隅っこで壁の花になってていいのか？」

　会場の目立たない隅にいた僕とヤーナに、ハイリンスが合流した。

「今日の主役はシュレインとスーの二人だし、僕らは目立たないほうがむしろいいんだよ」

「違いない」

　ハイリンスが肩をすくめる。

　普段だったらそんな気安すぎるハイリンスの態度に文句を言うヤーナも、今日は借りてきた猫のようにおとなしい。

　ハイリンスもさすがにそんな様子のヤーナをからかうつもりはないらしく、触れないでいる。

　本当に余裕がない時には気遣いができるんだから、普段からそうすればいいのに。

「ハイリンスこそ、シュレインとスーに挨拶しに行かないといけないんじゃないかい？」

　こう見えてハイリンスはクオート公爵家の次男だ。

　王家に近しい公爵家の人間として、今日の主役に挨拶しなければならない立場のはず。

「俺はユリウスとの繫つながりがあるからな。そのうち挨拶をする機会もあるだろってことで逃げてきた。あの列に並ばされるのは、ちょっとな」

　ハイリンスは苦笑しながら会場の中央にできた長蛇の列を見やる。

　シュレインとスーに挨拶するための列だ。

　鑑定の儀には高位の貴族しか参加できなかったけれど、この二次会には下位の貴族もある程度参加が許されている。

　具体的なことを言えば、シュレインとスーに年の近い子供がいる家だ。

　シュレインとスーに子供を近づけたい、あわよくばそこから王家と繫がりを持ちたいという貴族たちが、ああして長蛇の列を作っているのだ。

　ただ、鑑定の儀の結果を見れば、それだけではないんじゃないかという懸念がある。

「どうにも、厄介なことになったな」

「……だね」

「はい？」

　ハイリンスの指摘に肯定する僕と、そのやり取りの意味がわからなかったらしいヤーナの疑問の声。

　僕はそんなヤーナに、そっと給仕から受け取ったケーキを渡した。

　途端、ヤーナの目が輝く。

　ちらちらケーキを見ていたのはわかっていたからね。

　ヤーナは、そのままの君でいてくれ。

「で？　どうするんだ？」

「どうもこうもないよ。残念ながら、僕にできることなんてほとんどない」

　勇者として討伐隊に参加している僕に、国内のことでできることは少ない。

　勇者の威光も、残念ながら王国では通用しない。

　正妃の影響力が、強すぎる。

　まともな貴族はほとんどが正妃の傘下だ。

　正妃の息がかかっていない貴族に頼ろうにも、今回の件に関して言えば、そういう連中こそ警戒しなければならない。

「陛下や正妃様が馬鹿な連中を抑えてくれるのを期待するしかないか」

「うん」

　ヤーナは僕らのやり取りを気にしつつも、ケーキの魅力に抗えずにぱくついている。

　僕とハイリンスが何を懸念しているのかというと、シュレインを次代の王に担ぎ上げる動きが出るかもしれないということだ。

　権力闘争。

　それはどこの国でも多かれ少なかれ存在するものだと思う。

　アナレイト王国もその例に漏れず、日々貴族たちの暗闘が続いている。

　そして、ここ数年貴族たちに囁かれていることがある。

「サイリス王子は、次代の王としてふさわしいのか？」

　正妃の一人息子であるサイリス兄上は、言っては何だけれど平凡な人だ。

　学問、武術、その他、どれも平均的で、突出したものがない。

　兄上自身は次代の王としてふさわしくあろうと、まじめに努力を欠かしていない。

　ただ、その努力に対して結果がついてきていないだけで。

　とは言え、平均を下回っているわけでもない。

　配下に支えられれば、王として問題なくやっていける能力は十分ある。

　だから、サイリス兄上が唯一の跡取りであったなら、問題にはならなかった。

　しかし何を隠そう、僕の存在が話をややこしくしている。

　僕は勇者だ。

　世界でただ一人の、特別な称号を持った人間。

　そして、この国の王子でもある。

　とは言え、僕を次代の王にしようとかそういうことではない。

　勇者が国王になったという事例はない。

　実際、勇者の役割を考えれば、王になることはできないだろう。

　勇者は魔族との戦いに明け暮れなければならないのだから。

　例外になりうるのは、それこそ魔族領との境となる人族の守護国家、レングザンド帝国の剣帝くらいのもの。

　剣帝であれば勇者と兼任することもあるいはできるかもしれない。

　なので、その例外を除いて、過去に王族出身の勇者が誕生しても、王になることは生涯なかった。

　僕もそのつもりはない。

　でも、もしその勇者に優秀な弟が存在したら？

　勇者を兄に持つ王子というだけでも、ブランド力としては高い。

　加えて本人が優秀で、しかも「天の加護」などという神に認められているとしか思えないスキルを保持していたら？

　そして、今この国の中心にいるのは正妃の一派だ。

　そこに所属していない貴族は、どうにか正妃の息子である兄上を追い落とし、自分たちの上に立つ新たな盟主を作ろうとしている。

　僕は勇者なので国王に据えることは難しい。

　そして、三男のレストンはそうした権力闘争を厭いとって貴族から距離をとり、放ほう蕩とう息子を意図的にやっている。

　だとすれば、残るシュレインに矛先が向かうのは自然なこと。

　これだけ条件がそろっていれば、貴族は動く。必ず。

「幸いにして情勢は比較的安定している。よっぽどの馬鹿でもない限り、正妃派を敵に回してサイリス王子を廃してシュレイン王子を擁立しようとはしないはずだ」

「だといいのだけれど」

　正妃派に反発しているのは、なにも中小の貴族だけではない。

　中には大物の貴族もいるし、中立な立場で静観している貴族も多い。

　そういった貴族が結託すれば、予想もできない混乱が巻き起こりかねない。

　そう思うと足元からじわじわと上ってくるかのような焦燥感がある。

　シュレインがその中心になるのかと思えばなおさらに。

「お？　おいおい。お前の弟ずいぶんとまあませてるな。あの年としで女の子連れ出したぞ」

「え？」

　ハイリンスに言われ慌てて振り向けば、ちょうどシュレインが女の子の手を取って駆けだしていくところだった。

「あの子は？」

「アナバルド公爵のところの令嬢だな。たしか名前はカルナティアだったか。なかなかにお目が高い」

「たしかにかわいい子だったね」

「え!?　ユリウス様はああいう子が好みなんですか!?」

　ケーキの乗った皿を片手に、それまで会話に参加してこなかったヤーナが突如声を上げた。

「いやいや。さすがにあんな小さな子をそういう風には見れないよ」

「そ、そうですか」

　あらぬ疑いをかけられてはたまらないと即座に否定すれば、ヤーナはどこかほっとしたようにまたケーキを食べ始めた。

　……どうも最近、ヤーナは僕のことを意識し始めているように感じる。

　これはよくないかもしれない。

「アナバルド公爵は正妃派よりの中立。正妃派に近すぎず、かといって遠すぎない絶妙な立ち位置だな。正妃派も反正妃派も迂う闊かつに手を出しにくい。それを理解してあの子を誘ったのだとしたら、シュレインは末恐ろしいな」

「さすがに貴族の力関係や相関はシュレインの知るところではないはずだし、偶然だとは思うけど」

　シュレインの場合ないと言い切れないのが怖いところだ。

　シュレインは僕でも知らない異国のことわざや、童話を平然と口にすることがある。

　モモタロウやイッスンボウシなど、聞いたこともない童話をスーに語って聞かせていた時は驚いたものだ。

　一体それらはどこから仕入れた知識なのか。

　お世話係のアナが怪しいと思ったけれど、どうも違うようだ。

　シュレインがどこからそういった知識を得ているのか謎な以上、アナバルド令嬢を狙ねらったと言われても否定しきれない。

　本人に聞いてみても、「夢で見た」としか言わないし。

　……もしかして、本当に夢で見たのだろうか？

　それこそが「天の加護」という、あのスキルの効果なのだとしたら？

　天啓とも言えるそんな効果だったのだとすれば、いろいろと説明がつく。

　まあ、だからといって根本的な問題に変わりはないか。

　天啓でアナバルド令嬢に近づいたにしろ、偶然にしろ。

「どっちにしろ、まだシュレインには早い」

「王族の婚約なんてそんなもんだろ」

「婚約!?」

　ヤーナが驚いたように大きな声を出す。

　その声に幾人かがこちらを振り向いた。

　ヤーナはハッとして口をつぐんだけれど、もう遅い。

　助けを求めるようにこちらを見てきたヤーナに、僕は苦笑いで返すことしかできない。

　ハイリンスもさすがに口元を引きつらせている。

　あれは演技ではなく素だろう。

「……どうすんだよ？　噂うわさに尾ひれはつきものだが、明日にはシュレイン王子とカルナティア嬢が婚約したって、さも真実みたく出回るぞ」

「……まあ、しょうがないよ。あんなに仲がよさそうに手を繫いでた時点で手遅れだっただろうし」

「え？　え!?　私なにかまずいことしました!?」

「大丈夫だよ」

　取り乱すヤーナにそっと二皿目のケーキを差し出す。

　ヤーナの視線が僕の顔とケーキを行ったり来たりして、最終的にケーキの誘惑に負けた。

　シュレインとカルナティア嬢が噂の的になるのは、あれだけ目立つことをした手前避けられない。

　ヤーナがそこで火に油を注ぐようなことを言ってしまったのは否定できないけれど、そこまで大きくまずいことをしたわけでもない。

　それに、ハイリンスが言ったとおり、アナバルド公爵との繫がりはシュレインにとって悪いことじゃない。

　シュレインの気持ちを考えず、もう一つの大きな問題も無視するのであれば、カルナティア嬢との婚約はむしろありだと思う。

　個人的にはシュレインがカルナティア嬢に一ひと目め惚ぼれしたとかそういう事情であれば応援したいくらいだ。

　ただ、もう一つの大きな問題があるんだよなあ。

「おい。スーレシア王女が陛下の制止を振り切って走ってったぞ」

「うん。そうだね」

　僕はシュレインの婚約の最大の問題、異母妹のスーが予想通りに暴走しているのを、乾いた笑いとともに見つめた。

「なにかただ事じゃない音が聞こえたんだが、大丈夫か？」

「……大丈夫じゃないかもしれない」

　人々が歓談し、そこそこ騒がしい会場でも響き渡る轟ごう音おんだ。

　聞こえないわけがない。

　会場の警備を務めていた騎士が慌ただしく動き始め、避難誘導が始まりそうな雰囲気さえある。

　何が起きたのか予想できる身としては、頭を抱えたい気持ちだ。

「ハイリンス、悪いけど、騎士たちに避難誘導は必要ないって伝えてくれるかな？」

「了解」

　こういう時、多くを説明しなくても察してくれる友人が頼もしい。

　ヤーナは、二枚重ねた空になった皿を手にオロオロしている。

「ヤーナは、ごめん、ここでちょっと大人しく待ってて」

　この後の修羅場を治めなければならないかもしれないことを思うと、ヤーナの面倒までは見切れないだろう。

　一人でここに残していくのもかわいそうだけれど、少し我慢してもらうしかない。

　言うだけ言って、僕は小走りで音のしたほうに向かう。

　すると、二度目の轟音。

　冷や汗を流しながら足を速める。

　現場の小部屋に到着するとそこには予想通りというか、破壊された扉と、顔を青ざめさせるカルナティア嬢と、スーに抱き着かれたシュレインがいた。

　シュレインの唯一にして最大の問題は、異母妹のスーに本気で愛されていることだ。

　異母とは言え、血の繫つながった妹に恋愛感情を向けられているというだけでも大問題だが、それよりもさらに厄介なのが、スーの執着心だ。

　シュレインが言うには、スーのような愛情表現をする女の子のことを、ヤンデレというらしい。

　シュレインに婚約者ができたら、その相手を害しかねない危うさがある。

　幸い、今はカルナティア嬢に手は出していない。

　ものの、殺気の混じった瞳ひとみで睨にらみつけている。

「怪我けがはないかい？」

「は、はい」

　ひとまずカルナティア嬢の安否を確認。

「スー。駄目じゃないか」

「その女が兄様をたぶらかそうとしたのが悪い」

「スー……」

　次いでスーを注意するも、全く悪びれた様子がない。

「とりあえず、シュレインを放すんだ。シュレインが苦しそうだよ？」

　スーに力いっぱい抱きしめられているシュレインは、口から「うぐぐ」といううめき声をあげている。

「兄様なら私の愛を受け止めても大丈夫」

「何が大丈夫なのかわからないからとにかく放しなさい」

　聞き分けのないスーを力ずくでシュレインから引き離す。

「助かりました」

「シュレイン、スーを甘やかすのも大概にしなよ？　嫌な時はちゃんと嫌と言うんだ」

「兄様が私を拒絶するはずがない」

「あー、はい。善処します」

　苦笑するシュレインと、なぜか自信満々なスー。

　これは改善しなそうだと溜ため息いきをつく。

　このやり取りの間放置されていたカルナティア嬢は、啞あ然ぜんとしていた。

　まあ、しょうがない。

　シュレインはこの先女性関係で苦労しそうだと確信する。

　騒ぎが落ち着いたことを騎士に知らせようと思ったところで、小部屋の外に父上と正妃が姿を見せた。

　父上は心配そうな顔を。

　正妃はいつも通りの鉄面皮を。

　シュレインを見つめる正妃は、その内心でいったい何を考えているのか？

　女性関係だけじゃない。

　シュレインには、きっとこの先様々な苦難が待ち受けているだろう。

　父上と正妃のほうに歩いていく。

「もう大丈夫そうです」

「そうか。それはよかった」

　僕の報告に、父上がほっと胸をなでおろす。

「シュレインのこと、よろしくお願いしますね？」

「ああ」

　僕が言外にいろいろな意味を込めて言った言葉に、父上は即答。

　正妃は何も言わなかった。

　兄として、シュレインの未来に幸があるように、できる限りのサポートはしていこう。










「今、なんて？」

　シュレインとスーの鑑定の儀の翌日。

　僕はあり得ない報告を耳にした。




「ティーバ様が、殉死されました」




　弟と妹の晴れ姿を祝ったその日、僕は、大切な人を失った。








間章　帝国老将の最期






　人身売買組織への参加を私が決めたのは、私し怨えんからだった。

　息子夫婦に待望の子供が生まれ、同時期に剣帝様のお子も生まれ、帝国全体が祝賀ムードになっていたあの頃ころ。

　思えば私も浮かれていたのだろう。

　護衛もつけずに出かけて行った息子一家を、どうして止めなかったのかと今でも後悔している。

　魔族との戦争が続いていた時代であれば信じられないような油断。

「護衛？　必要ありませんよ。あなたの息子は誰かに守ってもらわなければならないほど弱い男ですか？」

　自信に満ちた息子の言葉を、どうして撥ね除けなかったのか。

　それどころか、頼もしくなったと感心すらしてしまったのか。

　あの時その慢心が命取りになるのだと[image: ]りつけていれば、未来は変わったのかもしれないと、何度となく夢に見てしまう。

　息子一家はその日帰ってくることはなく、翌朝冷たくなって発見された。

　馬車による事故。

　それに見せかけた、何者かによる暗殺だった。

　息子も、その嫁も、孫も、殺されていた。

　私は犯人を死に物狂いで探した。

　持てるすべての伝を使い、犯人に繫がる痕こん跡せきをかき集めた。

　息子は、豪語するだけあって弱くはない。

　魔族が大人しくなってから生まれたが故、実戦経験が乏しいこと以外は自慢の息子であった。

　実戦経験にしても、私と同年代以上の老骨とでなければほとんど大差はない。

　戦争時代を経験していない若手の中では、息子は間違いなく強つわ者ものの部類であった。

　その息子をいともたやすく殺した相手がいる。

　その手際、その実力。

　間違いなく巨大な陰謀が動いている。

　そして同時期に多発していた誘拐とみられる失しつ踪そう事件。

　それらを結びつけるのにさほどの時間はかからず、その背後に巨大な組織があることもほどなくして判明した。

　誤算だったのは、その組織の大きさ。

　まさか帝国内だけでなく、世界中で同様の誘拐が頻発しているとは思いもよらなかった。

　巨大組織と言っても、帝国内だけで活動しているものだと思っていたのだが、その実態は私の予想をはるかに超えるものだった。

　帝国内だけであれば、私一人でも追える。

　しかし、他国まで捜索せねばならぬというのであれば、さすがに私の手に余る。

　帝国と同盟関係にある周辺国だけならばいざ知らず、別大陸の他国にまでは帝国の威光も通用しない。

　同盟国ですら、大義名分をそろえなければ容易には踏み込めないし、手続きに時間がかかりすぎてしまう。

　帝国内の組織をあらかた潰つぶし終えた頃には、もうできることがなくなりつつあった。

　そんな時だ。

　聖アレイウス教国から、人身売買組織の大規模な掃討作戦を敢行するために、国境の垣根を超えた討伐隊を組織するという話が持ち込まれたのは。

　そして、帝国で対組織を担っていた私に、討伐隊参加の打診が来た。

　私は一も二もなく頷うなずいた。

　討伐隊に参加すれば、合法的に他国の捜査、組織の討伐ができる。

　サリエーラ国への侵攻が失敗に終わった聖アレイウス教国にも、なんらかの思惑があって人身売買組織討伐を掲げているのだろうが、私には関係がなかった。

　被害者を救いたいとか減らしたいとか、そういった高尚な考えではなく、私はただただ息子一家の仇かたきを討ちたい、その一心で討伐隊への参加を決めたのだ。

　もちろん、脳裏にブイリムスの娘をはじめ、帝国で誘拐された子供たちを取り戻すという決意はあった。

　しかし、やはり私怨のほうが大きい。

　必ずや組織を壊滅させ、息子と、息子の嫁と、孫の仇を討つと。

　剣帝様には悪いことをしたと思っている。

　一時的にとは言え私が帝国から抜ける穴は決して小さくない。

　これでも帝国の軍部に強い影響力を持っている身。

　私が抜ければただでさえ政敵の多い剣帝様は肩身の狭い思いをするだろう。

　だからこそ、私にご子息の教育係という役職を与え、国内に留めようとしたのだろうが、それを蹴けってでも私には組織を追う理由があったのだ。

　そうして私は人身売買組織討伐隊に参加した。

　私に与えられた役職は、副総指揮官。

　隊全体の二番目。

　とは言え、総指揮官が幼い勇者様ということもあり、実質トップと言える。

　私はこの立場を利用し、組織の摘発に力を入れた。

　各国の調査、どこがより重要な拠点なのか、どこを攻めるのが最も効果的か。

　それらを判断し、うまく隊を誘導した。

　討伐隊は各国から集まったいわば寄せ集めの集団。

　個人個人で見れば精鋭ではあるものの、指揮系統が統一できていない、ばらばらの集団だ。

　次の方針を話し合いで決めようにも、それぞれが好き勝手な主張を繰り返し、なかなか決まらない。

　そこをうまく突つき、副総指揮官という立場を利用して、長引き延々と決まらない議題を鶴の一声でまとめ上げる。

　実際には私の意見が押し通されているのだと気づいている者は、果たして何人いたか。

　しかし、隊の目的である人身売買組織の討伐に最も適した作戦を立案していると自負しているので、気づいていたとしても文句を言ってくる輩やからはいなかっただろう。

　お飾りの総指揮官に据えられてしまった勇者様にも申し訳ないが、これも勉強だと思ってしばし我慢してもらうつもりだった。

　勇者様はまだ幼い。

　今のうちにこうしたままならない状況を経験しておけば、今後同じようなことがあってもうまく対応できるようになるだろう。

　勇者という立場では、どうしても大人のしがらみがついて回る。

　そういったしがらみに慣れ、時にそれをはねのけ、時にそれを逆に利用するくらいの強したたかさを身に着けてもらいたい。

　討伐隊に参加しているのは良くも悪くも軍人で、政治家の狸たちではない。

　それぞれ国のために剣をとった人間なので、勇者様のまっすぐさがあればそのうち影響されて絆ほだされていくだろうという確信があった。

　この討伐隊ならば、本格的な狸どもを相手にする前の予行練習としては最適だ。

　勇者様の成長に大きく貢献することだろう。

　それをすべて計算してこの配役をしているのであれば、やはり神言教教皇は油断ならない方だ。

　そう、最初の頃ころは子供の成長を見守る親のような心境で勇者様を見ていた。

　だが、私はまだまだ勇者様を過小評価していた。

　私は本気で人身売買組織を潰すために動いていた。

　それは間違いない。

　しかし、勇者様はそれと同時に、もっと大切なものを見ていた。

　勇者様が見ているものは、人だ。

　そして、平和だ。

　誰だれよりも真剣に人身売買組織による被害を考え、それをなくすために奔走していた。

　大人たちの都合？

　そんなものはただの雑音でしかなかった。

　勇者様にとって最も大切なのは、人を救えるか否かであって、私たちとの付き合いなど足かせにしかなっていなかった。

　私は自分が勇者様の成長の糧になっていると自うぬ惚ぼれていた。

　とんだ勘違いだ。

　恥ずべき思い違いだ。

　勇者とは、勇者だから勇者なのではなく、勇者足りえるから勇者となるのだ。

　勇者様はもうすでに、成長が必要ないほどその心は完成している。

　青臭いと誰かは笑うだろう。

　しかし、その青臭さを最後の最後まで貫き通す芯しんの強さこそ、勇者に最も必要な素養なのかもしれない。

　私は自惚れていたことに気づいたのち、すぐに行動を開始した。

　討伐隊を勇者様の足かせにしないために。

　私怨ではなく、人を救うために。

　隊長たちにまずは自分たちが勇者様の足かせになっているのだと自覚させる。

　同時に、勇者様の希望どおり、勇者様を最前線に置く。

　彼は守られるような人間ではない。

　守る側がわの人間なのだ。

　であれば、生死のかかった戦いに送り出すことに否を唱えるのは無粋。

　息子たちに護衛をつけなかったことを、私は後悔した。

　しかし、息子もまた守る側の人間であった。

　嫁と孫を守り切れなかったことは痛恨の極みだろうが、それでも息子は守るために戦ったのだ。

　私は悔いるよりも前に、「よく戦った」と、息子を褒めるべきだったのかもしれないと、そう感じ始めた。

　討伐が進むにつれ、隊の者たちが勇者様を見る目は変わっていく。

　幼い子供を見る目から、尊敬する戦士を見る目へ。

　これが勇者。

　私含め、みな勇者様を侮っていた。

　そして、もう一人、私はまだまだ過小評価していたのだと思い知らされた相手が一人。

　神言教教皇。

　この討伐隊は、勇者様の成長のために用意された場だ。

　それは私が当初考えていた、大人にもまれる場としてだけではない。

　もっと実務的で実践的な、実戦を積ませる場。

　さらに言えば、人を殺すことに慣れさせる場だ。

　代々の勇者様は、経験を積むまでもなく魔族との戦いに明け暮れていた。

　しかし、魔族が攻め込んでこなくなり、人々は対人戦の経験が少なくなってきている。

　帝国の軍人ですらそうなのだから、幼い勇者様が人を相手にした実戦を経験しているはずもない。

　人を殺したことがあるかどうかというのは、対人戦において重要だ。

　鍛えられた軍人でも、最初はどうしても躊ちゆう躇ちよしてしまう。

　その一瞬の隙が命取りになる場面は多い。

　魔族は人とほとんど変わらない見た目をしている。

　ただし、その能力は人よりも優れている。

　勇者といえど、隙を晒さらしていい相手ではない。

　対魔族を意識するならば、魔族とぶつかる前に人を殺すという経験を積ませねばならない。

　人身売買組織というのは、倒しても良心の呵か責しやくがなく、またより多くの実戦を経験させるという意味で最適の相手だった。

　これで勇者様はあの幼さにして、人を殺し慣れた。

　魔族との戦いでも大いにその力を振るえるだろう。

　それらすべてを計算した神言教教皇の先見の明には、ある種恐怖すら感じる。

　おそらく、人身売買組織討伐の裏には、私では気づけぬ裏がまだ無数に隠されているに違いない。

　この人身売買組織には、謎が多すぎるのだ。

　神言教は人身売買組織と銘打っているが、実際に攫さらわれた人々が奴ど隷れいとして売買されていることは少ない。

　いや、現地で攫われた人々は確かに金を支払われ、どこかに連れられて行っていることはわかっている。

　しかし、その後の動向はようとして知れない。

　実際に奴隷として売られ、保護された人もいるにはいるが、攫われた人の数からしてみれば極少数。

　他の大多数の行方ゆくえは未いまだわからず、死体もない。

　攫われた人々は一体どこに行ってしまったのか？

　組織の拠点は場所によって様相がかなり異なる。

　大規模なものもあれば洞穴に住み着き、細々とやっているところもある。

　それはひとえに、組織が現地のならず者たちを使っているからだ。

　ならず者たちが人を攫い、それを組織の人間が金を払って回収する。

　つまり、我々が普段討伐しているのは人身売買組織というよりも、ただの盗賊集団なのだ。

　本当の組織の人間は、未だ一人も捕まえられていない。

　やっていることは大胆でありながら、巧妙でまったく尻尾しつぽを摑つかませない。

　攫われた人が収容される場所の広さなども考えれば、どこかの国が関与しているのは間違いない。

　サリエーラ国が怪しいと私は睨にらみ、独自に調査をしてみたのだが、空振りに終わっている。

　我々が立ち入れないサリエーラ国以外のほとんどの組織の拠点はもう潰した。

　だというのに、組織の全容が全く見えない。

　サリエーラ国でないとすれば魔族かとも思ったが、帝国が攫われた人々を魔族領にむざむざ連行させているとは考えにくい。

　攫われた人々の数が数だけに、それだけの人数を連れていれば嫌でも目立つ。

　常に魔族領との境を監視している帝国が、それを見逃すとは思えない。

　組織の尻尾が摑めないまま、切り捨てられる末端の盗賊だけを潰す日々。

　このまま何も摑めずに盗賊を全すべて潰し終えてしまえば、組織を追うことはできなくなるという確信がある。

　何か、何か重要な見落としをしている。

　しかし、その何かがわからない。

　神言教教皇はその何かがわかっている節がある。

　しかし、それを我々に教えてくれることはない。

　やはり、何かがあるのだ。

　我々には計り知れない、何かが。




　勇者様を故郷に送り出したその日、私は次なる人身売買組織の拠点攻めのための準備を進めていた。

　討伐隊の士気は高い。

　勇者様に感化され、人身売買組織を討伐して人々の安寧を守るのだと意気込んでいる。

　勇者様が不在でも、率先して動こうとする気概があった。

　討伐隊結成時には考えられなかったことだ。

　勇者様はそれを私の功績のように言うが、私がしたのは勇者様の足を引っ張らないようにしたことだけ。

　すべては勇者様の影響力の為なせることだ。

　その勇者様は帰郷するかどうか迷っていたが、聞けば弟と妹の鑑定の儀があるという。

　責任感の強い勇者様のことだから、私たちが働いている時に自分だけが帰郷することに抵抗感があるのだろうが、そんなことを気にする必要はない。

　戦士にも休息は必要だし、家族の記念すべき日であるならば出席すべきだ。

　……いつ、家族と死に別れるか、わからないのだから。

　生きているうちに触れ合い、一つでも多く思い出を残してほしい。

　私は息子一家を失い、どうしてもっと家族との時間を作らなかったのかと後悔した。

　その後悔を勇者様の家族にさせるわけにはいかない。

　もちろん、勇者様を死なせるつもりなど微み塵じんもない。

　しかし、私の息子同様、勇者様も力及ばずに倒れる日が来るかもしれないのだ。

　戦いの中に身を置くものとして、そうした覚悟は常に持っていなければならない。

「ティーバ様」

　出撃の準備を進めていると、部下の一人が駆け寄ってきた。

　主に諜ちよう報ほうを任せている部下だ。

「どうした？」

「それが、近くに組織のアジトが見つかりました」

「なんだと？」

　部下の報告を聞き、信じられない気持ちになる。

　まさか、神言教の総本山である聖アレイウス教国の首都の近くに、組織のアジトがあるなどと誰だれが想像するだろう？

　討伐隊がいるそのお膝ひざ元もとに居を構えるとは、大胆を通り越してあきれる。

　だからこそ逆に見つからなかったのだろうが。

「規模は？」

「見つけたばかりなので何とも言えませんが、おそらく小規模です」

「よく見つけたものだな」

「それが、偶然攫われた子供が連れ込まれるのを付近の住人が目撃してこちらに連絡をしてきたのです」

「なに？」

　とすると、まさかそこにはその子供が捕まっているのか？

「それはいつのことだ？」

「つい先ほどです」

　人身売買組織が攫われた人間を回収するのは早い。

　どういう手段を使っているのか、盗賊が人を攫うとすぐにやってきて回収していく。

　盗賊たちでさえ組織の人間がどうやって自分たちの行動を把握しているのか、わかっていないくらいだ。

　盗賊たちからでは連絡手段すらないため、足取りは全くつかめなかったが、これはもしかすると千載一遇の好機かもしれん。

　あわよくば、その子供を回収に来た組織の人間を拘束することができるかもしれない。

　そうでなくとも、子供を救出することはできる。

「すぐに動けるのは二十人くらいか」

　アジトが小規模であれば十分制圧できる数だ。

「許可をとっている暇は、ないな。ないことにしよう」

　いくら討伐隊が国境の垣根を超えた部隊でも、許可もなしに他国で勝手に出撃できるわけではない。

　しかし、今は緊急事態ということで目をつぶってもらおう。

　正式な手続きを踏んでいたら、間に合うものも間に合わなくなるかもしれないのだから。

「一応伝令は出しておいてくれ」

「はい」

　事情説明のために伝令だけは出しておけば、後々問題になっても多少便宜を図ってもらえるだろう。

　その後、すぐに動けるものたちを集め、私は発見された組織のアジトに急行した。




　新たに見つかったアジトは、洞どう窟くつ型のものだった。

　盗賊がアジトにするのは主に二種類。

　廃村や廃屋といった、使われなくなった家屋のある場所。

　それか、こうした洞窟か。

　そして洞窟タイプの場合、さらに二種類に分類できる。

　自然にできた洞窟か、魔物の巣だった洞窟か。

　魔物の中には穴を掘り、洞窟を作って巣とするものがいる。

　そういった洞窟は巣、あるいは住み着いた魔物によっては小規模ダンジョンとも呼ばれる。

　このアジトはおそらく自然にできたものではなく、元は魔物の巣だったもの。

　人里からやや離れた場所の地面に、いきなり斜め下へと続く穴が開いているのだから、自然にできたものではないだろう。

　この手の元魔物の巣で厄介なのは、その広さがわからず、また中の構造が複雑なことが多い点だ。

　魔物が外敵を迎撃するためにそういった構造にして作っている。

　そして、洞窟であるために通路は狭く、大人数での行動がしにくいのも難点だ。

「出入口はここだけか？」

「ええ。付近を捜索しましたが、ここ以外にそれらしきものは発見できませんでした」

　出入口がここだけならば、ここさえ押さえておけば逃げられることはない。

「七人ここに残れ。何かあった場合は一人は伝令としてすぐ動けるように待機していろ」

　ここに駆け付けたのは私を含め二十二人。

　約三分の一を入り口に残し見張らせ、残りで洞窟内を探索することにする。

「ん？」

　ふと、誰かに見られているような気がして振り向く。

　しかしそこには誰もおらず、白い小さな虫がいただけだった。

　突入を前に神経が過敏になっているのかもしれない。

「間隔をあけて、お互いの動きを阻害しないよう慎重に進むぞ」

　指示を出し、洞窟に足を踏み入れる。

　中に入ってみると、思った以上に幅は広い。

　これならば狭さを気にしなくても大丈夫そうだ。

　しかし、これだけ広いとなると当初の想定よりも盗賊の数が多い恐れもある。

　油断は禁物だ。

　しかし、その想おもいとは裏腹に、誰にも出くわすことなく奥へと進んで行くことになる。

　分岐もなく一本道。

　慎重に進んでいるとはいえ、武装した十五人もの人間がいれば物音もする。

　気づかれていないはずがないのだが、迎撃に人が出てくる気配もない。

　これは、逃げられたか？

　発見できなかった出入口があったのか。

　それとも我々が踏み込んだ時にはすでに引き払った後だったのか。

　そのような考えにいたったその時、急に体が重くなったかのような感覚に襲われる。

　それとほぼ同時に、洞窟の奥が激しく明滅。

　耳をつんざくような音が鳴り響き、私は訳もわからぬままに倒れることとなった。

「ぐぅっ！」

　いったい何が起きた!?

　見れば、先行していた兵たちが私と同じように倒れている。

　前列にいた兵たちはほぼ即死。

　おびただしい量の血が飛び散っており、体の一部が弾け飛んでいる者すらいる。

　うめき声が聞こえることから、私含め、幾人かは生き延びているようだが、無事なものは一人もいない。

「ふむ？」

　そんな中、一人の男が首を傾かしげながら歩いてくる。

　手に剣とは異なる、見たこともない黒く細長い何かを持って。

　武器か？

　あれが、私たちを一瞬で壊滅させた武器なのか？

「あの男のことだから、何か巧妙な罠わなの一つでも用意しているのかと思ったが、考えすぎだったか？」

　男は、感情の感じられない平へい坦たんな声で何事かを呟つぶやいている。

　おかしい。

　普段よりも耳の聞こえが悪い。

　それに、傷の治りも遅い。

　何よりも痛覚軽減のスキルがあるというのに、のたうち回りたくなるような痛みが襲い掛かってくる。

　これは一体どういうことだ？

「抗魔術結界を張って、貴重な銃弾を消費したというのに、どうでもいい雑魚ざこばかりではないか。これでは収支マイナスだな」

　男がつまらなそうにぼやく。

　男はうめき声をあげている兵士のところまで近づき、おもむろに足を持ち上げ、その頭を踏ふみ潰つぶした。

　まるで虫けらを踏み潰すかのように。

　それを順番に繰り返していく。

　動かねばと思うが、傷ついた体は言うことを聞いてくれない。

　そして、もがいている間についに私の番になった。

　私はすぐ近くまで来た男の顔を見上げる。

「エルフ？」

　その男の耳は、我々のそれよりも長く尖とがっていた。

　雷が落ちたかのような衝撃。

　人身売買組織の黒幕、どこかの国、いくら調査してもわからぬ攫さらわれた人々の行方ゆくえ。

　全すべてが繫つながる。

　そうだ。

　私は最初から除外していたが、それらすべてを可能にする国、種族が一つだけある。

　エルフ。

　エルフの里と呼ばれる、人では立ち入れぬ国に住まう、謎多き種族。

　エルフはその里からやってくるというが、神出鬼没でどこの国にも急に現れたり、いなくなったりする。

　攫った人々を、同様の手段でエルフの里に連れて行っているのだとすれば、説明がつく。

　そして、エルフの里は人が立ち入れない。

　当然調査のしようなどない。

　それでいて、エルフという一つの種族が暮らせるだけの広さがある。

　攫われた人々を監禁しておくことなど、簡単にできる。

　まさか、人身売買組織の裏側に、エルフが存在しているなど誰だれが考えよう！

　自然を愛し、世界平和を訴え、慈善活動に力を入れているエルフが！

　それも、種族単位で！

「ポティマス・ハァイフェナス殿。まさか、あなたの仕業だったとは！」

「ん？」

　私はそのエルフの男に見覚えがあった。

　何度かエルフの代表として帝国を訪れている。

「……ああ。見覚えのある顔だ。たしか、帝国の、名前までは思い出せんな」
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　しかし、私は顔も名前も思い出せたのに対し、ポティマスは私の名前を思い出せないようだった。

　それが、取るに足りない者のことなど覚えていられないとでも言うようで、私は屈辱に震える。

「それなりに重要人物だったような気もするが、こうして顔を見られたからには生かしておけんな」

　もとより生かして帰す気などないくせに！

　私はなけなしの力を振り絞り、ポティマスの足を摑つかむ。

「貴様が！　貴様が！」

　自分でも何が言いたいのかわからない叫びが口をついて出る。

　間違いなく、この男こそが息子一家の仇かたき。

　そして、世界中で誘拐を繰り返し、数多あまたの悲劇を引き起こした元凶。

　この男は生かしておいてはならない。

　生かしておけば、必ずや世界にさらなる災厄をもたらす。

　そうなれば、勇者様の身が危ない。

　足を摑む手に力を込める。

　だが、それ以上のことはできず、ポティマスがつまらなそうな顔で逆の足を持ち上げるのを見ていることしかできない。

　そして、無造作にその足が振り下ろされた。

　勇者様。

　最後に思い浮かんだのは、息子一家と、勇者様の顔だった。








幕間　エルフは無駄骨だったと苛いら立だつ






　うるさく騒ぐ男の頭ず蓋がいを踏み砕き、黙らせる。

　帝国の重要人物だったと記憶しているが、ここで殺したところでさして問題はないだろう。

　どうせ年としでもう長くはない。

　あと二十年か三十年もすれば死んでいた人物だ。

　それが少し早まっただけのこと。

　しかし、肩透かしもいいところだ。

　聖アレイウス教国、神言教の総本山たるこの国にいる転生者の確保が、今回の目的だ。

　おそらくこの転生者が確保できる最後の一人になるだろう。

　他の転生者は王族や貴族といった、手出ししにくい相手が多い。

　加えて、勇者を使った人身売買組織討伐隊などというものの働きのせいで、使える末端が減ってしまった。

　やろうと思えば強行に確保することもできなくはないが、リスクが大きい。

　それに、転生者のサンプルは十分集まった。

　これ以上無茶をして集める必要性も感じられない。

　今回、敵の懐に飛び込んで確保に乗り出したのは、これが罠だとわかっていたからだ。

　あの男、神言教教皇もそろそろ転生者の存在に気付いているはず。

　というのも、すでに奴やつは手元に二人ほど転生者を確保している。

　だというのに、すぐ近くにもう一人転生者がいるのに放置している理由など、私をおびき出すための罠に決まっている。

　初めから罠であるとわかりきっていれば、その心構えで対処に当たれる。

　だからこうして抗魔術結界搭載のボディを使い、貴重な銃を装備してきてやったというのに。

　まさかただの人間をぶつけてくるとは、肩透かしもいいところだ。

　奴がどれだけの戦力で私に挑んでくるのか、その指標を図る意味でも気合を入れていたのだがな。

　まあ、いい。

　目的の転生者は確保できた。

　このような連中をぶつけるということは、神言教にもろくな戦力が残っていないのかもしれない。

　やはり、四年ほど前のＧフリート復活の事件の傷跡は残っているようだ。

　あの事件で神言教の戦力はかなりの数が減ったからな。

　人身売買組織討伐隊を他国の兵士を集めて結成したのも、それが影響しているのだろう。

　それがわかっただけでも収穫としておこう。

「ポティマス様。帰還の準備ができました」

　考え事をしていると、奥から眠らせた転生者を担いだ量産品が声をかけてくる。

「表にも何人かいるかもしれん。逃がさずに皆殺しにしておけ」

「は！」

　私の命令に従い、何人かの量産品が駆けていく。

　これでよし。

　元からここには末端の人間もいない。

　転生者確保のために仮の拠点にしただけ。

　引き払ってしまえば何も残らない。

　エルフが関わったという証拠も。

　教皇は噂うわさなどの世論操作でエルフの関与をほのめかすかもしれんが、信しん憑ぴよう性せいがなければ否定するのもたやすい。

　そもそも、転生者をこれ以上確保する必要もないし、これ以上組織を動かすこともない。

　目くらましのために余分に攫った人間は素材として加工し、Ｇフリート事件で失った戦力の補充もできた。

　万事うまくいっている。

　あとはアリエル、あの小娘が動き出すのに備えるだけだ。

　私の歩みは順調だ。

　と、外に向けて歩き出そうとして、私は未いまだ足を摑まれていたことを思い出した。

　死んでも摑んだ足を離さないとは、往生際の悪い。

　軽く足を振り、手を振りほどこうとする。

　しかし、離れない。

　仕方がなくかがんで手で引き離そうとするも、すでに男の指が固まって取れなかった。

　死後硬直？

　こんなに早く？

　ありえない。

　だが、男の意地がそうさせたのだとすれば？

　ふ。何をバカバカしい。

　非科学的だ。

　鬱うつ陶とうしくなった私は銃弾を男の手首に撃ち込み、体から切り離す。

　それでもなお男の手は私を摑んだままだった。

　私は忌々しくなり強引に手を引きはがし、地面に叩たたき付けた。








そふぃあちゃん日記５






　あー、イライライライラ！

　何をそんなにイライラしてるんだって？

　あの腹黒と委員長のせいよ！

　あの腹黒、どうあっても私からマウントをとりたいのか、ものすっごい絡んでくるのよ！

　テストの点数とか実技の成績とか！

　さりげなーくチェックして自分が上になってるか確認してくるのよ。

　まーあ、私のほうがいっつも上なんだけどねー！

　ほほほほほ！

　こちとら転生者なのよ！

　ガキに負けるはずがないじゃない！

　だからいっつもあの腹黒のこと鼻で笑ってやってるの！

　いい気味よー！

　え？

　大人気ない？

　うるさいわね。

　まあ、それであの腹黒もなんか対抗心に火がついちゃったのかしらね。

　四六時中私のそばにくっついてくるようになったのよ。

　なんか監視されてるみたいでこっちは気が休まらないっていうの！

　それだけでもイライラするのに、あの委員長女よ！

　委員長ってわけじゃないんだけど、委員長っぽいから私は内心そう呼んでるわ。

　で、その委員長、腹黒の婚約者なんですって。

　婚約者とかいう単語初めて実用されてるの聞いたわ。

　まあ、それはいいとして、婚約者のいる男性にべたべたくっつくなって言ってきたの。

　くっついてきてんのは腹黒のほうよ、アホー！

　なんでこっちに注意が来るわけ？

　ふざけてんの!?

　あー、もう！

　それで毎日毎日イライラの連続よ！

　メラゾフィス成分が足りないわ。

　だからこの糸をほどいて脱走させなさい。

　ダメ？

　ケチ！








Ｙ６　ユリウス十三歳　生死






　ティーバさんを筆頭にした、殉死した二十二名の合同葬儀が行われた。

　討伐隊結成から初の殉死。

　それがまさかティーバさんになろうとは、誰だれも想像しなかっただろう。

　しかも率いる隊が全滅してだなんて。

　葬儀を取り仕切ったのは教皇だった。

　いつもの優し気な微笑みはなく、終始沈ちん鬱うつな表情をしていた。

　その表情は、本気でティーバさんたちの死を悼んでいるように見えた。

　僕は葬儀が終わった後も、教会の聖堂の椅子に座ったまま動けずにいた。

　聖堂の外に棺が並べられ、ヤーナやハイリンスはそちらに行っている。

　この後それぞれの故郷に棺が送られ、そこで埋葬されることになる。

　その前のお別れの時間なんだけれど、僕はそれができずにいた。

　ティーバさんが死んだということに、僕はまだ現実感がなかった。

　まるで悪い夢を見ているような、そんな気になる。

　でも、きっと棺を見てしまったら、嫌でも現実に引き戻されてしまう。

　それが怖くて、こうして立ち上がれずに呆ぼう然ぜんとしていた。

　いつまでそうしていたのか、いつからそこにいたのか、いつの間にか僕の隣に座っている人がいた。

　師匠、ロナント様だった。

「師匠、来てたんですね」

「うむ」

　帝国は聖アレイウス教国とは別大陸にある。

　来ようと思っても気軽に来れる場所ではないけれど、世界でも希少な空間魔法を使いこなす師匠ならば、転移してくることはできる。

　ティーバさんの訃ふ報ほうは転移陣を介して帝国にも伝えられているはずなので、師匠がこうして駆けつけてきても不思議ではない。

「ままならんものよなぁ」

　師匠は僕と顔を合わせることなく、正面を向いたままそうつぶやいた。

「儂わしよりも若いくせに、みんな儂より先に死んでいく。まあ、ティーバもいい年しておったが。それならそれであともう少し粘って儂より長生きせいっちゅー話じゃ」

　憎まれ口をたたきつつも、師匠の声にはいつもの力がない。

「魔族との戦争で同期と呼べる連中はほとんど死んでいった。生き残った先代剣帝も雲隠れし、残ってるのは儂と剣聖くらいのものか。ティーバも、儂らよりも少し下の世代じゃが、数少ない戦争の生き残りだったんじゃがのう」

　師匠はやるせない気持ちをそのまま乗せるように、大きく息を吐きだした。

「ティーバさんは、師匠から見てどんな人でしたか？」

　なんとなく、聞いておきたくなった。

「あ奴やつが帝国で何と呼ばれているか、知っておるか？」

「いえ」

「陰の英雄じゃよ」

　それを聞いても、僕の中にさほどの驚きはなかった。

　凄すごい人だというのは、身近で接してきて知っていた。

　ティーバさんは、英雄と呼ばれても何の不思議もない。

「先代剣帝、儂、そして剣聖。だいたいこの三人が先の戦争では目立っておったがな、ティーバは目立たずひっそりと、しかし要所要所でしっかりと仕事をこなし、勝利に貢献しておった。儂らが思う存分暴れることができたのは、ティーバが後ろで支えてくれていたからだとまで言われておるな。じゃから、通ぶってる連中には儂らよりも人気があるのう」

　もちろん儂のほうが凄いが、と最後に加える師匠。

　派手さはない。

　けれど、堅実で、安心して後ろを任せることができる。

　それは、まさに僕が感じていたティーバさんの存在と同じだった。

　ティーバさんがいるからこそ、僕は躊ちゆう躇ちよなく最前線に飛び出していくことができた。

　僕らはその陰の英雄を、失ってしまったのだ。

「僕が、ついていれば……」

　思わず、そう言ってしまった。

　あの日、僕が鑑定の儀に参加せず、ティーバさんのそばにいれば、結果は違ったかもしれないと。

「お主がいれば？　ふん」

　そんな僕のことを、師匠は鼻で笑った。

「何がおかしいんですか!?」

　つい激げき昂こうしてしまう。

　しかし、僕を見返す師匠の眼まな差ざしを見て、その怒りは霧散した。

「何がおかしいか、じゃと？　全部に決まっとろうが」

　押し殺した、それでも抑えきれない、殺気。

　師匠は怒っていた。

　僕以上に、怒っていた。

　何がそこまで師匠を怒らせたのか、理解できない。

　できないけど、僕に対して殺気をぶつけてくるぐらい怒っているのは、わかる。

「そうさな。最近は師匠らしいことができておらんかった。久しぶりに、稽けい古こをつけてやろう」

　そう言っておもむろに伸ばされた手を、僕は避けることができなかった。

　師匠の威圧に充てられ、萎縮してしまって。

　師匠の手が僕の肩を摑つかむ。

　それと同時に視界が一瞬暗転し、次の瞬間にはさっきまでいた聖堂とは全く異なる景け色しきが広がっていた。

　見渡す限り何もない荒野だ。

　転移でここまで連れて来られたらしい。

　なんのために？

「さて、では儂を殺す気でかかってくるがいい。儂も、そうさな、半分くらいその気でやってやろう」

　僕から数歩の距離をとった師匠が、そう言う。

「え？　あの……」

「来ないのか？　先制くらいハンデで譲ってやるぞ？」

　未いまだ事態をよく理解していない僕に、師匠が宣言してくる。

　……本気だ。

　師匠は本気で今ここで僕に稽古をつける気だ。

　しかも、実戦形式で。

　師匠の修行は厳しい。

　それこそ、命の危険を幾度も感じたほど。

　でも、実は実戦形式の稽古というのは、今まで一度もつけてもらったことがなかった。

　それを、どうして今？

「来ないというのであれば、こちらから行くぞ？　本物の敵は儂のように待ってはくれんからな」

　悩んでいると、師匠が虚空から杖つえを取り出す。

　空間魔法の空納。

　物を異空間にしまっておけるという魔法だ。

「おっと。そういえばお主は今丸腰じゃったな。しょうがない。これもハンデの一つじゃ」

　師匠が杖の後にもう一つ、剣を取り出す。

　それをこちらに放り投げてきたので、慌てて受け取る。

「これは、魔剣ですか？」

　鞘さやから抜いてみると、それは見事な剣だった。

　魔力を流してみると刀身に炎が纏まとわりつく。

「うむ。どこぞの馬鹿たれがとある魔物に量産させたらしいものじゃ」

「魔剣を量産？」

　そんな話は聞いたことがない。

　魔剣の作成は難度が高く、名工と呼ばれる鍛冶かじ師でもそう簡単に作ることはできない。

　それが量産？

「まあ、その話は今は関係がない。それを貸してやるゆえ、本気でかかってこい」

「どうしてもやるんですか？」

「戦いたくなくとも戦わねばならぬ時などいくらでもあろうに。つべこべ言ってないでとっとと来い」

　師匠に引く気はないようだ。

　どっちにしろ、帰るためには師匠に転移を使ってもらわなければならない。

　師匠の気がすまなければ、最悪僕はこのどことも知れない荒野から自力で帰らなければならなくなる。

　覚悟を決めるしかない。

「行きます」

「うむ」

　師匠相手に手加減なんてできるはずもない。

　まずは魔法で牽けん制せい。

　聖光魔法で作り出した光球を師匠に向けて撃ちだす。

　同時に剣を手に駆け出す。

　世界最強の魔法使いである師匠に、遠距離での撃ち合いを挑むのは悪手。

　僕が師匠に勝ち目があるとすれば、距離を詰めての接近戦にもつれ込むことだけ。

　いかに師匠の魔法をかいくぐるかがポイントだ。

　光球が師匠の突き出した手に直撃する。

　てっきり魔法で相殺するか回避するかだと思っていた僕は、ギョッと目を見開く。

　師匠は宣言通り、ハンデとして先制を僕に譲ってくれたのだ。

　防ぐことも避けることもせず。

　師匠の手の中で閃せん光こうが弾ける。

　直撃。

　しかし、師匠は次の瞬間には何事もなかったかのように、手をひらひらと振った。

　その手に傷はない。

　顔を顰しかめてはいるものの、「ちょっと痛かった」という、そんな雰囲気だ。

　牽制とはいえ、手加減なしの僕の魔法が直撃してほぼダメージなし。

　師匠は本当に人間なのだろうかと疑いたくなる。

　でも、その間に僕は一気に距離を詰めることに成功した。

　魔法は通用しなくても、剣の間合いであれば勝機もある！

「せや！」

　裂れつ帛ぱくの掛け声とともに振り抜いた剣は、空を切る。

　師匠が消えた。

　文字通りの瞬間移動によって。

　転移だ。

　空間魔法は発動までに時間がかかるというのに、それを全く感じさせない早さ。

　転移で逃げられてしまえば、距離なんて関係ない。

　師匠はその気になれば、剣が届きようもない超長距離から魔法で狙撃してくることだってできるんだ。

　苦労してその距離を詰めることができたとしても、また転移で逃げられればなすすべもない。

　最初から、僕に勝ち目なんてなかった。

　しかし、稽古だからなのか、師匠は思ったよりもずっと近くに姿を現した。

　僕の背後。

　距離にして十歩といったところに。

　距離としては近い。

　しかし、その十歩は、師匠を相手にするとあまりにも遠い。

　師匠が杖を傾ける。

　来る！

　僕は全力で横に飛んだ。

　直後、さっきまで僕がいたところに火炎が吹き上がる。

　並の人間であれば、直撃しただけで骨まで焼かれそうな勢いの炎だ。

　これでただの初級魔法、火球だというのだから恐ろしい。

　魔法というものは、普通誰が使っても威力がそこまで上下することはない。

　ステータスによる補正で威力が上がることはあるものの、それも目を見張るほど大きな差とはならない。

　ステータスの差が倍あるからと言って、魔法の威力も倍になるなんてことはないのだ。

　ステータスの高さはより上位の魔法を使うときの指標。

　このくらいのステータスならば、ここまでの魔法を使うことができるだろう、というものだった。

　あまりにもステータスが低すぎると、スキルを覚えていても魔法が暴発することがある。

　その基準を見るのが魔法ステータス。

　しかし、師匠はその常識を打ち破った。

　ありあまる魔法のステータスで、既存の魔法にさらに魔力を余分に注ぎ込み、魔法そのものの威力を底上げしてしまったのだ。

　この技術によって、魔法のステータスはただの物差しではなくなり、魔法の威力に直結するようになった。

　そして、師匠の魔法ステータスは、全人族最高。

　師匠が放つ下級魔法は、下手な魔法使い数人で発動する大魔法よりも上！

　僕の光魔法による障壁で防ぎきれるものじゃない。

　だというのに……。

「っ！」

　師匠の杖が、火球を避けた僕のほうに向けられる。

　そう、火球は初級の魔法。

　威力を底上げされても、低燃費で発動が早いというその性質は変わらない。

　つまり、連射が可能！

　走る。

　熱風が顔に当たり、汗が噴き出る。

　それは果たして熱さから出る汗なのか、それとも恐怖から出る汗なのか。

　自分自身でもわからない。

　ただ一つわかることは、足を止めたらその瞬間、僕のこの身は炎に包まれるということだ。

　足を動かしながら、必死で魔法を紡ぐ。

　逃げ回っていてもじり貧。

　さっきも考えたとおり、僕に万が一にも勝ち目があるとすれば、それは接近戦に持ち込んだときのみ。

　どうにか近づけなければ、その万が一もあり得ない。

　向かってくる火球に向け、光球をぶつける。

　二つの球が空中でぶつかり、轟ごう音おんを上げながら爆発する。

　相殺、ではない。

　わずかながら、僕の魔法のほうが押され、爆発がこちら側に飛んできていた。

　初級の魔法で、勇者の扱う上級の聖光魔法を上回る。

　とんでもない人だ。

　でも、一歩だ。

　光球で師匠の魔法を防ぎ、一歩距離を縮めることができた。

　あと、九歩！

　僕は襲い掛かってくる爆風を避けるように、上にジャンプした。

　空中に躍り出た僕目がけ、火球が飛んでくる。

　ここだ！

　スキルを発動。空間機動！

　足の裏に目に見えない足場が形成され、僕はそれを蹴けって飛んできた火球を避ける。

　師匠の撃つ火球は飛来してくる速度も速く、着弾すれば広範囲を爆発に巻き込む。

　けど、それは着弾すればの話。

　師匠は標的のいる場所の地面に火球を撃ち込むことによって、広範囲を炎で包み込んでいるけれど、空に向けて撃ちだせばその方法は取れない。

　そして、いくら弾速が速くとも、来るとわかっていれば避けきれないほどでもない。

　僕の空間機動のスキルはまだまだ未熟だし、一度見せた方法が二度も師匠に通用するとも思えないので、これっきりしか使えないけれど。

　二歩、稼いだ。

　初めの跳躍と、空間機動を使っての跳躍。

　これであと、七歩！

　地面に着地すると同時に、再び光球を放つ。

　着地する瞬間を狙ねらって放たれた師匠の火球を迎え撃つ。

　爆発の余波が僕に襲い掛かる。

　でも、それを障壁で軽減しつつ、前に一歩を踏み出す。

　あと、六歩！

　再び飛んできた火球を横に飛んで回避する。

　同時に、とっておきの魔法を発動。

「む!?」

　師匠が初めて声を上げた。

　師匠からは僕が三人に増えたように見えるだろう。

　光魔法によって生み出された幻影。

　二体のダミーと、本物の僕で三方向から同時に駆け出す。

　いくら師匠でも、連射はできても同時に三発の魔法を撃つことはできない、はずだ。

「小こ賢ざかしいのう」

　三人いるうちの一人に、火球が直撃する。

　それでも残りの二人は止まらずに師匠に向けて駆けていく。

　あと、五歩。

　残った二人の片方に火球が突き刺さる。

　あと、四歩。

「本物が残ったか。運はいいようじゃな」

　そして、火球が最後に残った一人に直撃する。

「なに!?」

　そこで初めて、師匠が狼ろう狽ばいしたような声を上げた。

　あと、三歩。

　師匠が驚いて動きが止まったのは一瞬。

　しかし、その一瞬で僕はさらに一歩を稼ぐ。

　あと、二歩！

「なんと!?」

　実を言うと、最初に火球を受けたのが、本物の僕だ。

　師匠は運がいいと言ったけれど、本当は逆に運が悪かった。

　いや、ここは素直に師匠の勘の良さを褒めておくべきか。

　きっと師匠は本物と偽物を瞬時に見抜き、本物の僕に火球を撃ったんだろう。

　ただ、それが撃たれても他の二人が止まらなかったから、間違えてダミーを攻撃してしまったのだと思い込んだだけで。

　僕は直撃をくらってもそのままダミーを動かし続けた。

　そして、ダミーに師匠の気が向いている間に、距離を詰めていた。

　一発なら耐えられると、あえて避けずに直撃をくらったんだ。

　熱いし痛いし、正直に言えばくらったことを後悔している。

　それでも、その代償に得た好機。

　逃すわけにはいかない！

「そら！」

　至近距離で放たれた火球。

　避ける術は僕にない。

　でも……。

「はああ！」

　借りた魔剣に魔力を通し、炎を纏まとわせる。

　そして、火球を迎え撃つように剣を振りかぶる。

　火球の炎と魔剣の炎がぶつかり合い、激しい爆炎を上げる。

　熱い！　息が苦しい！

　それでも一歩前に！

　あと、一歩！

「え？」

　僕は、間抜けな声を出していた。

　あと、一歩のはずだった。

　しかし、その一歩はなく、目の前に師匠が立っていた。

「距離を詰めれば勝てると思うたか？」

　杖つえが振りかぶられる。

　全く予想していなかった事態に、僕の反応は遅れた。

　決して速くもない杖の一撃が、僕の顔面を殴打する。

　さっきまでの火球に比べれば、なんてことはない痛み。

　それでも、僕はよろけてしまった。

　その隙が致命的だった。

　火球が襲い掛かってくる。

　気づけば、僕は空を見上げていた。




「どうじゃ？」

「あと、一歩だったのに」

「馬鹿を抜かせ。儂わしが本気なら一歩すら踏み出せずにあの世行きじゃわい」

　思わず洩らしてしまった文句に、師匠は反論した。

　確かに、師匠はあれでも手加減してくれていた。

　火球しか使ってこなかったし、その火球だって直撃しても死にはしない威力だった。

「己の弱さを思い知ったか？」

「……はい」

　まだまだ僕は、師匠には勝てない。

　師匠が転移を最初の一回しか使わなかったことを思えば、あの十歩を詰められたとしても、僕に勝ち目はなかっただろう。

　危うくなったら転移でまた距離をとればいいのだから。

「なあ、ユリウス。ティーバは弱い男だったか？」

「いいえ！」

　師匠の問いに即座に否定の言葉を返す。

「そのティーバが為なす術なくやられた相手じゃ。お主がいたところで死体が一つ増えただけだろうよ」

「それは、でも……」

「もう一度聞く。己の弱さを思い知ったか？」

　再度問われ、僕は返事をすることができなかった。

　師匠の言う弱さが、僕の考えるよりもずっと深いものだとわかったから。

　その弱さの意味を、僕はきっと理解しきれていない。

「ティーバは己よりも強い相手と戦ってしまった。それだけのことであり、それだけが全すべてじゃ。さっきお主が儂にコテンパンに叩きのめされたようにの」

　師匠の物言いに、僕はぐっと唇をかみしめる。

「よいか？　弱ければ強き者には勝てん。お主はティーバを弱い男ではないと言った。お主から見てティーバは弱くなかったのだろう。しかし、今回の相手はティーバよりもさらに強かった。それだけのことじゃ」

「師匠は、強いからそんなことが言えるんです！」

　師匠であれば、そりゃ負けないだろう。

　師匠は人族最強の魔法使い。

　負けるわけがない。

「違うな。儂は弱い。お主から見て強いというだけで、儂もまた弱い」

　しかし、僕の想おもいとは裏腹に、師匠は自分のことを弱いと言う。

　なんの冗談かと思ったけれど、師匠の顔は真剣そのもの。

「よいか？　人は弱い。どうしようもなく弱い。大概の人は儂よりも弱い。じゃから、大概の人は儂を見て強いと言う。じゃがな、儂も人なのだよ。人という括くくりでは強いという、ただそれだけのことなんじゃ」

　そう、人族最強の魔法使いは言う。

「お主は知っておるじゃろう？　迷宮の悪夢。真の強つわ者もののことを」

　言われ、僕が思い出すのは、地獄の光景。

　人が簡単に死んでいく、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の戦場。

　サリエーラ国とオウツ国の戦争、そこに現れた、悪夢の名を冠する死の権化。

「師匠でも、あれには勝てないんですか？」

「無理じゃな。儂とあの方には、儂とお主以上の歴然とした差が存在しておる」

　僕が手も足も出なかった師匠が、勝ち目がないと宣言する。

「弟子一号よ。己の弱さを自覚せよ。この世には、勇者であろうと人には手に負えぬ相手がいることを知れ。不可能は不可能なのだと、それを理解せよ」

　それは、ある意味で、とてもとてもつらい言葉だった。

　今回のように師匠に死にそうな思いをさせられることはよくあった。

　でも、それ以上に、師匠の今の言葉は、つらい。

「じゃあ、僕は、どうすればよかったんですか!?　ティーバさんは、なんで、僕は！」

　叫びは、後半から自分でも何を言っているのかわからなくなっていた。

　意味なんて、なかったのかもしれない。

　ただただ、ティーバさんが死んでしまった悲しみが、口から出ただけで。

　気づけば、僕の両眼から涙がこぼれ落ちていた。

「どうしようもないことはこの世にごまんとある。じゃが、全力で生きることを否定はせん。ティーバの死はどうしようもないことだった。じゃがな、ティーバは全力で生きたんじゃ。お主ができもせんことを口にするのは、そのティーバの生涯にケチをつける行為じゃぞ？」

「だって！」

「よい。今は何も考えずに泣け」

　師匠が僕のことを優しく抱きしめ、頭をなでてくる。

　僕はこらえきれず、師匠の胸にすがって泣いた。

「人は生き、いつか死ぬ。それは変えられん。死に方を選ぶこともできん。じゃがな、生き方を選ぶことはできる。大切なことはどう死んだかではない。どう生きたかじゃ。死者に対して何かができるのではないか、できたのではないかと思うのは、生者のエゴじゃ。生者はただ死者の死を悼み、その生き様を想おもうだけでよいのじゃ」




　ひとしきり泣いた後、僕は師匠の転移で聖堂に戻ってきて、ティーバさんの納められた棺に最後の挨あい拶さつを済ませた。

　周りには僕と同じように目を真まっ赤かに腫はらしたヤーナと、僕の後に師匠に弟子入りしたオーレルが棺に縋すがり付いていた。

「師匠」

「む？」

「僕も、ティーバさんのように、死んだら泣いて縋られる生き方がしたいです」

「すればいいじゃろう。それはお主の自由だ」

「はい」

「じゃがな、言ったように己の弱さをまずは自覚せよ。自分にできること、できないことを見極めることができず、無謀をすれば死期を早める。生きてこその生き方じゃ」

「はい」

「言うてもお主は無茶をしそうじゃがなあ」

「しませんよ」

「どうだかのう。よし、師匠命令じゃ。儂よりも早く死ぬことは許さん。よいか？　儂が死んだら今日以上に泣いて儂の棺に縋るがいい」

「それは、ちょっと」

「おい、どういう意味じゃそれは？」

「いえ」

　師匠が死ぬのが想像できなかったとは言えないし、今日以上に泣ける気がしなかったというのも言えない。

　でも、その日がもし来たなら、きっと僕は今日と同じかそれ以上に、泣き叫ぶんだろう。

「そんな日が来ないことを願ってます」

「来るさ。人はいつか死ぬ。来ないというのであれば、それはお主が儂の命令を違反した時だけじゃ。師匠の命令も聞けぬ不肖の弟子になるんじゃないぞ？」

「ええ。もちろん」

　僕はこの日、ティーバさんに死というものを教わり、師匠に生きるということを教わった。

　いつか僕が死ぬその時まで、ティーバさんのような立派な生き方をしていこう。

　そう、心の中で誓った。








幕間　教皇と潜入転生者






『あー、あー、マイクテス、マイクテス。もしもし？　教皇様聞こえますか？』

「ええ、聞こえておりますよ」

『おお！　よっし、第一段階成功ってことですね』

「ええ。どうやらあなたの無限電話のスキルなら、忌々しいエルフの結界を超えてやり取りすることができるようですね」

『さすがはユニークスキルってとこですか。地味だと思ったけど我ながら凄すごいスキルだったんですね』

「転生者の特権ですから。優秀なスキルには違いないでしょう」

『で、わざと攫さらわれてエルフの里に侵入することに成功したわけですけど、この後の予定は？』

「あなたにはそこで他の転生者と同じように生活していただきます。定期的に連絡を取り合い、中の様子を報告してください」

『りょーかいです』

「危険な役目を課してしまい、申し訳ない」

『俺自身納得して協力してるんです。今さらっすよ。ダチを助けるのにこれが一番の方法だったってだけです』

「くれぐれもお気を付けください。私どもは来るその日まで、そちらには手出しができません。何かあっても助けには行けないと思ってください」

『覚悟はできてますって。そうならないようにうまく立ち回りますよ』

「よろしくお願いします」

『おっと、そろそろ通話時間が限界みたいです。また連絡します』

「ええ、お気をつけて」

　通話が途切れる。

　念話の相手は、つい最近エルフの里に攫われた転生者。

　彼にはわざと攫われてもらい、中からエルフの里の内情をこちらに漏らしてもらうスパイをしてもらうことになる。

　それもこれも彼が持つ無限電話というユニークスキルあってのこと。

　彼の無限電話は想定通り、エルフの里を守る結界を超えて連絡を取り合うことを可能にしている。

　普通の念話ではできないことだ。

　潜入する彼には危険が伴うが、これでエルフの里の中の様子を知る手段が手に入った。

　エルフ、というよりポティマスを討つのは長年の悲願。

　今まではエルフの里を覆う結界に阻まれ、手出しすることはできなかった。

　一応エルフたちが出入りしている転移陣はいくつか発見している。

　しかし、それで送り込めるのは数人が限界。

　そんな中途半端な数を送り込んでも成果を上げることはできない。

　そして、一度使った転移陣は向こうで破壊され、二度と使うことはできないだろう。

　機を見る必要があったのだ。

　エルフの里そのものを総攻撃することができる、その時を。

　だが、その機が訪れることはなく、それどころかエルフの里の内情を知ることすらできずに、いたずらに時間だけが過ぎて行った。

　転生者をエルフの里に監禁しているポティマスの思惑はわからない。

　しかし、エルフ以外が立ち入れなかったエルフの里に、人を送り込むチャンスができたのだ。

　これが総攻撃のきっかけになるかはわからぬが、活路を見み出いだすきっかけにはなりうる。

　……しかし、彼をエルフの里に送り出した時のトラブルは手痛かった。

　ティーバ殿を失うことになるとは。

　偶然、彼が攫われるのを住人が目撃してしまい、それをティーバ殿に伝えてしまった。

　そしてティーバ殿の動きが速かった。

　ティーバ殿がもう少し判断を悩んでくれていれば、こちらで足止めすることもでき、結果は変わったかもしれなかったものを。

　即断即決、迅速な部隊の運用。

　ティーバ殿が優秀だったがために起きた悲劇だ。

　軍部の要かなめであったティーバ殿がいなくなれば、帝国は荒れるだろう。

　同時に、人身売買組織討伐隊も実質ティーバ殿がまとめ上げていたようなもの。

　これ以上部隊を存続させることは難しい。

　幸いにしてもう主要な組織の拠点はあらかた潰つぶし終えている。

　ポティマスの動きも少ない。

　次の拠点を潰せば、もう残っているのは地元の騎士などで対処できる小規模な盗賊のみとなる。

　討伐隊はそれで解散にすべきか。

　勇者は、それなりに成長してくれた。

　それでもアリエル様には遠く及ばないが、それは仕方のないこと。

　どんな勇者であれ、アリエル様に追いつくことなど不可能。

　しかし、並の魔族には負けぬ程度の力はつけてもらわねば困る。

　対ポティマスに関して、アリエル様は協力者ではあるが、しかし魔王でもあり敵でもある。

　ポティマスにしろアリエル様にしろ、人では相手取るのは難しい。

　しかし、やらねばならない。

　全すべては人族を生き残らせるために。

　私はそのためだけに、存在しているのだから。








そふぃあちゃん日記６






　あー、イライライライライライラ！

　え？

　なにこれ？

　骨？

　それをどうしろって？

　齧かじるの？

　カルシウムとれってこと？

　え、いえ、さすがにそれはいらないわ。

　ちょ、ちょっと！

　そんな悲しそうな顔しないでよ！

　わかったわよ！

　齧ればいいんでしょ齧れば！

　あら？　意外と柔らかいわね。

　美味おいしくはないけど食べられなくもないわ。

　……ねえ、なんで渡したあなたがドン引きしてるの？








Ｙ７　ユリウス十三歳　進路






　ティーバさんたちの葬儀から数日後。

　僕ら討伐隊は最後の出陣をしていた。

　実質隊をまとめていたティーバさんがいなくなってしまったこと、そして、発見されている組織の大規模な拠点がこれで最後なこと。

　それらを加味し、教皇がこれを最後に討伐隊を解散することを宣言したのだ。

　組織については未いまだ謎が多く、攫われた人の行方ゆくえは大半がわかっていない。

　しかし、これ以上の捜索も困難で、拠点のほとんどを潰した現状、これ以上の被害は出ないだろうということだった。

　その決定に納得したわけじゃない。

　でも、組織にはティーバさんを殺した相手がいる。

　師匠に言われたとおり、僕の力では、ティーバさんたちを倒した相手には勝てない。

　意地を張って組織を追い続けていても、そいつを相手にすれば無駄死にするだけだ。

　だから、僕は僕にできることをしていこうと思う。

　その最初の一歩が、討伐隊最後の仕事だ。




　組織の拠点制圧は、呆気あつけなく終わった。

　ティーバさんたちの敵討ちだと、隊のみんなの士気がこれまでで一番高かったこともあって。

　逆に相手の士気はとても低かった。

　のちに捕らえた盗賊への尋問で、組織の人間が急に来なくなってしまったせいだというのがわかった。

　盗賊たちが人を誘拐すると、組織の人間がどこからともなく現れ、誘拐された人を回収していく。

　その報酬として盗賊たちは金や物資を受け取っていたのだが、組織の人間が来なければそれを受け取ることもできない。

　結果、盗賊たちの士気は下がっていたのだ。

　どうやら組織は本格的に誘拐事件から手を引くことに決めたようだ。

　これで、組織への足取りはつかめなくなったけれど、新たな犠牲者が出ることもなくなった。

　すでに攫われてしまっている人たちの行方がわからない以上、痛み分けとは言い難いけれど。

　ただ、朗報として、最後の拠点に捕まっていた人たちは救い出すことができた。

　組織の人間が回収に来なかったために、そのまま監禁されていたのだ。

　いつ組織の人間が来てもいいように、監禁された人たちはそこまで酷ひどい扱いを受けていなかったのも救いだ。

　これまでも拠点を潰したことで救出できた人はいたけれど、今回はその数が最多となった。

　そういった人たちを故郷の村や町に送り届けると、家族や友人たちが泣きながら出迎え、お互いに抱き合っていた。

　それは、僕がこの討伐隊で最も見たかった光景。

　最後の最後になってしまったけれど、僕はそれを見ることができて、誰かを救うことができて、よかったとそっと涙を流した。




　聖アレイウス教国に帰還した僕らは、そのまま祝いの宴うたげを開いた。

　参加者は隊の者たちだけの、身内によるささやかな宴だ。

　教皇がその場を設けてくれた。

　たっぷりと用意されたお酒と料理。

　隊のみんなはそれらを浴びるように飲み、たらふく食べた。

　この宴が終われば、隊のみんなはそれぞれの故郷に戻ることになる。

　バラバラの国に仕える彼らがこうして一堂に会することは、たぶん二度とないだろう。

　だから、思う存分羽目を外して騒いでいた。

　残念ながら未成年で酒の飲めない僕とハイリンスにヤーナの三人は、若干みんなのテンションについていけていなかったけれど。

　でも、楽しかった。

　そんな宴もたけなわ、だんだんと酔いつぶれた人が多くなってきた頃、僕の向かいの席に腰を下ろした男がいた。

「終わったな」

「ええ」

　冒険者のジスカンさんだった。

　ジスカンさんも相当な量のお酒を飲んでいたはずだけど、頰ほおに少し朱がさしているだけで酔っているようには見えない。

「あれ？　ホーキンさんは？」

「あいつならあそこらへんで酔いつぶれてるよ」

　ジスカンさんが指差した先を見ると、そこには酔いつぶれた人が折り重なっていた。

　何をどうしたらあんな状況になるのか。

　そして、話題のホーキンさんの姿は僕のところからだと見えない。

　まさか、あの下？

「潰れてないか？　物理的に」

「ははは！　あいつもあれで怪盗なんてやってた身だ。そうやすやすと潰れるほど柔じゃないさ」

　ハイリンスが呆あきれたように言ったのを、ジスカンさんが笑い飛ばす。

「討伐隊は今日で解散。勇者殿はこの後どうするんだい？」

「……各地を回って、困っている人たちを助けようと思います」

「ほう？」

　討伐隊でいろいろな国を見て回ったけれど、人々を苦しめているのは組織や盗賊だけではなかった。

　魔物、貧困、差別、環境。

　それぞれ抱えている問題は違うけれど、多かれ少なかれ、どこに行っても本当に平和なところはなかった。

「僕の力では、できることなんて少ないと思います。解決できることのほうが少ないでしょう。それでも、人々のために何かをしたいんです」

「ご立派です……！」

　僕の宣言に、ヤーナが感極まったように手を組んできらきらとした目で見つめてくる。

「ご立派だねえ」

　くくくと、喉のどを鳴らしながらヤーナと同じことを言うジスカン。

　しかし、ヤーナとは違い、その声にはどこかこちらを馬鹿にするような響きがある。

「何かおっしゃりたいことがあるんですか!?」

　そんなジスカンさんに、ヤーナが食って掛かる。

「俺の故郷はな、盗賊にやられたのよ」

　突然の告白に、勢い込んでいたヤーナが息をのむ。

「家が数軒集まっただけの、小さな村とも言えないようなとこだった。俺はそんなところで一生を終えるなんてごめんだったんでな。ガキの頃ころに飛び出して冒険者になったのさ」

　ジスカンさんは酒をあおりながら自らの過去を明かしていく。

「ま、その後は劇的なことなんてなんもない。人伝に故郷が盗賊に襲われて皆殺しになって、金目の物みーんな持ってかれたことを聞いたってだけだ。俺が自分の手でその盗賊どもに復ふく讐しゆうを果たしたとかそういうことでもない。なんせ、俺が聞いた頃にはたまたま盗賊の根城を見つけた冒険者に殲せん滅めつされた後だったからな」

「それは、その、お辛かったですね」

「いんや？」

　同情するヤーナに、ジスカンさんは軽く否定した。

「あんな守りがろくにない場所、そのうち魔物か盗賊にやられるに決まってる。だから俺はこんな場所にいられるかって飛び出したんだ。故郷がなくなったって聞いても、俺はああやっぱりなとしか思わなかったさ」

　あっけらかんと言い切るジスカンさんに、ヤーナは呆ほうけたように口を開けていた。

「ただ俺はその時のことで学んだことがある。人の悪意ってやつだ。人は自分のためならばどれだけでも冷酷になれる。故郷を滅ぼした盗賊だってそうだ。あいつらは自分のために平気で人を殺し、物を盗んでいったんだからな。そして、俺自身だってそうさ。俺は自分が生き残るために、故郷を捨てたのさ。そして故郷が滅んでも悲しみもしない」

　自じ嘲ちようでもなんでもなく、ただ事実としてそれを淡々と語るジスカンさん。

「この討伐隊が戦った相手を見たろ？　あいつらにも俺たちと同じ血が通っている。だが、それを感じさせないほど酷いことを平然としてきた」

　僕らが戦ってきた相手も、同じ人だ。

　境遇の違いなどあるけれど、それでも同じ人。

　それはつまり、僕らも彼らと同じ境遇だったのなら、同じ道を歩んでいたのかもしれないということでもある。

　だって、同じ人なのだから。

「人っていうのは、言うほど綺き麗れいなもんじゃない。それでも勇者殿はそんな人を助けるためにその力を振るうのかい？」

　ジスカンさんの問いかけ。

　その答えは、もう僕の中で決まっている。

「もちろんです」

　僕は、僕が誇れる生き方をしようと決めた。

　ティーバさんのように、死んだら誰かに泣いて縋すがられるような、そんな立派な人間になろうと。

　マフラーをそっと触る。

「僕も、人が簡単に悪の道に走ることを、討伐隊を通じて見てきました。でも、だからこそ、僕の力が必要なんです」

　人は簡単に悪事に手を染める。

　ならば、そうさせないようにすればいい。

「僕は勇者です。勇者は人々の希望の象徴。正義の証あかし。そして、悪の敵です。僕が人々の希望になり、悪は必ずや僕が許さないという姿を見せ続けます」

「つまり、勇者殿が悪の抑止力になると？」

「はい」

「それが本当にできるとでも？」

「できるかどうかは、やってみないとわかりません。ですが、やる前から諦あきらめることはしません。先代の勇者が姿をくらまし、そのせいで人々の心に不安という隙すき間まができたのだとしたら、それを埋めるのは今代の勇者である僕の仕事です」

「先代の尻しり拭ぬぐいをするってか」

「僕はここにいる。勇者はここにある。それを、人々に知ってもらいたい。そうすれば、きっと未来は希望にあふれている」

「は、ははははは！　こいつは傑作だ！」

　ジスカンさんはこらえきれないというように、大笑いを始める。

　その笑い声には、こちらを馬鹿にするような響きはなかった。

「これが勇者か！　ああ、納得だぜ！　あんたこそが勇者だ！」

　グラスを机に何度も叩たたきつけながら、ジスカンさんは笑い続ける。

「なあ、勇者様よ」

　そして、ひとしきり笑い終わった後、ジスカンさんは僕のことを呼んだ。

　勇者様、と。

　さっきまでは勇者殿だった。

　殿が様になったのは、ジスカンさんの中で僕が認められたからだという気がした。

「腕のいい冒険者と盗賊がいるんだが、仕事先が今日で解散になって暇になるんだ。いっちょ勇者様が雇ってみないか？」

「それって」

「ああ、報酬は、そうだな。あんたの言う希望ある未来を勇者様の横で見る権利、なんてのはどうだ？」

　驚く僕に、ジスカンさんはにやりと笑って杯を掲げた。

　僕はフッと笑い、自分の杯をジスカンさんのそれと合わせた。

「その契約、乗りましょう」

「そうこなくっちゃな」

　ジスカンさんとホーキンさんの二人については、討伐隊の活動を通じてその人となりを知っている。

　ジスカンさんは一見現実主義で皮肉屋に見えるけれど、さっきの台詞せりふからわかるように内に正義とロマンを抱えている。

　義賊として貧しい人々のために怪盗をしていたホーキンさんは、その経歴に違わぬお人よしだ。

　かつて、ティーバさんは信頼できる人ならば仲間にするのもいいと言っていた。

　ジスカンさんとホーキンさんの二人は、信頼できる。

　仲間になってくれるのならば、これほど心強いことはない。

　こうして僕は、ジスカンさんとホーキンさんという頼もしい仲間を得た。




　ちなみに、ホーキンさんは翌日、二日ふつか酔よいでふらふらになっているところにそれを聞くことになり、驚き叫んだ自分の声でさらに頭痛を引き起こしてしまったそうだ。
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そふぃあちゃん日記７






　骨！

　うん、このバリバリという食感が癖になってきたわ。

　イライラも気持ち抑えられてる、気がするわ。

　気がするだけね。

　あー、それにしてもなんなのあいつら!?

　委員長はわかるわよ？

　婚約者だもの。

　そりゃ、婚約者が他の女とべたべたしてたらむかつくのはわかるわよ。

　でも、便乗して私に嫌がらせしてくる他の女子どもは一体何なのよ!?

　クラスのアイドル独り占めしてるからそれに対する嫌がらせ？

　納得できるかー！

　近づいてきてんのはあっち！

　私からは近づいちゃいないのよ!?

　ガキに興味はないのよ！

　メラゾフィスと同じくらいのイケメンになってから出直してきなさい！

　まあ、メラゾフィスは世界一のイケメンだからそんなの不可能なんだけどね。

　メラゾフィス成分が足りないわ。

　！　ふっ！

　ふ、ふふふ！

　避けてやったわ！

　避けてやったわよ！　その糸！

　ずーっと、ずーっと初撃でやられっぱなしだったけど、ついに避けてやったわよ！

　って、ちょっと待ちなさいよ！

　一対三なのは変わってないけど、三方向から囲むとか反則じゃない!?

　ちょ、あ、ああー！

　……これ、亀甲縛りとか言ったかしら？

　どこでこんなもの覚えて、って、一人しかいないわね。

　なんてもの教えてんのよあいつ！

　そしてなんで私がこんな目にあわなきゃいけないのよ！

　理不尽！








Ｙ８　ユリウス十四歳　青春






「おおおおお！」

　気合の入った掛け声とともに、ジスカンの斧おのが振り下ろされ、迫っていた触手が切り落とされる。

「旦だん那な！」

「こっちはいい！　ヤーナ嬢ちゃんから離れるな！」

　サポートに回ろうとしたホーキンを、ジスカンが止める。

「おっと！　ヤーナ、絶対に俺の後ろから動くなよ！」

「うう、はい！」

　ハイリンスの盾の後ろに隠れたヤーナが、口元を引きつらせながら大人しくしている。

「はっ！」

　僕も迫ってくる触手を切り払うけど、いくら切り落としてもきりがない。

　今僕たちが相手をしているのは、ボエーレロと呼ばれる魔物だ。

　ボエーレロは無数の蛇のような長い触手を持ち、その先端から麻ま痺ひを付与された針で攻撃し、身動きの取れなくなった相手を捕食する。

　そして、特に若い女性を好んで襲うという性質を持っていた。

　なので、触手は自然、僕らの中で唯一の女性であるヤーナに向かう。

　ハイリンスがそれを盾で防ぎ、ホーキンがサポート。

　ヤーナが囮おとりになっている間に、僕とジスカンの二人で本体を叩く。

　そういう作戦だったのだけれど、思った以上にてこずっている。

　切っても切っても、触手がすぐに再生してしまい、決定打に欠けているのがその原因だった。

　ボエーレロの本体は球状の姿をしている。

　そして、その大きさが大きければ大きいほど、レベルが高く厄介だとされている。

　僕らが今相手にしているボエーレロは、軽く人の背丈の二倍以上の大きさがあった。

　一般的なボエーレロが人の頭と同じくらいなのを考えれば、とんでもない大きさだ。

「これだけ成長するのに、いったいどれほどの人を食ったんだか！」

　襲い掛かってくる触手を切りながら、ジスカンが愚痴る。

「冒険者ギルドが投げ出すのもわかるぜ！」

　このボエーレロ討伐は、もともと冒険者ギルドが冒険者向けに発注していたものだった。

　しかし、送り出した冒険者がことごとく返り討ちにあい、僕らにお鉢が回ってきたという経緯がある。

　冒険者は魔物を倒してその報酬を冒険者ギルドから受け取り、生計を立てている。

　そこに僕らが割って入り魔物を討伐してしまうと、生活が成り立たなくなる冒険者も出てきてしまう。

　それを防ぐために、僕らは地元の冒険者ではどうにもならない強力な魔物や、訳ありの依頼を冒険者ギルドから回してもらうようにしている。

　つまり、僕らに来た依頼のほとんどは、厄介ごとなのだ。

「ひいいい！」

　ヤーナが悲鳴を上げながら魔法の光球をボエーレロに向けて放つ。

　しかし、それも本体に届く前に、途中で触手に阻まれてしまう。

　光球を受けて弾け飛んだ触手も徐々に再生していき、すぐに元通りになってしまった。

「馬鹿！　前に出るな！」

「ひゃああ！」

　ヤーナに殺到する触手を、ハイリンスが前に出て盾で弾き返す。

　ハイリンスの年の割に大きな体を隠して余りある大盾。

　ジスカンというアタッカーを加えたことで、ハイリンスは剣よりも盾を重視するディフェンダーになる道を選んだ。

　その盾によって、ヒーラーのヤーナやサポート役のホーキンを守っている。

「あらよっと！」

　ハイリンスの盾を抜けてヤーナに襲い掛かろうとした触手を、ホーキンのナイフが切断する。

　ホーキンはこのメンバーの中では戦闘力が劣るけれど、弱いわけではない。

　ナイフさばきは一流だし、投げナイフによるサポートで助けられた場面は多い。

　ただ、ホーキンの真価は戦闘以外のところにある。

　僕らが使う消耗品の補充や、情報収集、それを基にした計画立案など、僕らが戦闘するまでのサポートをすることがメインの仕事だ。

　荷物持ちなども進んで買って出てくれるため、僕らは戦闘をするまで体力を温存することができ、助かっている。

　地味ながら僕らが全力を出して戦えるのはホーキンの働きが大きい。

　その仕事ぶりは、どこかティーバさんを思い起こさせる。

「む!?　ちっ！」

　ジスカンが何かに気づき、舌打ちする。

「酸攻撃だ！　武器がやられた！」

　そう言って手にした斧を躊ちゆう躇ちよなくボエーレロの本体目がけて投とう擲てきした。

　それも触手に阻まれたが。

　地に落ちた斧からは妙な煙が上がり、その刀身が溶けていた。

「こいつ、酸攻撃までしてくるのか!?」

　酸攻撃は武器防具破壊に適した厄介なスキルだ。

　気力付与のスキルで強化した武器防具はそうそう壊れることはないのだけれど、酸攻撃はそれを貫通して武器防具を傷めてくる。

　しかも耐性が他の属性から独立しているため、慣れていないと熟練の冒険者などでも思わぬ大ダメージを受けることがある。

「触手のぬめる粘液にはなるべく触れるな！　溶かされるぞ！」

「そんなこと言われても、な！」

　ハイリンスはヤーナに殺到する触手を盾で一心に防いでいる。

　粘液を気にしている余裕はなさそうだ。

　見れば、ハイリンスの盾の表面から、ジスカンの斧と同じような煙が上がっている。

　まずい。

　分厚い盾が破壊されるまでまだ猶予はあるだろうけれど、もたもたしている時間はそうなさそうだ。

「みんな！　少しだけ時間を稼いでくれ！」

「おう！」

「了解！」

　僕の指示にジスカンとハイリンスが力強い声で答える。

　人身売買組織討伐隊が解散してから一年余り。

　僕らはこのメンバーで各地の魔物討伐や、討伐隊が討ち漏らした盗賊の処理をしてきた。

　この一年で僕らの連携は様になってきたと思う。

　僕とジスカンが前衛で敵を撃ち、ヤーナとホーキンが後方からサポート、そしてハイリンスが中衛を務め状況に合わせて敵の攻撃を防ぐ。

　最初の頃ころは年長のジスカンに頼る場面も多かったけれど、最近はお互いの呼吸も合うようになった。

　プライベートでも打ち解け、お互いに名前を呼び捨てにしている。

　頼もしいこの仲間たちならば、必ずや僕の期待通りに時間を稼いでくれる！

　ジスカンが予備の武器の曲刀を取り出し、触手を切り裂く。

　ジスカンはいくつもの武器を持ち歩き、状況によってそれらを使い分ける武器使いだ。

　メインの斧は使い物にならなくなったけれど、他の武器はまだまだある。

　けど、戦況は悪い。

　僕の抜けた穴がそのままジスカンとハイリンスに向かい、手が足りていない。

　ホーキンとヤーナも隙をついて二人を援護しているけれど、処理が追い付いていないのがわかる。

「赤字になりやすが、背に腹は代えられねーでやす！」

　ホーキンが何かをボエーレロに向けて投げる。

　直後、それが炸さく裂れつし、ボエーレロの触手が凍り付いた。

「はっはー！　どうっすか！　大金はたいて手に入れた氷結玉の威力は！」

　使い捨ての魔道具か！

　こういった使い捨ての魔道具はかなり高い。

　作れる職人が限られているからだが、だからこそその効果は折紙付き。

　どうやらさっきホーキンが投げたものには氷の魔法の効果が込められていたようだ。

「〇☆＃％％！」

　ボエーレロから、初めて耳をつんざくような奇声が上がった。

　触手をやたらめったら振り回し、のたうち回っている。

　この好機を逃しはしない！

「行けえ！」

　僕はみんなに時間を稼いでもらい構築していた聖光魔法の聖光槍やりを放つ。

　師匠の教え通り、威力を上乗せした一撃だ！

　まだ僕の力量だと、発動までに時間がかかってしまうけれど、ただでさえ威力の高い上位の魔法である聖光魔法に、さらに力を込めたんだ。

　聖光槍は触手をたやすく貫き、本体に突き刺さる！

　そして光があふれ、弾け飛んだ。




「みんな、お疲れ」

　依頼を達成した僕らは、打ち上げを行っていた。

「乾杯！」

「「「「乾杯！」」」」

　ジスカンとホーキンは酒を、その他は果実水で乾杯をする。

「ああー。二度とボエーレロ討伐なんてしたくないです」

　果実水を一口飲んでから、ヤーナが溜ため息いきとともに愚痴を吐く。

　その声には隠し切れない嫌悪感がにじんでいた。

「うう。思い出すだけで鳥肌が立ちます」

「俺らは何も感じなかったが、そんなに嫌だったのか？」

「当たり前です！」

　ハイリンスが聞くと、ヤーナはコップを振り回しながら肯定する。

　中の果実水が少しこぼれていた。

「なんていうんですか？　あの悍おぞましい妄執というかなんというか。とにかくあれは私にずっとそれを向けてきていたんです。ああ、気持ち悪い」

　身震いするヤーナにはちょっと悪いことをしたかもしれない。

　何せ、ボエーレロは世界三大女の敵とも言われる魔物だ。

　ボエーレロに捕まった女性は、息絶えるまでずっと口に出しては言えないようなことをされる、らしい。

　男はすぐに食われてしまうのに、女は生かしたままずっと。

　その性質から一定の変態には好まれ、裏で飼いならしたボエーレロにわざと女性をあてがうこともある、らしい。

　たいていの場合は飼いならすのに失敗して食べられてしまうそうだけれど。

　もしかしたら、今回のボエーレロもそうして人を食い、逃げ出したものだったのかもしれないな。

　うん。僕も男だし、そういうのに全く興味がないかと言えば、うん。

　ただ、そんなことを言おうものならヤーナに軽けい蔑べつされそうだし言わないけど。

「なぜ世の中にはエロというものがあるんでしょう。滅びればいいのに」

　よっぽどボエーレロから向けられた妄執の念が嫌だったのか、ヤーナが物騒なことを言っている。

「何言ってるんだ。エロがなければ俺らは生まれてないんだぞ？　自分が生まれた理由を否定するなよ」

　ハイリンスが呆あきれたように言う。

　でも、口元がにやけている。

　これはヤーナを茶化す気満々だ。

「違います！　愛し合う男女の営みと、あんな汚けがらわしいのを一緒にしないでください！　愛はもっと神聖で尊いものなんです！」

　ヤーナの叫びにホーキンが飲みかけの酒を「ぶっ！」と吹き出した。

　そのまま咳せき込むのを、隣に座ったジスカンが背中を叩たたいてなだめている。

　この場には僕らしかいないからいいものを、男女の営みとか大声で叫ぶものじゃないと思う。

　ヤーナも叫んでからそれを自覚したのか、みるみる顔が赤くなっていく。

「ほう。その神聖で尊いものっていうのは、具体的にはどうやるんだ？　教えてくれよ、聖女様」

「そ、そそ、それ、は！　それは！」

　ああ、完全にハイリンスにもてあそばれている。

　かわいそうに、ヤーナは顔を赤くして目を回している。

　酔っていないのに酔っているかのようだ。

「そんなこと言えません！」

「神聖で尊いものなんだろ？　聖職者の聖女様なら無知な俺にそこらへん説いてみせてくれよ」

「うー！　うー！」

　半分はヤーナの自爆とは言え、さすがにこれ以上はかわいそうだ。

　ここらへんで止めておくか。

「ハイリンス、からかうのもその辺にしときなよ」

「くくく。そうだな。ヤーナが意外とスケベっていうことがわかっただけで勘弁しといてやろう」

「すすす、スケベ!?　私が!?」

「興味津々なんだろ？　でないとこんなに過剰反応しないもんな？」

「誰だれが興味津々ですか!?」

「まあまあ、お前も年頃だ。そういうことに興味があってもおかしくはない。それにお前も言っただろ？　これは神聖で尊いものなんだ。だったら神に仕える聖女が興味を持つことはむしろ義務と言える」

「ぎ、義務？」

「そうそう。だから何ら恥じることはない。自分の心に正直になれ」

「自分の心に、正直に」

「さあ、好きな男を想像して、思いのたけをぶつけるんだ！」

「……」

　ヤーナが熱っぽい視線を僕に向けてくる。

「ヤーナ。ヤーナ。言いくるめられてるよ」

「は!?」

　正気に戻ったヤーナがハイリンスを睨にらむ。

　当のハイリンスは腹を抱えて笑いを押し殺していた。

「ハーイーリーンースー!?」

「ははは、悪い悪い」

　くつくつと笑いながら、一応謝るハイリンス。

「だが、自分に正直になるのは本当に悪いことじゃないと思うぞ？　年頃の男女ならそういうことに興味があってもおかしくない。ユリウスだって聖人君子みたいな顔してるけど、年頃の男の子だしな」

「ハイリンス」

　僕が呆れたようにハイリンスの名を呼んでも、肩をすくめるだけで懲りた様子はない。

「むしろ、こういうお堅い奴やつこそ、色仕掛けでコロッとなんてあり得る。普段は理性で無理やり抑え込んでるだけだからな。抑え込んでる分爆発したらでかい。もたもたしてると、横からかっさらわれるかもな」

「なっ!?」

　ヤーナが驚きの声を上げる。

「妹弟子のオーレルちゃんとか、ユリウスと仲いいしなー。あの子顔は地味だけど、最近体の成長が著しいし」

　ハイリンスはそう言って、ヤーナの胸を見て、フッと息を吐いた。

　そのハイリンスの態度にムッとするヤーナ。

　ヤーナも、その、別に小さいわけではない。

　むしろ均整の取れた綺き麗れいな体形をしていると思う。

　ただ、オーレルは、その、かなり大きいんだ。

　師匠の二番弟子であるオーレルとは奇妙な縁が続いている。

　初めて会ったのは元サリエーラ国のケレン領でのこと。

　その後師匠に魔法の才能を見み出いだされて、強制的に弟子にさせられてしまったのだけれど、それ以降なにかと関わることが多い。

　今も時折会うことがある。

　そして、会うたびに成長しているのだ。

　……胸が。

「ふん！　あんなただ大きいだけの脂肪の塊に誘惑されるユリウスじゃありません！　そうですよね!?」

　やや必死さがうかがえるヤーナに同意を求められたけど、その、正直困る。

　咄とつ嗟さに肯定も否定もできず、あいまいな笑みを浮かべることしかできなかった。

　それをどう受け取ったのか、ヤーナがよろりとショックを受けたようにのけぞる。

「そこの大人二人！　知らんふりしてないで二人からもなんとか言ってください！」

　キッと、ヤーナが矛先をジスカンとホーキンに向ける。

「そうは言われてもな。俺はほどほどに遊んでいるし、ヤーナ嬢ちゃんの求めるような答えは出せんぞ？」

「ふ、不潔！」

　ジスカンの遊んでいる宣言にヤーナがすぐに叫ぶ。

「まあ、その年頃じゃこの手の話題に敏感になるのは仕方がないことだと思うが、俺としてはユリウスにもほどほどに経験はさせておいたほうがいいと思うんだがな」

「ユリウスを邪よこしまな道に誘惑しないでください！」

　顔を真まっ赤かにしながら手を振り乱すヤーナ。

　中の果実水は、どうやらもう全部飛び散ってなくなっているようだ。

「ヤーナ嬢ちゃん、これは真ま面じ目めな話だ。過去の英傑も色仕掛けで失敗した話は多い。そういうことに全く耐性がないと、ハイリンスの言うようにコロッと騙だまされることだって十分あり得る。ユリウスは立場が立場だ。既成事実を作って外堀を埋めようだとか、色仕掛けで近づいて暗殺しようだとか、そういった危険はある」

　思いのほか真面目な話題に、ヤーナはさっきまで興奮していたのを恥じたのか、シュンと小さくなってしまった。

「ヤーナちゃんの年頃だと潔癖な気持ちになるのは致し方ないでさあ。けど、あっしから言わせてもらうとその手の商売で稼いでる女性もいるんで。そういう人たちをひとまとめに邪だなんだと言って嫌わないでほしいんでさ」

「はい」

　裏の商売に詳しいホーキンが真しん摯しに頼むと、ヤーナは素直に頷うなずいた。

　貧しさから水商売を始める女性は少なくない。

　そういった事情をヤーナも思い出したのだろう。

「俺もユリウスに遊びで女に手を出せとは言わんさ。信頼のできるそういう店で経験を積むのはどうか、とは提案するが。王族ならその手の教育ができる人間もいるのかもしれんし、余計なお世話かもしれんがな。心に決めた女がいるのならそれはそれでよし」

　ヤーナが期待するようにこちらを見てくるけど、あえてそれには気づかなかったふりをする。

「魔族には色仕掛けを専業にした一族もいたらしい。魔族も今は大人おとなしいが、また戦端が開かれれば勇者であるユリウスは戦いの最前線に行かなきゃならん。そうなれば、そういった連中ともやりあうことになるかもな」

　魔族との戦い。

　本来勇者に課せられた最大の義務が、魔族との戦いだ。

　先々代までの勇者は生涯のそのほとんどを魔族との戦いに費やしたという。

　ただ、先代勇者の時代、魔族はそれまでの苛か烈れつな攻めから一転、不気味なほど静かになり、人族領への攻撃をしなくなった。

　それは今も続いている。

　だから僕は魔族との戦いに駆り出されていないのだけれど、もしまた魔族が人族領へと攻め入ってきた場合、勇者としての責務を果たすことになるだろう。

　それはきっと、厳しい戦いになる。

　僕と同じ考えに至ったのか、みんなの表情が曇る。

「大丈夫。僕はそう簡単に罠わなにはまるようなへまはしないよ。むしろハイリンスのほうが鼻の下を伸ばしてほいほいひっかかりそうで怖いよ」

「綺麗なお姉さんの毒どく牙がにかかって死ねるのなら、むしろ本望かもな！」

　おどけて冗談を言う僕に合わせ、ハイリンスもふざける。

「もう！　ユリウスよりもハイリンスのほうがダメダメではありませんか！」

　それにヤーナが怒り出し、ジスカンとホーキンがクスリと笑みをこぼす。

　こんな時間が、いつまでも続けばいいと、そう願わずにはいられなかった。








そふぃあちゃん日記８






　骨！

　ん？　今日の骨は歯応えがあるじゃない。

　え、これ龍の骨なの？

　へー、道理で。

　なんか最近腹黒のスキンシップが激しいのよ。

　隙あらばボディタッチしてこようとするのよ？

　他のクソガキどもと違って今までスカートめくりとかアホなことしてこなかったけど、やっぱ腹黒も男の子だったってことね。

　男のガキがすることなんてそんなもんよ。

　え？

　どこを触られそうになってるのって？

　ああ、頭とか顔が多いわね。

　髪の毛をちょっとつまんで匂におい嗅かいできたりとかされたわ。

　あとはたまに胸とかお尻しりとか。

　え？　なに？　二度と触らせるなって？

　危ない？

　男はオオカミ？

　どこでそんな言葉覚えて、って、一人しかいないわね。

　言ってもあいつまだガキよ？

　男の子であって、男っていう年齢じゃないわよ。

　えー？

　男はどんな年齢でも危険生物？

　ちょっとそれはそれで意識しすぎじゃないかしら？

　わかった、わかったわよ！

　今度から体には触らせないから。

　髪の毛も？

　はいはい。

　え？

　持ち物に注意？

　縦笛吹かれないように？

　？？？　縦笛なんてないわよ？

　なに言ってるの？








Ｙ９　ユリウス十五歳　相棒






　幻想的で美しい光景。

　思わずため息をつきたくなる。

　それが災厄の権化でなければ、ずっと見入っていたいとさえ思ったかもしれない。

　僕が見上げた先には、朱色に輝く一羽の大きな鳥が飛んでいた。

　その鳥が羽ばたくごとに、羽の先端から眩まばゆい炎が広がり、美しい軌跡を描く。

　神話級の魔物、不死鳥だ。

　不死鳥はその名の通り、死ぬことのない魔物だとされている。

　過去に鑑定が成功した時、不死のスキルを所持していることが判明したそうだ。

　その真実を疑う人も多いけれど、不死鳥を討伐しようとして成功した例はない。

　不死鳥は普段火山におり、人を襲う習性もない。

　そのため、基本人に害はないとされており、素材や討伐の名誉欲しさに冒険者などが挑むのは自己責任ということになっている。

　そういった人々のほとんどが帰らぬ人となったことが、神話級というランクが伊達だてではないことを示している。

　神話級とは、人の手には負えないとされる危険度。

　神話級の魔物がひとたびその牙きばをむけば、人は為なす術なく蹂じゆう躙りんされる。

　そう、あの迷宮の悪夢のように……。

　ただ不死鳥はこちらから手を出さなければ唯一の例外を除いて無害なため、そこまで危険視されていない。

　その唯一の例外が、まさに今なのだが。

　飛んでいく不死鳥の後を、僕らを含めた大勢の人間が追っていく。

　不死鳥の渡りだ。

　不死鳥は数十年に一度、巣の場所を移動する。

　どこに向かうかは、不死鳥の気分次第。

　元の巣のすぐ近くに新たに腰を落ち着けることもあるし、数か月にわたって放浪していたこともあるそうだ。

　記録によれば大陸を渡ったこともある。

　新たな住すみ処かを探して空を舞う不死鳥の姿は、それは幻想的で美しい。

　だが、そこは神話級の魔物。

　ただ飛んでいるという、それだけで周囲は甚大な被害を受ける。

　羽ばたくごとに吹き上がる炎の渦が地上を焼く。

　不死鳥の通った後には草木一本生えない焦土が広がる。

　高度を上げている時はまだいいが、不死鳥は気まぐれで低空を飛んだりする。

　もしその時下に人里があったら、大惨事は免れない。

　ゆえに、不死鳥が渡りをする時は、こうして後を追って警戒を続けるのが習わしになっている。

　それに、これはある意味でお祭りでもある。

「羽根だ！」

「俺だ！　俺が取るぞ！」

　空からヒラヒラと落ちてくる不死鳥の羽根。

　それを求めて不死鳥の後を追っていた一団が殺到する。

　不死鳥の羽根は、超がつく貴重なアイテム。

　所持していれば、一度だけ持ち主を死から守るという、破格の性能を有している。

　死ぬほどの大怪我けがを負っても、一度だけなら瞬時に健康状態に戻れるらしい。

　常に死の危険が付きまとう冒険者や騎士にとって、喉のどから手が出るほど欲しいアイテムだ。

　しかし、相手は神話級の魔物。

　そうやすやすと手に入るものではない。

　死を回避するために、決死を覚悟せねばならないのだから本末転倒。

　不死鳥の心臓を食べれば不死になれる、なんていう眉まゆ唾つばな伝説があり、羽根も売れれば豪遊できる価格なため、それでも不死鳥討伐を試みる野心家は絶えないのだが。

　しかし、この渡りの時だけは、その超貴重な羽根が比較的安全に手に入る。

　そのため、渡りの時はこうして各地から羽根を求めて参加者がやってくるのだ。

　とは言え、楽な仕事ではない。

　不死鳥の移動速度は神話級の魔物としてはそれほど速くはないけれど、それでも馬などを使わなければ追うのは難しい。

　現に僕らは持久力に秀でた馬に乗って追いかけている。

　それも馬を走らせることができる場所であればいいけれど、山や森などでは自力で追わなければならない。

　空を飛んでいる不死鳥には地形など関係ない。

　そうしてずっと不死鳥を追い続けなければならないのだ。

　不死鳥が次の住処を決めるまで。

　そして、もし不死鳥の進路の先に人里があったなら、避難誘導のために先回りして動く必要がある。

　さらに、影響を受けるのは何も人間だけじゃない。

　不死鳥の通った場所にもともと生息していた魔物は、焼けだされて住処を追われることもある。

　そうした魔物がうろつき、周辺の生態系を変化させてしまうこともある。

　巡り巡って付近の街や村がその影響を受けることもあるのだ。

　その被害を未然に防ぐため、不死鳥の通ったルートを計測し、冒険者ギルドに報告することも、この一団の任務の一つだ。

「元気だねえ」

　ハイリンスが若干疲れた声で、羽根を取り合う一団を眺める。

「あれのために参加してる人たちだからね」

「つっても、もう十日目だぞ……」

　疲労の色が濃いハイリンスに、僕は苦笑で答えるしかなかった。

　そう、何を隠そうこの不死鳥追跡、もうすでに十日経たっているのだ。

　不死鳥は渡りの最中ずっと空を飛び続ける。

　それを追う僕らも、必然的にずっと追い続けなければならない。

　寝食もろくにできない強行軍は、すさまじい疲労感となって僕らに襲い掛かってきていた。

「クソ。気持ちよさそうに寝やがって」

　ハイリンスが恨みがましく、寝息を立てるヤーナを睨にらむ。

　そのヤーナは、僕の腕の中にいた。

　馬に相乗りして僕が寝ているヤーナを支えていることになる。

　こうでもしないと睡眠をとることはできない。

　食事だって馬を走らせながら携帯食をかじるしかないのだ。

　一番困るのは用を足すときだけど、この時ばかりは馬を止めて降り、急いでいたして一団に追いつくしかない。

　もちろん、トイレなんてものがあるわけもなく、青空の下でやるしかない。

　そのため、この一団で女性はヤーナのみ。

　女性にこの強行軍はいろいろと辛いものがあるだろうから仕方がない。

　出発の前にヤーナには残ったほうがいいんじゃないかと提案したんだけど、いついかなる時にも勇者のそばにいるのが聖女の役目と言ってきかなかった。

　案の定こうして途中で力尽きてしまったわけだけど、男のハイリンスでさえ精神的にも肉体的にも辛く参ってきているのだから、それもしょうがないことだと思う。

「だいたいからしてヤーナには危機感が足りない。男ばっかのところにほいほい年頃の娘が飛び込んでいくんじゃねーよ」

「それだけユリウスのことを信頼してるってことだろう。ユリウスであれば変なこともしないだろうし、他の連中に変なこともさせないってな」

　疲れからかいつもよりも辛しん辣らつなことを言うハイリンスをジスカンがとりなす。

「それも甘えだと俺は思うがね。聖女は勇者を支えるべき存在だっていうのに、ヤーナはユリウスに寄りかかっている」

「そんなこと言って、ハイリンスはヤーナのことが心配なんだろ？」

　素直にヤーナの身が危ないから心配しているんだと言えばいいのに。

　相変わらず天あまの邪じや鬼くなやつだ。

「前から気になっていたんだが、ハイリンスはヤーナのことが好きなのか？」

「はあ？」

　ジスカンが思い切ったことをハイリンスに聞いた。

　実を言うと、僕もそれは気になっていた。

　ハイリンスは天邪鬼だ。

　憎まれ口をたたき、いつもからかってばかりいるけれど、その実ヤーナのことを意識しているのではないかと。

　ただ、ヤーナは明らかに僕に気がある。

　それでハイリンスは遠慮をして一歩引いているのではないかと、そんな気もした。

「あー、ないない。神に誓って噓うそでもなんでもなく、俺がこいつのこと好きってのはない」

　もしハイリンスがヤーナのことを好きなら、それでも遠慮してその気持ちに蓋ふたをしているのなら、そう思って聞くに聞けなかったことを、ハイリンスはあっさりと否定した。

「そうなのか？」

「言っちゃうと、俺が好きなのは別の女性なんで」

　それは初耳だった。

　今までそんな素振りは見せたことがなかったので、てっきり距離の近いヤーナに想おもいを向けているのかと思ったのだけど。

「誰だ？」

　ジスカンがにやにやしながらハイリンスを問い詰める。

　女子は恋愛話が好きだというけれど、男だってこういう話題は大好物だ。

　僕も幼おさな馴な染じみの想い人とやらには興味がある。

「秘密」

「そう言わないで、教えてくれよ。幼馴染だろ？」

　もったいぶるハイリンスに、僕もジスカンに便乗して問い詰める。

「秘密だ。……どうせ、叶かなわない恋だしな」

　ハイリンスの表情を見て、僕は軽々しく聞いたことを後悔した。

　長い付き合いになるけど、ハイリンスのこんな表情は初めて見た。

　哀愁、恋慕、悔恨、そんな複雑な感情が混ざり合った顔だった。

　それを見て悟ってしまう。

　きっとその想い人というのは、もう会えない人なのだと。

　ハイリンスの思い出の中だけにしかいない人なんだろうと。

「ごめん」

「すまん」

「いいさ」

　僕とジスカンが謝り、ハイリンスがそれを許すかのように微笑ほほえむ。

　時折感じていたことではあるけれど、その時のハイリンスの表情は同い年とは思えない、とても大人びたものだった。

「俺のことよりユリウスのことだろ。お前、ヤーナの気持ちにこたえる気はないのか？」

　ハイリンスが話題を切り替えるようにこちらに振ってくる。

「そうだな。ヤーナ嬢ちゃんの好意はあからさまだしな」

　ジスカンもそれに便乗してくる。

　こんな場で言うのは何だけど、ハイリンスにさっき辛い告白をさせたばっかりだ。

　僕だけだんまりを決め込むのは気が引ける。

「僕は生涯独身を貫こうと思ってる」

　つまり、ヤーナの気持ちにこたえる気は、ない。

「それはまたどうして？」

　ジスカンの疑問に、僕は順序立てて説明するために一度考えをまとめようと目を閉じた。

「僕は、きっと長生きできない」

　言いながら目を開く。

「師匠に言われたんだ。『自分にできること、できないことを見極めることができず、無謀をすれば死期を早める』って。だから僕は、いつかきっと志半ばで死ぬことになると思う」

　ずっと考えていたことだった。

　僕が目指すのは、誰だれもが笑って暮らせるような、そんな平和な世の中だ。

　でも、それが実現不可能だってことは、自分自身よくわかっている。

　僕の力なんてちっぽけだ。

　勇者と言っても師匠にも勝てないし、目の前を飛ぶ神話級の魔物にもきっと勝てない。

　僕にできることは、あまりにも少ない。

　でも、それでも、僕は理想に向かって進み続けると、そう決めた。

　実現不可能だということを理解して、それでもそこに向かって突き進む。

　それは、師匠の言う無謀に他ならない。

　だから、僕の死期は早いに決まっている。

「生きてこその生き方だと、師匠は言いました。でも、僕はやっぱり、僕の理想を追い求めることをやめられない。そこに僕の力だけじゃどうしようもない困難が待ち受けているとわかっていても。いつか本当にどうしようもなくなって、力尽きるまで」

　でも、それに他人を巻き込むつもりはなかった。

「ヤーナには幸せになってほしいと思ってる。早くに死ぬとわかっている僕がその手を取るわけにはいかない」

　僕のその答えを聞き、ハイリンスは溜ため息いきをつき、ジスカンは神妙に頷うなずいた。

「それがユリウスの答えなら俺は余計な口出しはしないでおこう」

　ジスカンはそう言って引いた。

「俺はくっつくべきだと思うけどねー」

　けど、ハイリンスは僕の答えに不満なようだ。

「ユリウスは別にヤーナのことが嫌いなわけじゃないんだろ？　というか、好きだろ？」

「……そうだね。好きだからこそ、かな」

　好きだからこそ、幸せになってほしいと思う。

「だったら素直にくっつけばいいものを」

「それができたら苦労はないさ」

「あのな。どっちにしろ、お前が死んだらヤーナは悲しむぞ。お前の死を引きずって生きることになる」

「でも、他の人と幸せになる未来も残せる。僕の一時の感情で、ヤーナの一生を台無しにはできないさ」

「なんでお前とくっつくことが台無しになるんだ。お前の死を引きずることにはなっても、くっついてれば幸せな思い出を残せるかもしれないだろうが」

　そのハイリンスの言葉に、師匠の言葉とティーバさんの生き様が脳裏をよぎる。

「それに、俺はお前が死ぬこと前提で考えてることにも文句を言いたい」

　ハイリンスは鋭く僕を睨みつけてきた。

　かと思いきや、疲れたようにため息をついた。

「はあ。まさか勇者様ともあろうものが死にたがりだったとはねえ。がっかりだー。あー、がっかりだー」

「なにを？」

「死ぬこと前提に考えてる腰抜けが何かをなせるなんて思い上がるな。死ぬ気で死なないように死に物狂いで頑張れ」

　ハイリンスの物言いが冗談なのか本気なのか、一瞬判断に迷った。

　けど、きっとそれは本気の本心なのだろう。

「そうだね。うん。僕も死ぬつもりなんてないよ」

「おう。お前が死ぬのは俺の次だ。お前らはまとめて俺が守ってやるからよ」

「期待しておくよ」

　僕とハイリンスのそんなやり取りを、「青春してるねー」とジスカンが笑みを浮かべながら見守っていた。

　そんな時だ。

　先行していたホーキンが馬をかなりの速度で走らせて戻ってきた。

「てーへんでやす。この先に村がありまさあ」

「よし。みんな！　聞いたかい！　不死鳥の先回りをして村の人たちを避難誘導するんだ！」

　一団に向けて大声で指示を出せば、野太い「おう！」という掛け声が返ってきた。

「ヤーナ。起きて」

「うん、うむん」

　ヤーナの寝ぼけ声が妙に色っぽく聞こえてしまう。

　さっきまでしていた話が話なだけに、少し意識してしまう。

「ヤーナ」

「は！　目玉の王様！」

　少し強めに呼びかけると、ヤーナはよくわからないことを叫びながら目を覚ました。

　いったいどんな夢を見ていたんだ？

「あれ？　目玉の王様が唇の騎士と耳の女王の浮気を問い詰めて？　あれ？」

　本当にどういう夢なんだ!?

　ちょっと気になる。

　その後寝ぼけるヤーナをしっかりと覚かく醒せいさせ、僕らは不死鳥を追い越して村へと急いだ。




「そんな！　避難しろって！　家はどうなるんだ!?」

　村人に不死鳥が迫っていることを説明し、避難するように呼び掛けたところ、一人の男性が文句を言ってきた。

　人里で避難を呼びかけるのはこれが初めてではなく、他の村や街でも似たようなことはあった。

　その時はこちらの再三の説得によって折れてくれたのだけれど、今回は様子が違った。

「家が燃えちまったら避難したってもう生活できねえ！　俺は残って家を守る！」

　男性はこちらの説得に全く耳を貸さず、梃子てこでも動く気がなさそうだ。

「おっさん、ここに残ってても危険なだけだ。家を守るったって、あんたも家ごと燃やされておしまいだぞ？」

「構うもんか！　この家は俺のすべてだ！　この家が燃えてなくなるなら生きてたってしょうがねえ！」

　ハイリンスの説得にも全く応じない。

「勇者様、どうすんだい？」

　困ったように一団の一人が聞いてくる。

　僕も途方に暮れていた。

「あんた、勇者なのか？」

　すると、男性が僕に話しかけてきた。

「ええ、そうです」

　何か説得のきっかけになるかもしれないと思い、僕は話をしてみることにした。

「あんた勇者なんだったら俺の家を守ってくれよ!?　勇者ならできんだろ!?」

「それは……」

「おいおっさん。いい加減にしろ。それができたら避難勧告なんてしてないだろ？」

「なんでだよ!?　勇者なんだろ!?　勇者なら俺を助けてくれよ!?　なあ!?」

　男性は家の壁に抱き着き、そのまま泣き出してしまった。

　よっぽどその家に思い入れがあるのか、このままでは本当に家とともに心中しかねない。

「……わかりました」

「おい！」

　僕の返答にハイリンスが肩を摑つかんでくる。

　一団もざわついている。

「本当か!?」

「ええ。この家は僕が責任をもって守ります。だから、あなたは安全な場所まで避難してください」

「そう言って家を見捨てたりは……」

「しません」

　男性の目をまっすぐ見つめながら言い切る。

「よろしくお願いします」

　僕の言葉を信じてくれたのか、男性は家に抱き着いていた手を離し、僕の手を取って深々と頭を下げた。

　そして男性を含めた村人たちは一団に先導されて避難していった。

「で？　どうすんだよ？」

「どうしよう？」

「プランなしかよ……」

　ハイリンスが呆あきれたように頭をかく。

「このまま見捨てるっていうのは？」

「しないって約束したからね」

　僕の返答にハイリンスは特大の溜息を吐き、助けを求めるように他のメンバーに視線を向けた。

「ユリウスがやると決めたのなら、聖女としてサポートするのみです！」

「まあ、こうなった以上やるしかないだろ」

「なーに。あれを倒せってわけじゃねーんです。やりようはありまっさ」

　三者三様の答えにがっくりと肩を落とすハイリンス。

「守ってくれるんだろ？」

「だー！　わかったわかった！」

　冗談めかして言うと、ハイリンスは諦あきらめたかのように息を吐いた。

「で？　実際のところどうするんだ？」

　そう言ってハイリンスが見たのは、ホーキンだった。

「不死鳥は神話級の魔物でっせ。戦っても勝ち目はありやせん」

　ホーキンは僕らの中で一番情報に精通している。

　そして、その情報をもとに僕らの作戦を立案するのはホーキンの仕事だった。

「だから、戦わずにこの村を避けてもらうんでさあ」

　そしてホーキン提案の作戦を僕らは決行した。




　不死鳥の進行方向に、煙が立ちはだかっていた。

　不死鳥はそれを嫌がるように避け、進路を変えていく。

　僕らがやったことといえば単純。

　不死鳥の嫌う臭いを発する煙を焚き、風の魔法を使ってそれを制御。

　不死鳥が煙を避けて進路を変えてくれるように誘導しただけだ。

　不死鳥は比較的人前に姿を現しやすい神話級の魔物ということで、研究がある程度進んでいる。

　そのため、不死鳥が嫌うものも判明しており、これを使えば不死鳥の進路を変えることはできるのだ。

　ただし、この方法には欠点がある。

　その不死鳥が嫌う臭いの元となる素材が、とても貴重なのだ。

　それは、火龍の糞ふん。

　同じ炎の系列の魔物である不死鳥と火龍だけど、その仲は悪いらしい。

　火龍のいる場所に不死鳥は絶対住み着かない。

　なので、その火龍の臭いがする糞を燃やして出た煙を不死鳥は避ける。

　しかし、火龍は最低でもＳランクの魔物。

　個体によっては不死鳥と同じ神話級に分類されているものもいる、強力な魔物だ。

　さらに、火龍は基本的に群れで生活している。

　生息している場所も活火山の付近など、人が立ち入りにくい場所がほとんど。

　その糞の採取は不死鳥の羽根の採取と同じかそれ以上に危険を伴う。

　その貴重な糞は、不死鳥が大きな街に向かってしまった時のために使用される。

　大きな街だと住人の避難が難しく、不死鳥に進路を変えてもらったほうが安全だからだ。

　なので、その万が一の時のために火龍の糞は温存しておかなければならない。

　では、僕たちが今あげている煙は何かというと、その火龍の糞をごく少量だけ拝借し、燃やしたものだ。

　本当ならば有事の際のために取っておかなければならない火龍の糞だけれど、ごく少量であれば使ってしまっても問題にはならない。

　もちろん、そんな少量だと不死鳥をどかすだけの満足な煙は出せない。

　なので、燃やして出た煙を風魔法でかき集め、それを不死鳥の鼻先に近づけているのだ。

「さすが人族最強の魔法使いの一番弟子と言ったところか」

　ジスカンが感心したように言う。

　が、残念ながらそれに答えている余裕は僕にはない。

　魔法というものは、本来決まった形、威力を持っている。

　そこに手を加えるというのは、師匠が世界で初めて行ったもの。

　魔法をただ「出す」のではなく、「操る」。

　その難易度は師匠が成功させるまで世界で誰だれもなしえなかったのだから、低いはずもない。

　風の魔法とは本来、一方向に風を吹かせる程度のことしかできない。

　それを、煙を集めて、さらに不死鳥の鼻先に持っていくというのは、とんでもなく難しい。

　集中力を切らしたら一気に魔法は霧散してしまい、煙もまた散ってしまうだろう。

　やっていることは地味なのに、ある意味大魔法を発動させるよりも大変だ。

「よし！　不死鳥の進路がずれていく。そのままもうちょい右だ」

　ハイリンスの指示に従い、煙を操って不死鳥の進路をずらしていく。

　このままいけばうまく不死鳥を誘導できる。

　そう思った瞬間、風が吹いた。

「あ!?」

　魔法ではない、自然の風が吹く。

　その風に押され、煙がもろに不死鳥の顔にぶつかった。

「キイィィィィ！」

　甲高い不死鳥の鳴き声。

「まずい！」

　不死鳥は自ら人を襲うことはなく、神話級の魔物の中ではかなり温厚な気性をしていると言われている。

　しかし、それでも敵対者には容赦しない。

　煙を進路を妨害するように操るだけならばこちらに攻撃を仕掛けてくるほどではなかったけれど、それを直接ぶつけられれば話は別らしい。

　不死鳥がこちらを向く。

　その眼めには明らかな敵意が宿っていた。

「ジスカン！　ヤーナとホーキンを連れて逃げろ！」

　とっさに叫ぶ。

「そんな！　待って！」

　ジスカンは僕の指示通り、ヤーナとホーキンを両脇に抱えて走り出した。

　ヤーナが制止するように叫ぶけれど、ジスカンの足は止まらない。

　ジスカンはわかっているんだ。

　神話級の魔物と敵対したら、どうなるのかを。

　不死鳥が大きく翼を広げる。

　僕は咄とつ嗟さに前に駆け出した。

　少しでもジスカンたちから距離をとるようにと。

　狙ねらわれているのは、僕だ。

　僕が無理を言って付き合わせたのだから、被害を受けるのは僕だけにしなければならない！

　不死鳥が羽ばたく。

　炎の波が襲い掛かってきた。

　光魔法の障壁を展開する。

　しかし、ありったけの魔力を注ぎ込んで作った障壁が、まるで紙のように呆気あつけなく燃え尽きる。

「盾よ！」

　障壁が燃やされる一瞬の隙を縫うように、いつの間にか僕の前に出ていたハイリンスが盾を構えて立ちはだかった。

「ハイリンス！」

　僕の叫び声が、炎の渦に飲み込まれる。

　衝撃は一瞬。

　しかし、その一瞬でハイリンスが掲げた盾ごとその身を焼かれるのを、はっきりと目にしてしまった。

　けど、ハイリンスが身を挺ていして僕を守ってくれたため、僕は余波による軽度の火傷やけどで済んでいる。

　炎が通り過ぎ、視界が晴れる。

　僕の目の前には全身を焼けただれさせたハイリンスが、それでも盾を掲げたまま立っていた。

　不死鳥は一度の攻撃で満足したのか、こちらを一いち瞥べつしてから飛び去って行く。

　その直後、ハイリンスが膝ひざからくずおれ、倒れた。

「ハイリンス！」

　倒れたハイリンスに駆け寄り、急いでまだその体で燻くすぶっている火を払いのける。

「ハイリンス!?」

　背後からヤーナの声が聞こえてくる。

　ジスカンがヤーナを担いで急いで戻ってきてくれたようだ。

「ヤーナ！　すぐに治療を！」

「はい！」

　ヤーナが治療魔法を使う。

　僕もそれに合わせて治療魔法を使い、ハイリンスの体を治していく。

「ハイリンス！　死ぬな！」

　全力で治療魔法を使い続ける。

　ホーキンが懐から瓶を取り出し、ハイリンスに中の液体を振りかける。

　治療薬だ。

「うっ！」

「ハイリンス！」

　ハイリンスがうめき声を上げる。

「……死なねえよ。俺が死んだら、次は、ユリウスの番なんだろ？」

　ハイリンスが弱々しく、しかししっかりとした口調で答える。

「無茶して」

「お前が言うな」

　ハイリンスは一命をとりとめた。

　その健闘を称たたえるかのように、ひらりと不死鳥の羽根が一枚、すぐそばに落ちてきた。




　ハイリンスは一命をとりとめたものの、これ以上の不死鳥の追跡はできないと判断され、僕らは後を一団に任せて抜けることになった。

　ハイリンスの容態を見て、村で一晩休ませてもらうことになった。

　貸してもらった一室でハイリンスを横に寝かせる。

　そこに、不死鳥と対たい峙じするきっかけになった避難を拒んだ男性が訪ねてきた。

　男性はボロボロになったハイリンスの姿を見て顔を青くしていた。

「お、俺のせい、か？」

「……約束通り、家は無事だぞ」

「お、俺、あの家、死んだかみさんと一緒に作って、そんで……」

「よかったじゃないか」

　男性にハイリンスはそっけなくそう言う。

「……ありがとうございます！」

　男性はそう頭を下げて、そそくさと行ってしまった。

「こんなもんだ。命はって、ああいう身勝手な奴やつの願い聞いて。ユリウス、お前はこれで満足か？」

　ハイリンスはそう真しん摯しに問いかけてくる。

　きっとハイリンスは、誰彼構わず救うのはやめるべきだと、そう言いたいのだろう。

　それは間接的に、僕のことを責めているようでもあった。

　あの男性の願いを聞き入れたのは、僕のわがままだ。

　あの男性を力ずくで家から引きはがし、強制的に避難させていれば、今回のような危険を冒す必要もなかったはずだ。

　そして、そうであればハイリンスが死にかけることもなかった。

　だからハイリンスが怒るのも正しい。

　そしてそれ以上に、ハイリンスは無謀な僕に対して怒っているんだと感じる。

　でも、それでも、また同じような状況になれば、僕は同じような選択をすると思う。

「ごめん、ハイリンス。それでも僕は、きっとまた同じように手を差し伸べると思う。身勝手な僕に付き合わされるハイリンスには悪いと思うけど」

「身勝手って。お前な。それは身勝手とは言わない。身勝手っていうのはさっきのおっさんみたいな奴のことを言うんだ。お前のそれはお人よしっていうんだ」

　ハイリンスが呆あきれたように嘆息する。

「たしかに、彼は身勝手だった。でも感謝していたし、ハイリンスが怪我けがをしたことに責任を感じてもいた。彼はきっと今回のことで、自分が身勝手だったということを学んだと思う。だから、今日僕らに抱いた感謝の気持ちを、きっと明日には他の誰かのために使える。そう僕は信じている」

「……底抜けのお人よしめ」

　ハイリンスは諦あきらめたように目を閉じた。

「ハイリンス、ごめん」

「……いいさ。お前はそういう奴だって知ってる」

　ハイリンスが苦笑する。

「だがな。お前が言うほど人は正しくはなれない。あのおっさんだって、今回ユリウスが助けたことで、助けられるのが当たり前だって、そう勘違いするかもしれん。ユリウスが助けたことで感謝する人はいる。それからユリウスみたいに正しくあろうと見習う人もいるかもしれない。でもな、みんながみんなそうじゃないんだ。それを覚えておいてくれ」

「……うん」

　ハイリンスの言う通りだと思う。

　いくら僕が頑張ったところで、改心しない人はいる。

　かつての人身売買組織の賊たちがそうだったように。

　そうでなくても、僕のことを都合のいい存在としか見てくれない人もいるだろう。

　悲しいけれど、万人の心を変えられるような力は、僕にはない。

　そっと、マフラーに触れる。

「そんな顔するな。俺はユリウスのそういう甘ったれな部分が好きだからついてきてるんだ。それはこれからも変わらん」

　相当落ち込んだ顔をしていたのか、ハイリンスに慰められる。

　そして、ハイリンスの言葉は、これからも僕についてきてくれると遠回しに告げていた。

　正直に言えば、こんな無茶をさせてしまったからには、ハイリンスはもうついてきてくれないかもしれないと心のどこかで思っていた。

　だから、ハイリンスがこれからもそばにいてくれるというのは、とても嬉うれしく、心強かった。

「ユリウスが無茶をするのは今に始まったことじゃないだろ？　この怪我はそのユリウスについていけなかった俺の未熟の証あかしだ」

「そんなことはないよ」

　不死鳥の炎は、僕でも直撃すれば死にかねないほどのものだった。

　僕がほぼ無傷ですんでいるのは、ハイリンスが身を挺して僕をかばってくれたからだ。

　未熟というのならば、ハイリンスにかばってもらった僕のほうこそ未熟だ。

「ハイリンス。改めてごめん。そしてありがとう」

「おう」

　無茶をさせてごめん。

　そして、そんな僕についてきてくれてありがとう。

「そうだ、これ」

　僕は拾った不死鳥の羽根をハイリンスに差し出す。

「なんだ？」

「ハイリンスが持ってて」

　僕が羽根を差し出した理由に思い至らないらしいハイリンスにそう言う。

「は？　なんで俺が持ってなきゃならん？　それはお前が持ってろ」

　差し出した羽根の受け取りを拒否するハイリンス。

　僕は無理やりハイリンスの手に羽根を握らせた。

「おい！」

「これはハイリンスが持ってて」

「だからなんでだよ!?　お前、自分の価値わかってんのか!?　俺よりもお前のほうが死んじゃいけない人間だろうが！　これはお前が持ってるべきだ！」

　羽根を突き返そうとしてくるハイリンスだけど、僕はそれを受け取らない。

「僕は死なないから大丈夫」

「何言ってんだ!?」

「だってそうだろ？　僕が死ぬのは、ハイリンスの次なんだから」

　僕の言葉にハイリンスが絶句する。

　それはハイリンスが僕に言った言葉だ。

　ハイリンスが生きている限り、僕らの命は守ると他ならぬハイリンスが宣言したんだから。

「僕は死なないけど、ハイリンスは盾役なんだから死ぬ確率高いでしょ？　だったら僕よりもハイリンスが持ってたほうがいいよ」

「おま、お前なあ……」

　ハイリンスが寝たまま頭を抱える。

「だがそれとこれとは話が別だ。これはお前が持ってろ」

「い、や、だ！」

「おーまーえーなー！」

　その後僕とハイリンスの押し問答は、ハイリンスが疲れて寝てしまうまで続いた。

　僕はね、ハイリンス。

　ヤーナと同じように、君にも幸せになってほしいんだ。
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そふぃあちゃん日記９






　骨は、んー、今日はいいわ。

　え？　熱でもあるのかって？

　んー、あながち間違っちゃいないわね。

　なんかこの頃調子悪いのよね。

　こう、熱っぽいっていうか。

　ああ、でも実際に熱があるわけじゃないのよ。

　ただなんか体が重い感じがするし、気怠いっていうか。

　他に症状？

　そうね、ああ、そういえばなんか男子の首筋見てるとムラムラするわ。

　ちいすーたろか？

　あんたたちそれどこで、って、一人しかいないわね。

　そうね、なんか血を吸いたい気がするわ。

　やらないわよ。

　むかつくガキどもだけど、さすがに襲ったりはしないわ。

　我慢するわよ。








Ｙ10　ユリウス十六歳　仲間






「おいっすー。お久っすー」

　揺れる双丘。

　服の上からでもその動きがわかる。

　鋭く僕の視線の先を感知したヤーナが、軽くわき腹を小突いてくる。

「やあ、久しぶりだね、オーレル」

　僕は久しぶりに会った妹弟子であるオーレルに挨あい拶さつをした。

　僕らは今、帝国のとある街を訪れていた。

「現地で責任者と合流って話だったけど、まさかオーレルだとは思わなかったよ」

「あっはっはー。これでもアタシ宮廷魔導士っすからねー。あはー。人生何があるかわからねーっすわー」

　オーレルがその大きな胸を張りながら黄昏たそがれている。

　オーレルはもともと師匠の小間使いだった。

　それが何をどう間違ったのか、師匠に魔法の才能を見み出いだされて強制的に弟子にさせられ、あれよあれよという間に気づけば宮廷魔導士になっていた、らしい。

　本人は適当に働いて、適当に結婚して、適当に生きていくことを目標にしていたらしいけど、その当初の人生設計からはかけ離れた生活をしている。

「宮廷魔導士としての生活は大変なの？」

「超大変っす」

　目が死んでいる。

「宮廷魔導士ってうちの師匠と同類の変態ばっかなんすよ？　しかもそいつらなぜかアタシのこと姉さんって呼んでくるんすよ？　あんたらのほうが年上でしょーに！」

　師匠の同類が集まった魔ま窟くつ。

　うん、それだけで大変そうだというのがよくわかる。

「あー、まあ、積もる個人的な話は今度にして、仕事の話をするっす。とりあえずギルド長が待ってるんでついてきてくださいっす」

　そう言ってオーレルは僕らを冒険者ギルドまで案内していく。

「ここのギルドにはなにかと縁があるっすねー」

「前にも何かあったのかい？」

「ほら、例の師匠が取り逃がした特異オーガっすよ」

「ああ。そうか。ここがそうだったのか」

　その話は聞いたことがある。

　帝国で発生した特異オーガ。

　オーガとは思えない強力な個体で、数多くの冒険者が犠牲となり、ついに師匠が出陣する大事になったというもの。

　しかも、その師匠が剣聖と言われる世界最高峰の剣士と組んで討伐に当たったというのに、取り逃がしてしまったというのだから、当時はかなり話題になった。

　とは言え、魔の山脈に逃げ込んで以降、その姿を見た人はおらず、魔の山脈に住まう氷龍に殺されたのではないかと言われている。

　どうやらここがその特異オーガが出た街らしい。

「ちえー。また薬草採取かよ」

「クニヒコ、文句言わないの」

　冒険者ギルドの前にたどり着くと、シュンと同じくらいの年の子供が二人出ていく。

　それと入れ違いに中に入ると、こちらを見ていた男性と目が合った。

「あ、ゴトーさんじゃねえっすかー。ギルドマスターいます？」

「オーレルちゃんか。ちょっと待ってな」

　そう言って男性は慣れた足取りで奥に入っていく。

　冒険者ギルドの奥は職員以外基本立ち入り禁止のはずで、今のゴトーさんとやらは職員じゃなくて冒険者に見えたけど、いいのかな？

「お通ししていいってよ」

「はいなー。じゃあ、こっちっす」

　奥からゴトーさんの声が聞こえ、オーレルがそちらに行くよう僕らを促す。

　その通りに奥に行くとギルドマスターの部屋があり、僕らはそこに通された。

　部屋の中にはギルドマスターと思わしき初老の男性と、先ほどのゴトーさんが待ち構えていた。

「ようこそおいでくださいました、勇者様。ここのギルドマスターをしとるものです」

　ギルドマスターがそう言って自己紹介をしてくる。

「俺はここで冒険者をやってるゴトーってもんです。よろしくお願いします」

「勇者のユリウス・ザガン・アナレイトです」

　あらためてゴトーさんが挨拶をし、僕らも順に自己紹介していく。

　それが終わると席に座るよう促された。

「さて、では早速ですが本題に入りましょうか。勇者様はどこまで聞いております？」

「ほとんど何も」

　ギルドマスターが話を切り出したけど、僕らはここに来るまで詳しい話を聞いていなかった。

　ただ、とても厄介な話が舞い込んできたとだけしか聞いてない。

「ああ、まあ、じゃあ、順を追って説明しますか」

　ギルドマスターはそう言うと、この街、というかこの街の周辺を取り巻く状況を説明してくれた。

「この街は魔の山脈のすぐ近くにあります。んでもって、もうちょい東に行けば魔族領との緩衝地帯にぶつかります。まあ、要は魔族領が近いんですわ」

　ここは帝国でも辺境に位置している。

　魔族領が目と鼻の先にあるような場所だ。

「ちゅうても、魔の山脈を越えるのは不可能。山脈を迂う回かいするルートがないわけじゃありませんが、そこも部族が縄張りにしとるし、山脈に比べてマシとは言え自然も厳しい。魔族がこっちに流れてくるのはよっぽどのことがないとないっちゅーことです」

　魔の山脈は氷龍が住まう上、極寒の環境で人が通れるような場所ではない。

　そこを迂回するルートにも、魔族を狩ることを生業なりわいにした部族が住んでいる。

　なので、魔族領に近いとはいえ、魔族の侵攻に脅えることはなかったという。

「しかし、そこの部族の一つが数年前に魔王の配下に壊滅させられる事件がありましてな。それ以降問題が出てきたんですわ」

「魔族が攻めてきているということですか？」

「いんや。魔族が来てるっていうのは正解ですが、攻めてきてるわけじゃないんです」

　てっきりこの機に魔族が少しずつ攻めてきているのかと思いきや、そうじゃないらしい。

　だというのに魔族が来ている？

「では、なにが？」

「魔族の難民です」

　それは、まったく予想だにしていなかった言葉だった。

「え？　難民？」

　どうやら僕と同じ気持ちらしく、隣に座ったヤーナが目をぱちくりさせている。

　ちなみに、ヤーナの反対側にはオーレルが座っている。

　そして、ここのソファはそこまで大きくなく、結構窮屈に座っているため、体が密着していたりする。

　意識すまいとは思うけど、両側から柔らかい感触がして、その、困る。

　駄目だ。真面目な話をしているのだからそちらに集中しないと。

「こっちまで抜けてくる魔族の数は多くないんですがね。部族の一つが壊滅して、その穴をうまくつきたいって魔族が、ちらほらこっちに抜けてこようとしとるんです。で、その理由が、夜逃げやら何やら。要は魔族領でやっていけなくなって逃げてきた連中なんです」

　ギルドマスターの説明に、僕はしばし呆気あつけに取られていた。

　魔族と言えば、人族の永遠の敵。

　人族にとって戦い続ける宿命の相手であり、恐怖の象徴でもある。

　その魔族が、まさか夜逃げして難民となって人族領に流れ着いてくるなど、誰だれが想像するだろう？

「あの、それ、その魔族は？」

「かわいそうだとは思いますがね、さすがに魔族を人族領に入れるわけにはいかんので、送り返すかこっちで処刑するか。どっちかです」

　逃げてきた先でも待っているのは過酷な運命。

　魔族とはいえ、少し同情してしまう。

「捕まえた魔族への尋問で魔族領が今どうなってるのか聞きだしたんですが、どうも向こうは酷ひどい有様なようで」

「なんでまた」

「どうやら新しい魔王の代になってから、税やら徴兵やらが厳しくなったらしいです」

　魔王が新しくなったというのは、神言教経由で聞いている。

　さすがにそれがどういう人物なのかまではわからないけれど、今の話を聞くとろくでもない統治者に思える。

「それで夜逃げか。魔族も世知辛いな」

　ハイリンスがボソッとこぼす。

「と、ここまでが前振りみたいなもんで、こっからが本題です」

　ギルドマスターが一枚の紙を取り出す。

「これは？」

「こちらに抜けてきた魔族の男が持ってたものです。そいつはこれを届けるためにやってきたと」

「拝見しても？」

「魔族語で書かれてますが」

「大丈夫です。読めます」

　来る魔族との戦いのために、僕も魔族語の勉強はしていた。

　会話も読み書きも問題なくできる。

　そして手に取った紙には驚くべきことが書かれていた。

　新魔王の治世があまりにも苦しいため、反乱を予定している。

　魔王を討つために人族とも協力したい。

　魔王はきわめて強力で、できれば討伐のために勇者の力を借りたい。

　協力の是非にかかわらず、一度密会をしたい。

　要約するとそのようなことが書かれていた。

「怪しい」

「怪しすぎるな」

「罠わなの臭いがプンプンしまさー」

　ハイリンスとジスカン、ホーキンは罠だと断言した。

「でも、夜逃げが横行するほど魔族領が酷い状況なのは本当なのですよね？　もしかしたら本当にこちらの助けを求めているのでは？」

　とはヤーナの弁。

　手紙には密会の希望日と場所が記されていた。

　そこは魔族領との緩衝地帯の中で、深い森になっているところだという。

　そして希望日は数日後に迫っていた。




「罠だと思うがなー」

「だろうね」

　ハイリンスの呟つぶやきに、僕も首肯する。

「だったらなんで俺たちはその罠に突っ込んで行こうとしてるんだろうな？」

「罠じゃない万が一の可能性に賭かけて、かな」

　僕らは今、手紙で指定された密会場所に向けて森の中を進んでいた。

　手紙の内容の真偽については、十中八九罠だという結論に至った。

　魔族の難民がこちらに流れてきているのは事実だけれど、だからといって反乱を起こすために長年の敵である人族の、しかも魔族にとって怨おん敵てきともいえる勇者の力を借りたいというのは、あまりにも突飛すぎる。

　難民の供述からわかる魔族領の状況から、手紙の内容にもある程度の信しん憑ぴよう性せいはある。

　けど、不自然だ。

　たとえ新魔王の治世が酷いもので、本当に反乱を企てているのだとしても、敵である人族の力を借りようとは思わないはずだ。

　そう考えれば、あの手紙は勇者である僕をおびき出すための罠だと考えるのが自然。

　だから僕らは、罠があるという前提で密会指定場所に向かう。

　本来ならば罠だとわかっているのなら無視するのが最善だ。

　わざわざ罠があるとわかっている場所にのこのこ行く必要はない。

　それでも僕らが危険を冒して罠に飛び込んで行こうとしているのは、本当に魔族が切羽詰まって追い詰められ、僕らに助けを求めてきていた場合を想定してだ。

　おそらくそれはない。

　しかし、魔族領の状況を考えると、絶対にないとは言い切れない。

　もし万が一、本当に魔王に反旗を翻すために僕らの力を必要としているのなら、見捨てるわけにはいかない。

　それに、それを機に人族と魔族のわだかまりを少しでもなくせればとも思う。

　人族と魔族の確執はそう簡単になくなるものではないけれど、和解への一歩を踏み出すきっかけにはなるかもしれない。

　虫のいい話だとはわかっている。

　そんなものは夢物語で、これから向かう場所には罠が待ち構えていると、そうわかってはいる。

　でも、可能性はゼロではない。

　ならば、そのわずかな可能性を捨てることはできなかった。

「ユリウスならそう言うだろうなって思ってたさ」

「ユリウスがそれを選択するなら、私はついていくだけです」

「ふ、甘ちゃんだが、それでこそユリウスだよな」

「罠だったらその時はその時でやすよ」

　仲間たちは僕の決定に苦笑しながらもついてきてくれた。

　付き合わされる他の人たちには申し訳ないけれど、僕らはあえて罠に飛び込んでいく。

「あー、アタシはどうして森の中を歩いてるんすかねー？　超貧乏っすけどこれでも貴族の娘なんすよ？　どこで人生設計間違えたんすかねー？」

　どんよりした目でぶつぶつ文句を言っているオーレル。

　今回向かうのはいつもの僕らのメンバーに加え、オーレルと帝国の軍人たち。

　そして、ゴトーさんをはじめとした冒険者数名。

　合わせて二十人。

　罠を警戒しつつ、森の中を進んでお互いが邪魔にならないギリギリの人数だった。

　密会場所に指定されたのは本当に道のない森の先だった。

　僕らは生い茂った草木を切り払いながら、即席の道を作って進んで行く。

「こんなところを密会場所に選ぶなって文句言いたいっすわー」

「部族の目を盗んで、かつ魔王の目も盗みたかったのかもしれないね」

　緩衝地帯には部族が広範囲に散っている。

　人が通りやすい場所ではどうしても部族に見つかってしまう。

　それを避けるためには、こうした人が立ち入ることができない場所にするしかなかったのかもしれない。

　そしてもう一つ、魔族側でも魔王の目を欺く必要があったのかもしれない。

「っ!?」

　振り向く。

「ど、どうしました？」

　急に振り向いた僕に、ヤーナが驚いて声をかける。

　それには答えず、森の奥をじっと見つめる。

　なにも、ない？

「ユリウス、どうした？」

　僕の様子がおかしいことに気づき、ハイリンスが警戒しながら聞いてくる。

　ジスカンやホーキンも得え物ものを手にし、臨戦態勢となる。

「誰だれかに見られていた気がした」

　僕がそう言うと、みんなが僕の視線の先を探るように見た。

「……誰もいないでやす」

　僕らの中で最も索敵に優れたホーキンがそう言う。

「……気のせい、だったのかな？」

「わからんぞ。誰かが潜んでいて、ユリウスに気づかれたから逃げたのかもしれん」

　ジスカンがそう警告する。

「罠があるかもしれないんだ。待ち伏せにも警戒して損はない」

「そうだね」

　これを機に、周辺の索敵をしっかりとしながら慎重に進んで行った。

　自然と会話は途切れ、緊張感を保ったまま密会場所に到着する。

　そこにはすでに相手が待っていた。

　そこにいたのは二人。

　一人は少年。

　もう一人は女性だった。

　豊満な胸を大きく露出させた服を着た、艶あでやかな女性魔族。

　オーレルよりも、さらに大きい!?

「ようこそおいでくださいました！」

　その女性魔族が胸を弾ませながら満面の笑みで近づいてくる。

　そして、感極まったように僕の手を取った。

　不覚、だったのだと思う。

　一瞬とはいえ、僕は彼女の胸に視線が行ってしまい、油断した。

　いつだったかジスカンが言っていたことを思い出す。

　色仕掛けに耐性をつけておいたほうがいいと。

　そしてそれと同時に、魔族にはそれを生業なりわいとした一族もいるのだと。

「ぐっ!?」

　全身に走る激痛。

　とっさに女性魔族の手を振り払う。

　これは、暗殺者が好んで使う毒手のスキル!?

　だが、僕の耐性を抜いてここまでダメージを与えるとなると、ただの毒手じゃない！

　上位の毒攻撃のスキルか、もしかするとさらにその上位の猛毒攻撃!?

「いきなりかよ!?」

　ハイリンスが僕と女性魔族の間に割って入る。

　同時に、少年魔族のほうが魔法を発動。

　氷の弾丸が僕ら目がけて飛来してくる。

　それを、オーレルの放った火球が迎え撃ち、相殺。

「僕の魔法に張り合うだと!?」

　少年魔族が驚いたように叫ぶ。

　それに合わせるかのように、茂みからたくさんの武装した男たちが姿を現し、突撃してきた。

「クソ！　やはり罠だったか！」

「やれ！　逃がすな！」

　ジスカンが武器を構え、女性魔族が突撃してきた魔族兵たちに指示を飛ばす。

　これだけの兵が隠れ潜んでいれば、すぐに気づくことができた。

　だからこそ、奴らは初手で不意を打ってきたのだ。

　最初からこちらを潰つぶすつもりで。

「はあ！」

　迫りくる魔族兵を切り捨てる。

　鮮血が飛び散り、後続の魔族兵が気け圧おされたように動きを止めた。

「魔王を倒すんじゃなかったのか!?」

「あんなの倒せるわけないでしょうが！」

　最初からその気などなかったとわかっていても、僕は叫ばずにはいられなかった。

　そしてその返答は、僕の予想外のものだった。

　女性魔族は騙だまされた僕を馬鹿にするでも、無言で受け流すでもなく、激げき昂こうしてきた。

　まるでままならない現実に苛いら立だつように。

「従うしかないんだよ！　私らにはあとがないんだよ！」

　女性魔族が鞭むちを取り出し、振るう。

　鞭というのは射程が長く攻撃範囲こそ広いものの、威力は見た目ほどない。

　しかし、それが毒攻撃と合わされば、触れたものに毒を簡単に盛ることができる凶器と化す。

　ハイリンスが迫りくる鞭を盾で防ぐ。

「問答無用とはこのことだな!?」

　ハイリンスが苛立ちを隠せないように叫ぶ。

　僕らは罠を警戒していたけど、それにしたっていきなり襲い掛かられるとは思っていなかった。

　いや、言い訳はよそう。

　罠があるとわかっていながら、女性魔族を不用意に近づけ、手を取られてしまった僕の油断だ。

　ならば、その汚点はすぐに雪すすがなければならない！

「はあ！」

　迫ってきていた敵の兵を剣で切り伏せ、別の兵を魔法の光球で撃ち抜く。

　そしてもう一発、光球を女性魔族に向けて放つ。

「くう!?」

　鞭で光球を迎撃しようとした女性魔族が呻うめく。

　鞭は光球を相殺することができずに弾け飛び、その手にまでダメージを与えていた。

　手を押さえ、一歩後ろに下がる女性魔族。

　彼女を守るように魔族兵が僕の射線の間に割って入る。

　仕留めきれなかったか……。

「数が多い。ユリウスやれる……、ちっ！　撤退だ！」

　ハイリンスが撤退を指示する。

　それは僕の状態を見ての判断だった。

　最初の不意打ちで、僕はかなりの毒をもらってしまった。

　実はかなり苦しい。

　それに相手の数はこちらをはるかに上回っており、このまま戦い続けても勝ち目は薄い。

「ジスカン！　ユリウスに肩を貸してやれ！」

「おう！　さあユリウス！」

　ジスカンが僕に肩を貸す。

「逃がすな！　ここで確実に仕留めろ！」

　女性魔族が怪我けがをした手を押さえながら叫び、魔族兵たちが殺到してくる。

　少年魔族が魔法を連打。

　オーレルはそれに対抗している。

　ホーキンが切り札の魔道具をばらまき、魔族兵たちの突撃を止め、さらにゴトーさんが片刃の剣を振ると、雷が降り注いだ。

　すごい！

　ゴトーさんの持つあの剣は、雷の魔剣か！

「今だ！　引け！」

　ハイリンスが殿しんがりを務めながら、逃走を試みる。

　僕もジスカンに肩を貸してもらいながら走り、横に並走したヤーナが治療魔法で僕の解毒を試みている。

　僕は最後の力を振り絞って、背後に向けて光魔法の範囲魔法を放つ。

　聖光魔法のほうが威力は高いけど、残念ながら僕のスキルレベルでは聖光魔法の範囲魔法は覚えていない。

　覚えていたとしても、今の状況ではちゃんと発動できたか怪しい。

「くっ！」

　自分の放った魔法の結果を確認する余裕もなく、ジスカンに支えられながら足を進める。

　ヤーナの治療魔法によって毒はあらかた除去できたようだけれど、失った体力まで戻ってくるわけではない。

　ヤーナが並走しつつさらに治療魔法を僕にかけてくる。

　徐々に体が楽になってくるけれど、これ以上戦うのは厳しいと判断せざるをえない。

「よし！　振り切れるぞ！」

「もういっちょくらえ！」

　ハイリンスの声が後方から聞こえてきて、さらにゴトーさんの叫び声とその後に続く轟ごう音おん。

　閃せん光こうが後ろから僕らを追い抜き、遅れてゴトーさんの魔剣による一撃が炸さく裂れつした音が聞こえる。

「よし！　走れ走れ！」

　最後尾を走っているはずのハイリンスの声が割と近くから聞こえてくる。

　ということは、敵の追撃を逃れることに成功しつつあるということなんだろう。

　それでもまだ気を抜けない状況に変わりはない。

　ジスカンに支えられながら、前を向いて足を動かす。

　しかし……。

「え？」

　それは、目の錯覚だったのかもしれない。

　視界の端、横にちらりと見えたもの。

　振り向いても木々が邪魔でもう見えない。

「どうした!?」

「いえ、なんでもないです」

　ジスカンに聞かれたけど、きっと目の錯覚だったに違いない。

　今はそんなことを気にしている余裕なんてないし、気のせいだったと思って走り続けよう。

　そう、こんなところで無数の人が白い糸にからめとられて不気味なオブジェと化しているなんて。

　そこに、白い少女が佇たたずんでいるなんて。

　あまりにも現実離れした光景だ。

　毒のせいで幻覚が見えたに違いない。

　そうに、違いない。




　そうして、僕らは這ほう這うの体で逃げ帰ってきた。

　幸い誰一人として欠けることなく、ヤーナの治療のかいあって僕もすぐに回復した。

　ただ、結果はさんざんだったと言わざるをえない。

「みんな、すまない。罠わなの可能性が高いっていうのはわかっていたのに、僕が油断したばっかりに」

「しょうがないさ。あれは向こうもうまかった。罠の可能性を考慮していても、話し合いの体で来た相手にいきなり毒を仕込むとか思いっきりがよすぎて対処が難しかった」

　謝る僕に、ハイリンスが慰めてくる。

「それでも、もっと警戒していれば防げたことかもしれない。それに、その後僕は足手まといになってしまった。勇者として恥ずべき失態だ」

「なに。それをカバーするのが俺たち仲間の仕事だろ？」

　ジスカンが気にするなと肩を叩たたいてくる。

「ホーキンにも貴重な魔道具をかなり使わせちゃったし」

「道具は使ってなんぼでやす。出し惜しみして死んじゃ、元も子もねーでやすよ」

　ホーキンは金より命と笑った。

「ヤーナにも迷惑をかけた」

「勇者のサポートをするのが聖女の仕事です。私は当たり前のことをしたまでですよ」

　ヤーナはむしろ役に立ててよかったと嬉うれしそうにしている。

「ゴトーさんのおかげで助かりました」

「ああ、いや。俺の力というかこの刀のおかげだからなぁ」

　ゴトーさんはそう言って謙けん遜そんするけど、それがなければ僕らが全員無事に撤退することはできなかっただろう。

　ホーキンではないけれど、道具もまたその人の力だ。

「オーレルもありがとう。あの幹部っぽい少年をオーレルが抑えてくれていなかったら危なかったかもしれない」

「あー。そっちよりもむしろその後走ったほうが辛かったっす」

　オーレルはぐったりしながら飾らない本心で愚痴を漏らした。

　それが実にオーレルらしくて、クスリと笑ってしまう。

　ヤーナの口から「無駄にでかいのをぶら下げているから……！」と怨えん嗟さの呪じゆ詛そが漏れ出ていたのは聞かなかったことにしておこう。

　たしかに、あの胸は走るのに邪魔そうだ。

　そこから目をそらすように、この場にいる全員の顔を見渡す。

　誰一人として僕を責めるような表情はしていなかった。

　それが、逆に辛い。

「……どうして僕は、こんなにも弱いんだろう。悔しい。悔しいよ！」

　思わずマフラーを摑つかみ、力いっぱい握りしめてしまう。

　僕は、弱い。

　師匠の言う通り、どうあっても弱い。

　いつもいつも、全力を尽くしても思うようにうまくいかないことばかり。

　僕の全力では届かないことばかりだ！

　それがどうしようもなく悔しく、情けなかった。

「ユリウス」

　ハイリンスが立ち上がり、僕の前に来る。

「この馬鹿野郎が！」

　そして、拳げん骨こつを僕の頭に落とした。

「いっつ!?」

　痛みに悶もだえていると、ハイリンスが僕に目線を合わせ、まっすぐにこちらを見ながら言った。

「あのなぁ、お前はどうしていつもいつも一人で何でもかんでもやろうとするんだ？　どうしてそうやって一人で全部抱え込もうとする？」

「ハイリンスの言う通りです。私たちは仲間じゃないですか。仲間というのは、頼り頼られるものです。誰かが失敗したら、他の誰かが助ければいい。私はユリウスに助けられてばかりじゃなく、助け合いたいです」

「だな。俺たちが交わした契約の内容は覚えてるか？　俺は勇者様の横で理想の未来を眺める権利を要求したはずだぜ？　後ろじゃない。横でだ。俺じゃ横に並び立つには不足かい？」

「ユリウス、ワイはこれでも年上でっせ？　年下なんだからもっと年長者を頼ってもいいんでっせ？」

「……みんな」

　ヤーナ、ジスカン、ホーキン。

　僕の、仲間たち。

「一人でできない？　ならみんなでやればいいだろ？　一人でできないことだって、仲間と一緒ならできる。今回だってそうだ。ユリウス一人じゃどうにもならなかったかもしれんが、俺たちがいた。だからこうして生きて帰ってこれてる。隣に並んで一緒に戦ってくれる仲間がいるんだ。もっと頼れよ」

　ハイリンスが僕の肩に手を置きながら語る。

　そうか、僕は弱くても、それを補ってくれる仲間がいたんだ。

「僕は、弱い」

　それは変えられない事実だ。

　僕一人じゃできることなんてたかが知れている。

　でも、心強いこの仲間たちと一緒なら、もっともっとたくさんのことができる。

「こんな僕だけど、ついてきてくれるかい？」

「「「「もちろん」」」」

　ハイリンス、ヤーナ、ジスカン、ホーキン。

　きっとみんなとなら、僕は弱い自分を受け入れ、前に進んで行くことができる。

　そう、確信した。

「いい話っすねー」

「オーレルちゃん、空気読もうよ」








幕間　抗えぬもの






　グチャグチャという音が聞こえる。

　聞こえるはずもないのに。

　耳にこびりついて離れない。

　いつまでもいつまでも、グチャグチャグチャグチャと。




「失敗した！」

　私は叫ばずにはいられなかった。

　帝国の将の一人でも釣れれば御の字という杜ず撰さんな作戦で、勇者というこれ以上ないほどの大物をひっかけることに成功したというのに。

　その千載一遇の好機を逃した！

　うまくいけばこれまでの負債をチャラにしてあまりある功績を積むことができたかもしれないのに！

「サーナトリアさん、落ち着いて」

「これが落ち着いていられる!?　そもそもヒュウイ！　あんたがあんな小娘にてこずるから！」

「僕だって全力でやった！　それを言うならサーナトリアさんだって最初の不意打ち以外は何もできていなかったじゃないか！」

　お互いに罵ののしり合い、叫びと一緒に怒りの熱を吐き出せたのか、少しだけ冷静になる。

「……ごめんなさい。言い過ぎたわ」

「いえ、僕も熱くなりすぎました」

　お互いに謝りあう。

「これから、どうします？」

「……また別の方法で点数を稼ぐしかないわ。私たちにはもう後がないのよ」

　そう、私たちは何としてでも魔王様のご機嫌をうかがうべく、点数を稼がなければならない。




　私とヒュウイはこれでも魔族の軍団長を務めている。

　恵まれた生まれに能力、それらを基にして手に入れた地位。

　魔族全体が不景気なため、悠々自適とはいかなかったけれど、大多数から見れば羨うらやむような生活を送れていたしそれに満足もしていた。

　けれど、その生活は新たな魔王が現れてから一変する。

　そいつはあろうことか人族との戦争を再開させようとしていた。

　冗談ではない。

　魔族は長らく続いた戦争の傷跡が大きすぎて、もはや普通に生きていくだけでかつかつなのよ？

　戦争なんてやってる余力はないし、勝っても負けても魔族が受ける被害は甚大。

　今よりも状況が悪化するのは目に見えている。

　私はバルトやアーグナーさんみたいに、魔族のためとか高尚なことは言えない。

　ただ私自身が戦地に赴くのが嫌だったし、生活が困窮するのが耐えられなかっただけ。

　だから私とヒュウイは、同じ軍団長であるネレオさんの提案に乗った。

　それが、地獄への片道切符だとも知らず。

　なんのことはない。

　邪魔な魔王を亡き者にしてしまおうという、ただそれだけのこと。

　軍団長の一人、ワーキスさんが反魔王を掲げ、反乱を起こす。

　私たちはひそかにワーキスさんに協力し、ワーキスさんが軍を率いて首都に攻め込んだ時に、呼応して魔王に反旗を翻す。

　首都を防衛する戦力と、ワーキスさんが率いる反乱軍、そして私たちのそれぞれの軍。

　戦力差を比較すれば、反乱は成功する。

　そのはずだった。

　でも、蓋ふたを開けてみれば、ワーキスさんは反乱軍の人員を各地から集めきる前に、先手を打った魔王軍に鎮圧されてしまった。

　そして、ワーキスさんは私たちの見ている前で自刃。

　この時はまだ、私は安全圏にいると思っていた。

　ワーキスさんには同情するけれど、その死を私の死に結びつけることはできていなかった。

　反乱軍との繫つながりは慎重に隠していたし、証拠は残してなかったから問い詰められてもしらばっくれれば逃げ切れると思っていた。

『わかった上で見逃されているのだということを自覚せよ。すでに喉のど元もとに魔王様の刃を突き付けられているのだと。妙な真似まねをすれば次はないと心得よ。魔王様はいらぬものを後生大事にしてくれるほど、慈悲深くはない』

　でも、直後にアーグナーさんにそう忠告され、私たちは思ったよりも危うい立場にあるのだということを思い知らされた。

　アーグナーさんは私の知る限り最も頭の切れる方だ。

　そのアーグナーさんが言うのであれば、私たちのことは魔王に知られている。

　危機感を持った。

　それでも、ええ、それでも私はまだわかっていなかったのよ。

　あの魔王が、どれほど恐ろしいものなのか。

　グチャグチャという音が聞こえる。

「第九軍の軍団長を代える」

　魔王に呼び出された場所には、私とヒュウイと第九軍団長のネレオさん。

　第九軍は名前だけで実際には軍として機能していない。

　所属しているのは軍団長のネレオさんだけで、本当に役職だけが存在している状態だった。

　その第九軍をちゃんと編成しなおし、軍として成立させると魔王は言う。

　それに合わせて軍団長をすげ替えるのだと。

「この黒に第九軍を任せることにするから。よろしく」

　紹介されたのは全身を真っ黒な甲かつ冑ちゆうのようなもので覆った、見たこともない男だった。

　格好もふざけていれば、黒という名前もふざけている。

　明らかに偽名じゃないの。

　おそらくその男は魔王の知り合いで、縁故採用ってやつなんでしょう。

　でも、その男からは強つわ者ものの空気が感じられた。

　内政畑のネレオさんとその男が軍団長を代わるのは仕方がないと思えた。

　魔王だって自分の息のかかった人間を軍部に置きたいでしょうし。

　そんなふうに暢のん気きに考えていた私は、やっぱり危機感が足りていなかった。

　私たち三人が集められた時点でおかしいと、気づいてもよさそうなものなのに。

「ということで、今の第九軍軍団長はもういらない」

　そして地獄が始まった。

　グチャグチャという音が聞こえる。

　ネレオさんの首から上が消えた。

　受け身を全くとることなく、ネレオさんの体が床に倒れる。

　首の断面からおびただしい血が鼓動に合わせて噴き出し、床を染めていく。

　グチャグチャという音が聞こえる。

　倒れたネレオさんの体が、音が聞こえるたびに減っていく。

　最後にペロリと舌で舐なめると、床を染めていた血が綺き麗れいに拭ふき取られる。

　まるでそこには初めから何もなかったかのように。

　夢を見てるんじゃないかと思った。

　夢を見てるんじゃないかと願った。

　でも、それは現実だった。

「次にいらなくなるのは、誰だれかな？」

　魔王は、そう言って笑った。

　あの日から、私の耳の奥にグチャグチャという音がこびりついて離れない。

　恐怖と一緒に、その音は決して消えてくれることが、ない。




「別動隊は？」

「戻ってきません。おそらく、やられたのかと」

「おかしいわね」

　別動隊には大きく迂う回かいして勇者たちの退路を断つ位置に行くよう指示していた。

　別動隊が勇者たちの退路に立ちふさがっていれば、追撃と合わせて挟撃することもできたでしょうに。

　いくら何でも追撃部隊が追い付く前に別動隊が殲せん滅めつされたとは考えにくい。

「行きの最中に鉢合わせたのかしら？」

　言って、首を横に振ってその考えを否定する。

　もし勇者たちがここにたどり着く前に別動隊と蜂合わせていたら、もっと警戒していたはず。

　私の奇襲が成功したからには、それはないわね。

　勇者たちに別動隊を相手にしている余裕はなかったはず。

　となると、偶然部族か何かに見つかり、そちらと衝突してやられたと考えるのが無難かしら？

「どっちにしてもここにこれ以上いるのは危険ね」

　勇者たちが逃げ帰った以上、報復として大部隊で攻め込まれてもおかしくない。

　別動隊が部族に見つかっていたのだとしたら、そっちから攻め込まれるかも。

　なんにせよ撤退すべきね。

「撤退しましょう」

「手と足は大丈夫ですか？」

「……大丈夫じゃないわ。でも歩けないほどでもないし、安全な場所まで退避してから治療しましょう」

　勇者との交戦で私は手をやられ、右足は勇者が最後に放った魔法を受けて負傷していた。

　私だけじゃない。

　広範囲の光魔法は、兵士たちの足元で炸さく裂れつし、少なくない負傷者を出した。

　あれがなければ追撃がもっとうまくいったはずなものの、多くの兵が足を負傷したせいで逃げて行く勇者たちを追うことが難しかった。

　してやられたわ。

「……これからどうしましょう？」

　不安そうに顔を曇らせるヒュウイ。

「……今はとにかく撤退することだけ考えましょう」

　不安なのは私も一緒。

　勇者を討つという最大の好機を逃し、点数稼ぎに失敗した以上、何か別の方法で魔王様のご機嫌をうかがわないといけない。

　目をつけられた以上、私たちは魔王様に恭順の意を示し、処分されないように震えて日々を過ごすしかないんだわ。

「幸い、この作戦は極秘で進めていたのだから、失敗したことが魔王様にばれることはないわ。プラスにはならなかったけれど、マイナスにもならなかった。そういうことにしておきましょう」

「ふーん。いたずらに兵を失ったのにマイナスじゃないんだー？」

　耳じ朶だをうつ、この場で聞こえてくるはずのない声。

　体が硬直する。

　恐怖で体が動いてくれない。

　なのに、小刻みに震えるという運動だけはしっかりとしている。

　幻聴であってほしいと願いながら、ゆっくりと振り向く。

　ゆっくりなのは、そうしないと足がもつれてしまいそうだったから。

　果たしてそこには、いてほしくない人物がいた。

　こんな森の中に似つかわしくない、豪ごう奢しやな椅子に腰かけた少女。

　女を感じさせない幼い見た目に反して、その中身は得体の知れない化物。

　この方こそ、私たちが恐れる魔王様。

「な、ぜ？」

　なぜここにいるのか？

　いつの間に、どうやってここに現れたのか？

　疑問は尽きない。

　ただ、終わったかもしれないと、そう思った。

「んっふっふー。君らが面白いことしようとしてるって白ちゃんに聞いてさー。わざわざ見学に来てあげたんだよー」

　魔王様は無邪気そうに笑う。

　ただ、その目が笑っていないことは、よくわかる。

　白、という名前を聞き、私は全すべてを理解した。

　白というのは、黒同様魔王様がどこからか連れてきた女だ。

　黒が第九軍の軍団長に任命されたように、白も第十軍の軍団長に任命されている。

　第九軍も黒が連れてきた連中で得体が知れないけれど、第十軍もそれと同じかそれ以上に得体が知れない。

　第九軍と違って名簿にあるのは身元の確かな連中のはずなのに、そろいの白装束を着た団員たちはまるで別人のようになってしまうのだ。

　洗脳や改造をされているのではないかと言われているけど、それを一笑に付すことができない不気味さがある。

　そして、そいつらはどうも密偵をこなしているらしい。

　つまり、白は魔王様の目と耳なのだ。

　私たちの行動は、白を介して魔王様に見張られていたということなのね……。

「申し訳ありません！」

　私が半ば諦てい観かんしていると、ヒュウイが勢いよく頭を下げた。

「勇者を追い詰めるところまで行きながらあと一歩のところで逃し、あまつさえ貴重な戦力を失う結果となってしまいました。誠に申し訳ありません」

　ヒュウイは潔く自らの失敗を認めた。

「魔王様、サーナトリア様にはあくまで手伝っていただいただけです。第六軍が主導の作戦ゆえ、すべての責は私が背負います」

　そして、責任をすべて負うと言う。

　子供っぽい外見をしているくせに、いっちょ前にかっこつけるなんて。

「ああ、いいよいいよ。私別に今回のことは怒ってないし」

　決死の覚悟で責任を負うと言ったヒュウイに対し、魔王様は笑いながらあっけらかんと言った。

　魔王様の言葉を聞き、ヒュウイが勢いよく顔を上げる。

　魔の山脈が近く気温が低いというのに、その顔には大量の汗が浮かんでいる。

　人は極限を越えた恐怖を感じると、本当に冷や汗をかくのだということをその姿が証明していた。

　ヒュウイのことを情けないと笑うことはできない。

　かく言う私も似たような状況なのだから。

「勝手に行動されたのは癪しやくに障るけど、君らが多少おいたしたところでたかが知れてるしね」

　それは、私たちのことをとるに足りない存在だと宣言するようなもので、でも、そんな普通なら屈辱的な発言に安あん堵どしている自分がいた。

　とるに足りないどうでもいい存在と思われていたほうが、目障りだと思われるよりもまだましだから。

　元第九軍軍団長のネレオさんは、ワーキスさんの反乱軍が不発に終わった後も魔王様を廃そうと裏で手を回していたらしい。

　お世話係や調理師を抱き込み、魔王様を毒殺しようとしたらしい。

　全て人伝に聞いたことだ。

　噂うわさによると、魔王様は毒の盛られた料理を平然と完食し、こうのたまったのだという。

「まずい！　こんなまずい料理を作った奴やつは首だ！」

　翌日には調理師の首が飛んだらしい。

　文字通りに。

　共犯者のお世話係と一緒に。

　そして、それらを裏で取り仕切っていたネレオさんは、私たちの前で処分された。

　まだ、耳の奥にグチャグチャという咀そ嚼しやく音がこびりついて離れない。

　あの日から私の食欲は格段に減った。

　自分の咀嚼音を聞いただけで、あの日の光景を思い出してしまう。

　何が起きたのか理解できなくて、ただただ人知を超えた何かによって、ネレオさんがこの世から消え去ったのだという事実だけを認識させられた。

　バルトやアーグナーさんがなぜ魔王様に唯々諾々と従っているのか、あれを見た後だからわかる。

　バルトもアーグナーさんも、魔族の未来をよく考えて行動する人たちなのに、その魔族の未来を潰つぶすような魔王様に従っているのはおかしい。

　その矛盾に気づかず、私たちは魔王様の幼げな外見に騙だまされ、怪物の尾を踏んでしまったのだ。

　あの二人にはわかっていたんでしょう。

　魔王様には逆らえないと。

　知ってたら教えてくれてもいいでしょうに！

　……いえ、バルトは言っていたわね。

　魔王様には逆らうなと、会うたびに口を酸っぱくして言っていたわ。

　それを聞き流していたのは私自身。

　バルトの忠告をもっと真剣に聞いていればよかったわ。

　悔やんでももう仕方がないことだとわかっていても、過去に戻ってやり直せたらとつい考えてしまう。

「ま、勝手した罰はもう受けてもらったしね」

　魔王様の言葉で思考が現実に引き戻される。

　罰は、もう受けてもらった？

　どういうことなんだろうか？

　私たち自身は無事。

　ということは、それ以外でなにかをしたということ？

　隣のヒュウイが顔色を悪くしている。

　ヒュウイには弟がいたはず。

　まさか、ここにはいない家族になにかされた!?

　嫌な想像だけが膨らんでいく。

「君らがさっき戻ってこないって言ってた別動隊。あれ全滅させちゃったからさ」

　そう言われ、私は別動隊の人たちには悪いけれど、少しホッとしてしまった。

　魔王様ならもっとえげつない罰を用意していてもおかしくないと思っていたから。

「だから貴重な戦力を失ったって謝る必要はないんだよねー。それやっちゃったのはこっちだし」

　全く悪びれる様子もなく、いたずらっ子のように舌をかわいく出す魔王様。

　虐殺を行ったというのにそんな顔ができる神経が私には信じられない。

　かわいらしい仕草に反して、私は魔王様にじわじわと体温を奪われていくかのような恐怖を感じる。

　同時に、違和感を覚える。

　どうして、別動隊を全滅させたの？

　罰というには迂う遠えんすぎる。

　確かに軍として見た場合、別動隊が全滅するというのは大きな損失。

　けど、私やヒュウイ個人に対する罰にはなっていない。

　ということは、罰というのは後付けの理由で、本当は別の目的があった？

　魔王様には、別動隊を全滅させなければならない理由があった？

「あの、なぜ、別動隊を？」

　別動隊はヒュウイが率いる第六軍の人員。

　だからヒュウイがそれを気にして質問するのは不思議なことじゃないけど、よく魔王様に口が利けたなと、私は変な意味で感心してしまった。

　これ以上罰を受けることがないと安心して、緊張感が切れてしまったのだろうか？

「ああ。今勇者に死なれちゃうと困るんだ。だからちょっと邪魔させてもらったの」

　私の懸念をあざ笑うかのように、魔王様はいたって普通に受け答えをした。

　しかし、その言葉の内容には不服を感じざるをえない。

「そんな！　私たちは勇者を倒すためにこうして罠わなを張ったのですよ!?」

　ば、馬鹿！

　せっかく機嫌の悪くなさそうな魔王様に盾突くなんて！

「うん。だから勝手なことをしてほしくないんだよー。まあ、今回は私たちも勇者に手を出すなー、なんてわざわざ通達してなかったからさー。不可抗力ってことで」

　メンゴメンゴ、そう言って魔王様は軽く謝った。

「そんな……。そんなことのために、部下たちは……」

　ヒュウイは呟つぶやきながら力なくうなだれた。

　そうだったわ。

　私にとっては赤の他人の別動隊の人たちだけど、ヒュウイにとっては顔見知りの部下たち。

　ショックがないはずがなかった。

「なぜ、勇者を倒してはならないのですか？」

「それを君らが知る必要はない」

　せめて部下が死ぬことになった理由を聞いておこうとでも思ったのかもしれないけど、ヒュウイの質問に魔王様はにべもない返答をした。

「それは、しかし……」

　ヒュウイはチラチラと魔王様の顔色をうかがいながら、それ以上の言葉を飲み込んだ。

　ヒュウイだって今の説明で納得できるはずもない。

　でも、これ以上魔王様を問い詰めて、機嫌を悪くされてもたまらない。

　だから、納得はできないけど黙らざるをえなかった。

　ヒュウイがここで引いてくれて私もホッとした。

「慰めにはならないかもしれないけど、彼らはいい兵士だったよ」

「……はい。ありがとうございます」

　意外にも、魔王様は別動隊のことを褒めた。

　魔王様は私たちのことなんて、使い潰してもいい駒こまくらいにしか思っていないと思っていただけに、ヒュウイを慰めるようなその言葉はとても意外だった。

「いい感じに成長してて、死んで世界の肥やしになってくれたんだから。うんうん。いい兵士だよ」

　違った。

　魔王様は私たちのことを、やっぱり人として扱っていない。

　慰めにはならないという言葉は、本当にその通りだった。

　ヒュウイが拳こぶしを握り締める。

「ん？　怒った？　怒っちゃった？」

　魔王様がからかうように言い、ヒュウイが歯を食いしばる。

「ちょっと」

　小声でヒュウイをたしなめる。

　ヒュウイが勝手に魔王様に盾突いて処分されるのは構わないけど、それに私まで巻き込まれたらたまったものじゃないわ。

「ねえねえ。知ってる？　ここには私一人しかいないんだよ？」

　魔王様が笑いながらそんなことを言った。

　そういえば、魔王様が急に現れた衝撃で失念していたけど、この場には魔王様以外いない。

　護衛になるような人もいない。

　そしてこの場には私とヒュウイ、そして勇者たちとの戦いで負傷しているとはいえ、第六軍の兵士たちがいる。

　数の利は、こちらにある。

「どうする？」

　小首を傾かしげて問うてくる魔王様。

　状況はとても整っている。

　魔王様が人知を超えたよくわからない力を持っているとしても、たった一人ならば、ここにいる兵士たちで押し切れるかもしれない。

　……そんな淡い希望、抱けるはずがないじゃない。

「ご冗談を」

　私はヒュウイの袖そでを強くつかみながら、媚こびるように笑った。

「魔王様にお褒めの言葉をいただいて、殉死した彼らも誇らしいことでしょう。怒るなんてとんでもない。私もかくありたいと思いますわ」

　白々しいとわかりつつも、噓うそで塗り固められた言葉を吐き出していくしかない。

　魔王様が口角を上げたことで、私の目論見は一応成功したらしいことがわかる。

「そっかそっか。じゃあ、君らの今後の働きに期待してるよ」

　それはつまり、魔王様曰いわくの死んで世界の肥やしになれということだろうか？

　だとしたら、その期待に応こたえるわけにはいかないわ。

「御意に」

　それでも、言葉では従順に振る舞う。

「じゃあ白ちゃん帰ろっか」

　魔王様が後ろを振り向く。

　いつの間にか、魔王様のすぐ背後に少女が立っていた。

　全身を白で染め上げたかのような、魔王様とは別の意味で人間離れした少女。

　その姿は絵画から飛び出してきたのではないかと思うほど、現実離れしている。

「じゃ、私たちは先に戻るから。今後はくれぐれも勝手な行動はしないようにねー」

　でないと、食べちゃうから。

　そう言って、魔王様と白い少女は消えた。

　二人が消えてからたっぷり時間をおいて、私は地面にへたり込んだ。

　今さらになって、怪我けがをしていた手と足がじくじくとした痛みを訴えてくる。

　でも、足の痛みよりも気力の問題で、私はこれ以上立っていることができなかった。

「何が、今は一人よ。ちゃんともう一人いたじゃない」

　潜んでいることに気づけなかった。

　尤もつとも、たとえ本当に魔王様が一人だったのだとしても、私がとった行動に変わりはない。

　魔王様には、勝てない。

　勝てるわけが、ない。

　だって、そうでなければのこのこ一人でこんなところに来るわけがないし、あんな挑発をするはずもない。

　私たちは試された。

　あの時、もし本当に反旗を翻すようなことをしたら？

　きっと私たちはもう生きていなかった。

　そう思い至ると、体が震えてくる。

　寒い。

　とても、とても寒くて、体の芯しんから凍える。

　怖い。怖い。

　私たちに残された道は、魔王様に恭順の意を示し続けること。

　それでも、生かしてもらえるかは疑問だわ。

　だって、魔王様は私たちの死を願っているのだもの。

　私たちは魔王様に逆らえない。

　逆らうだけの力がない。

　逆らったら死ぬから。

　でも、逆らわずに従っていても、待っているのは死。

「どうしろっていうのよ！」

　思わず声に出してしまう。

「サーナトリアさん。今は、今はとりあえず、ここから出ましょう」

　ヒュウイも、答えが出ないみたい。

　誤ご魔ま化かすように私の手を取って立ち上がらせ、私の腰に手を回して支えてくれながら歩きだした。

　歩きながら、考える。

　生き物には絶対に抗えないものがある。

　死だ。

　生きていれば、いつか必ず死ぬ。

　私には、魔王様がそんな死の象徴のように思えた。
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　ああ！　今日も生き血がうまい！

　やっぱ我慢は体によくないわね！

　え？　即堕おち二コマ？

　なにそれ？

　えー？　なによ？

　血は吸うなって？

　だって吸いたいんだもの。

　それにほら、男子って血を吸うとすんごい幸せそうな顔するのよ？

　私は血を吸ってハッピー。

　あいつらも血を吸われてハッピー。

　みんなハッピーなんだからいいじゃない。

　なんか男子が私のこと崇拝し始めてるけど、それも不可抗力ってやつよ。

　え？　委員長？

　なんかこの前腹黒が婚約破棄して学園から追い出してたわよ？

　ざまあ！

　他の女子どももそれで大人しくなったし、いいことずくめね！

　私の時代来てるわ！

　あら？

　こんな時間に誰か来た、って白じゃない。

　どうしたのよ？




　う、うう、うう。

　ご主人様、私が悪うございました。

　うえーん！

　なによこれ!?

　ご主人様呼びを定着させる呪のろい？

　ついでに言うこと聞かないと強制土下座させる呪い？

　酷ひどくない!?

　私が何をしたっていうのよ!?

　え？　自分の胸に聞け？

　……何もしてないじゃない！

　ぷげ!?

　ちょ!?

　蹴けることないじゃない！

　え、ちょ、ぷげ!?

　やめ！

　あ、ああー！

　ご主人様、私が悪うございました！

　だから下ろして！

　さすがに全裸で亀甲縛りはまずいわ！

　Ｒ18指定ついちゃうから！

　え？

　なんで帰り支度してるの？

　え？　え？

　まさかこのまま放置する気!?

　え？　冗談よね？

　待って！

　本当に待って!?

　ごめんなさいお願いします下ろしてー！

　せめて服を着させて！








Ｙ11　ユリウス十七歳　成果






　僕が魔族の奇襲を受けたことは、すぐに全世界が知るところとなった。

　いよいよ魔族が雌伏の時を終え、攻勢に出てくる。

　そんな機運が高まり、魔族領と接する帝国では警戒感が強まっていた。

　僕もいつでも魔族との戦争に赴けるように、備えだけはしっかりとしていた。

　しかし、魔族はそれ以降目立った動きを見せず、時だけが緩やかに流れて行った。




「勇者様だ！」

「勇者様が来てくれた！」

　僕を出迎えた冒険者たちの喜びようが、ここがどれだけ窮していたのかをそのまま物語っている。

　ここはとある村の近くの荒野。

　そこに作られた簡易の拠点。

　拠点と言っても大したものではなく、テントを複数並べただけのもので、寝泊まりはできても防衛力はあってないようなところだった。

　この拠点で冒険者たちはとある魔物の侵攻を抑えていた。

「これで、あの土精を倒せる！」

　その魔物は、土精。

　その脅威は龍種にも匹敵すると言われる精霊種、そのうちの土の属性を司つかさどる魔物だった。

　精霊種は通常の魔物とは生態が著しく異なる。

　そもそも生物なのかどうかさえ怪しいと言われているくらいだ。

　彼らは突如として現れ、配下となる小精霊を生み出していく。

　そしてその小精霊を少しずつ周囲にばら撒まきながら、親となる精霊はその場にとどまり小精霊を増やし続ける。

　野に放たれた小精霊は目についた生物を無差別に攻撃し始める。

　それが親の精霊を倒さない限り延々と発生し続けるのだ。

　しかも、小精霊は生まれたその直後から危険度Ｃランク。

　これは一般的な冒険者がパーティーを組んで討伐に当たる危険度だ。

　一体だけでもそれくらいの対策が必要だというのに、精霊が小精霊を生み出す数は、日に十体前後。

　十日も放置すれば、それだけで街一つを飲み込む大戦力になってしまう。

　ゆえに、精霊は見つけ次第冒険者や国軍総出で倒さねばならない。

　幸い、精霊は小精霊をばら撒くため、発見は難しくない。

　小精霊が見つかるということは精霊がいるということなのだから。

　また、不思議なことに精霊種は人里に近い場所にしか発生しない。

　人里から離れた場所で人知れず小精霊を増やしていた場合、手の施しようがなくなりそうなものだけれど、過去にそういった事例はない。

　まるで発見してくれと言わんばかりに存在を主張するのだ。

　精霊が生まれる原理もわかっておらず、寝食の必要がないなど生物とは思えない生態と相まって、精霊は神の試練なのではないかとまで言われている。

　まあ、僕はその真偽に興味なんてない。

　精霊は人に被害を出す魔物であるという、それだけがわかっていれば、僕のすることに変わりはない。

「土精の様子は？」

「口で説明するよりも見てもらったほうが早いでしょう。こちらへ」

　この現場の指揮官、人身売買組織討伐隊にも参加していたこの国の将軍が、僕をテントの外に連れ出す。

「あちらです」

　将軍の指差す先、肉眼では点にしか見えないほど離れた場所にそれはいた。

　周囲に無数の小精霊を従えた土精。

　その姿は土と岩でできた歪いびつな人型。

　人ではない何かが、人の形をまねしようとしたかのような、そんな不気味さがある。

　そしてその周囲に蠢うごめく無数の小精霊。

　精霊よりも小さいがこちらも人型。

　しかし、細い手足をまるで虫の足のようにして四足歩行しているので、より人の姿をまねした異形に見える。

　それらがざっと、三十体ほど。

「多いですね」

「こちらも数を減らそうと奮闘したのですが、増えるのを阻止するので精一杯の状況です。兵や冒険者たちの疲労が濃くなってきたことを考えると、現状を維持することすら難しくなっていくでしょう」

　将軍が背後のテントを振り返り、溜ため息いきを吐く。

　テントの中には負傷したり、交代で休んでいる兵や冒険者がいる。

　彼らはみな疲労の色が濃く、かく言う将軍も前に会った時よりも心なしかやつれている。

　小精霊を生み出し続ける精霊との戦いは、精霊を倒すまで続く。

　しかし、その精霊は龍種と比較されるほどの脅威。

　危険度Ｓ。

　増え続ける小精霊を加味してのランク付けではあるけれど、簡単に討伐できるほど易しい存在ではない。

「精霊との戦いは時間が勝負。すぐに討伐に移りましょう」

　今も多くの兵や冒険者が小精霊と戦い続けている。

　しかし、いくら小精霊を倒しても、精霊本体を倒さなければ小精霊は増え続ける。

　将軍たちが疲労しているように、こちらはどんどん消耗していくのに対して、あちらは無限に小精霊が湧わいて出てくるのだ。

「しかし、勇者様方は到着したばかりでは？」

　暗に到着したばかりなのだから少し休んだらどうかと言われたけれど、それに首を横に振って答えとする。

「僕らよりもずっと戦い続けてきたここの人たちのほうが疲れているはずです。一番元気な僕らが休むわけにはいきません。みんなも、いいかい？」

　振り返って仲間たちに確認をとる。

「俺は問題ない」

「もちろんです！」

　ハイリンスとヤーナが即答し、ジスカンとホーキンも無言で首を縦に振る。

「よし、じゃあ行こう！」

　僕の掛け声にみんなが力強く頷うなずく。

「将軍、動ける人をなるべく多く動かしてください。一気に畳みかけます」

「わかりました！」

　やつれていた将軍の目に光が灯ともる。

　テントに駆けていく将軍を見送り、僕らは一足先に土精のいる場所に向けて出発する。

　途中、小精霊と戦う兵や冒険者を助けながら。

「勇者様？」

「勇者様だ！」

「やった！　やったぞ！」

「これで勝てる！　勝てるんだ！」

　小精霊と戦っていた人たちが、僕らの後に続く。

　彼らの疲労は濃い。

　でも、僕らについてくる歩みは力強い。

　勇者である僕が参戦したことにより、終わりの見えない戦いに勝ち筋ができた。

　それによって戦意が昂たかぶっている。

「みんな！　僕がいる！　この戦い、勝つぞ！」

　その戦意をさらに高めるように鼓舞する。

　雄たけびが荒野に響き渡る。

　魔法で小精霊を一撃で倒す。

　小精霊はＣランク。

　一般の冒険者だと苦戦する相手だけれど、勇者である僕のステータスであれば苦もなく倒せる。

　そうして道中の小精霊をあらかた倒し、それらと戦っていた兵や冒険者が全すべて合流する。

　その頃ころには土精のすぐ近くまでたどり着いていた。

　拠点からでは豆粒程度にしか見えなかった土精だけど、すぐ近くまで来てみればゆうに人の三倍はあろうかという巨体が目に入る。

　そして、その土精を守護するかのように周りを固める小精霊。

「土精の相手は僕らがする！　みんなは無理をせずに、周りの小精霊を引きつけておいてくれ！」

　指示を出しながら魔法を紡いでいく。

　土精は僕がこれまで戦ってきた魔物の中でも、迷宮の悪夢と不死鳥に次ぐ危険度の相手だ。

　出し惜しみはしない！

「行くぞ！」

　光の範囲魔法を土精を中心にして叩たたき込こむ。

　うまくすればこれだけで小精霊を一網打尽にできるのではないかと期待したけれど、そううまくはいかなかった。

　土精が僕の魔法を相殺するように、土の魔法をぶつけてきたのだ。

　なんて速い魔法構築だ。

　魔族の罠わなにはまり無様を晒さらした僕は、あれから時間さえあれば自己の鍛錬に費やしてきた。

　師匠にはまだまだ及ばないけれど、魔法の腕は相当上がっているはずだ。

　その僕の魔法に、土精は後出しで対抗してきた。

　厳しい戦いになる。

　それが一瞬でわかった。

　小精霊たちがバラバラとこちらに向かってくる。

「迎撃！」

　僕の掛け声と同時に、その場にいる全員の体を光が包み込む。

　ステータスを一時的に底上げするヤーナの支援魔法だ。

　盾を構えたハイリンスが前に出て、先頭の小精霊を迎え撃つ。

「おらあ！」

　盾に体当たりしてきた小精霊を、ハイリンスが押し返す。

　ハイリンスの盾を回り込んできた小精霊を、僕とジスカンが両断する。

　それを皮切りに、あちこちで小精霊との戦いが始まった。

「突き進む！」

「おう！」

　僕とジスカンが小精霊を倒しながら土精に向けて突っ込んで行く。

　土精が手を地面につけると、そこから巨大な岩が出現し、その手に握られた。

「まずい！」

　ジスカンの叫びと土精がその岩を投げつけてきたのはほぼ同時。

　僕らの体など容易たやすく潰つぶしてしまえるだけの大きさの岩が飛んでくる。

　その岩に向けて、僕は聖光弾を放つ。

　岩と光の球が衝突し、爆発。

　降り注ぐ小さな破片を前に出たハイリンスが盾で振り払う。

　そのまま前進し、土精との距離を縮める。

　土精は岩では僕らを倒せないと悟ったのか、両手を地面に強く叩きつけた。

　あたり一帯が揺れる。

　土を司つかさどる土精にとって、局地的に地震を起こすことなど造作もない。

　兵や冒険者たちが揺れに耐えかねて転んだり片手をついたりする。

　僕らも体勢を崩しこそしなかったものの、足が止まる。

　そこに、土精の腕が横なぎに振るわれた。

「ハイリンス！」

「ぐ、お!?」

　先頭にいたハイリンスが、ガードした盾ごと吹き飛ばされる。

「野郎！」

　ジスカンがその隙に土精の足元に回り込み、脛すねに向けて斧おのを振り抜いた。

「ぬっ!?」

　しかし、ジスカンの斧は土精の足を浅く切りつけただけで止まる。

　硬い！

「ぬお!?」

　ジスカンはそのまま土精に蹴けられ、ハイリンス同様吹き飛ばされてしまった。

　そして僕は、土精の頭に向けて剣を振り下ろしていた。

　ハイリンスとジスカンに土精の意識が向いている隙に、空間機動のスキルで飛び上がり、渾こん身しんの一撃を叩きこむべく。

　しかし、土精の手が頭をかばうように剣との間に入れられる。

　かまうものか！

「おおおおお！」

　剣を聖光の力が包み込む。

　聖光の力をまとった剣が、土精の腕を切り裂き、その下の頭をかち割る。

　後ろに倒れていく土精。

　地響きを立てながら土精の体が仰向けに倒れる。

　けど、浅い！

　まだ土精は生きている。

　この機に確実にとどめを刺す！

　僕は落下しながら剣を逆手に持ち、そのまま土精に向けて突き刺そうとする。

　その僕に向けて、土精の残った腕が振りかぶられた。

「「ユリウス！」」

　ハイリンスの盾とジスカンの斧、それらが同時に土精の腕に直撃する。

　二人は自分の武器を投とう擲てきして、土精の動きを止めようとしたのだ。

　だけど。

「くう！」

　土精の腕は止まらず、僕は叩き落とされてしまった。

　地面に一度叩きつけられ、大きくバウンド。

　そこで空間機動のスキルを発動し、なんとか体勢を立て直して着地。

「ごふっ」

　咳せき込むと、口の中に血の味が広がった。

　さすがに、一筋縄ではいかない。

　土精が無事なほうの腕を支えにして立ち上がる。

　片方の腕は切り落とされ、頭部にも深い裂傷が刻まれている。

　あちらもダメージは大きいはずだ。

　状況は五分。

　と、そこで一気に体が楽になる。

　これは、ヤーナの治療魔法！

　ヤーナはずっと後ろのほうにホーキンとともにいるはずだけど、遠隔で治療魔法を飛ばしてくれたようだ。

　ありがたい！

　これならいける！

　土精が足を大きく振り上げる。

　さっきは両腕だったけど、今度は足で地震を起こす気か！

「させるかよ！」

　土精の振り上げたほうとは反対の軸足に、ジスカンの鎖鎌が巻き付く。

「せーの！」

　その鎖鎌を、ジスカンとハイリンスが二人で思いっきり引っ張った。

　片足で立っていたところに、その足を引っかけられた土精は前のめりになって倒れそうになる。

　僕はその隙だらけとなった土精に向けて、聖光弾を四つ放つ。

　魔法の同時発動。

　これが今の僕にできる、最大の攻撃。

「行けえ！」

　四つの光弾は前のめりになっていた土精に直撃、その巨体を逆に後ろに吹き飛ばした。

　再び仰向けに倒れる土精。

　その体は砕け散っており、立ち上がる気配はない。

「勝った？」

　誰かがそうぽつりと呟つぶやいた。

「勝ったぞおお！」

「うおおおおおお！」

　勝利の雄たけびが上がる。

　僕はそれに応こたえるように剣を天高く突つきあげる。

「さあ！　残った小精霊を片付けるんだ！」

　その場にへたり込みたい衝動を抑え込み、僕は残った小精霊を倒すために気を引き締め直した。

　遅れて参戦した将軍たちの援軍も相まって、それから大した時間もかからず残っていた小精霊は全すべて討伐された。




　土精の巨大な亡なき骸がらが村に運び込まれ、それが村人たちの歓声とともに迎え入れられる。

　これでこの村から土精の脅威は去った。

　それを思うと、僕の顔にも自然と笑みが浮かんでいた。




「ゆうしゃさま、はい！」

　声を掛けられ振り向くと、小さな女の子が僕に花を差し出していた。

「くれるの？　ありがとう」

　かがんで女の子の目線に合わせ、花を受け取る。

　なんてことはない、そこらへんに咲いている野花だ。

「あたしたちへーわなの、ゆうしゃさまのおかげってきいたの！」

「ありがとう」

　その言葉とこの子の想おもいが詰まった花は、きっとどんな高価な花束よりも価値があるんだと僕は思う。

　僕のしてきたことが無駄なんかじゃなかったのだと、そう言ってもらえているようで。

「ゆーしゃさますげー！」

　と、僕が受け取った花を見つめていたら、女の子を突き飛ばして男の子が僕の前に飛び込んできた。

「あれ！　ゆーしゃさまがたおしたんだろ!?　どうやったらおれもゆーしゃさまみたいにつよくなれる!?」

　男の子は僕らが今回倒した巨大な土精の死骸を指さしながら、興奮しきりといった様子でまくしたてる。

　このくらいの男の子が強さに憧あこがれるのはわかる。

　でも。

「君は強くなれないよ」

「え!?」

　僕は男の子に冷たく言い、その脇わきを通り過ぎた。

　そして、さっき男の子に突き飛ばされ、その拍子に転んで泣いてしまった女の子のそばにしゃがみ込む。

「痛かったね。今治してあげる」

　女の子の頭をなでながら、治療魔法を使い、擦りむいた怪我けがを治す。

「ほら、もう痛くない」

「いたくない？」

「うん、大丈夫だよ」

「ほんとだ！　ありがとう！」

　女の子は泣き止やんでくれた。

「身近な人を泣かせるような子は強くなれないよ」

　僕は呆ぼう然ぜんと立ちすくむ男の子に向けてそう言う。

「君が求める強さはきっと、あの魔物を倒せるような強さなんだろう」

　僕は土精の死骸を指さしながら言う。

「でも、それを人を泣かせるようなことに使うのなら、それは強さじゃない。悪いことだ。君は今、この子を泣かせた。それはとても悪いことだ」

「う」

「強い人は誰かを泣かせない。誰かを泣かせるのは悪い人だ。だから君は強くなれない」

　小さい子には僕の言いたいことはわからないかもしれない。

　でも、悪いことをしちゃいけないのだということが伝わればいい。

「さあ、悪いことをしたのなら謝るんだ」

「うぅ」

「知ってるかい？　勇者っていうのは悪い人を倒さなきゃならないんだ。君が悪いことをするのなら……」

「ごめんなさい！」

　ちょっと脅しが入ってしまったけれど、男の子はちゃんと謝ることができた。

「うん。偉い。悪いことをしなければ、きっと君は強くなれるよ」

「ほんとう？」

「うん。でも、それを忘れて悪いことをするのなら、僕が君を倒しに来なきゃならなくなっちゃう。だからいい子でいるんだ」

「うん」

　その後、男の子と女の子は仲直りをして、手を繫つないで去って行った。

「いつか言ってた抑止力というよりかは、教育だな」

　ジスカンが微笑ほほえまし気に男の子と女の子を見送る。

「あの男の子が求めている強さとは違うかもしれないけど、悪事に手を染めない正道を歩み続ける強さを身に着けてくれればいいと思う」

「だな」

　僕が各地でしてきた魔物や賊の退治。

　それ自体にはもちろん意味はあるけど、こうして人々に僕の姿を見せることも、少しだけど影響力がある。

　それがいい影響であってほしいと思う。
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「兄貴、お帰り」

　久しぶりに訪れた故郷の王城。

　そこで僕は異母弟のレストンに会っていた。

　レストンは第二側妃が産んだ第三王子。

　今の妃は、正妃を筆頭にして、第一側妃、第二側妃と順に立場が強い。

　僕の母上である第三側妃はその数字が表す通り、最も立場の弱い人だった。

　僕が勇者でなければ、下手へたをしたら異母弟のレストンよりも僕の立場は下だったかもしれない。

　そう思うと不思議なものだ。

「ただいま。これ、お土産だよ」

「お。ありがとう！　これもしかして帝国の魔剣じゃないか!?」

　僕が渡した魔剣を、レストンが嬉うれしそうに眺める。

　それは僕が以前師匠に貸してもらったものと同じ、火の力を持った魔剣だ。

　魔剣というものはただでさえ貴重なのだけれど、それに加えてこの魔剣は出自が特殊らしく、市場に出回ることはない。

　ただ、帝国では高官の軍人などが使っているのがよく見られ、それが噂うわさとなって出回っていた。

　曰いわく、帝国は魔剣の量産に成功したのではないか、と。

　師匠に会った時にその真偽を聞いてみたこともあるけれど、うまくはぐらかされてその真相は聞けずじまいだった。

　しかし、こうしてその貴重な魔剣を融通してもらったのだから、文句は言えない。

「でもいいのかい？　俺がこんなものもらっちゃって？」

「いいよ。実は同じものをあと何本かもらってるんだ」

　僕の手元には魔剣がまだ何本か残っている。

　師匠に冗談で魔剣が欲しいと言ったら、「欲しいなら儂わしは使わんしくれてやる」と言って、十本の魔剣をポンとくれたのだ。

　師匠の気前が良すぎて驚く。

「あんま縁起のいいもんじゃないしのう。じゃが、武器に罪はない」

　そんな意味深なことを言っていたので、この魔剣は訳ありというやつなのだろう。

　どうにも師匠はこの魔剣を手放したがっているようにも見えた。

　だから一本売るだけで豪邸が建てられそうな魔剣をそんな簡単にくれたんだろうけど。

　ハイリンスには、攻撃に関した特殊効果こそないものの、自動で傷が修復される、ひたすら頑丈な剣を渡した。

　ジスカンには炎の特殊効果がついた大剣を渡してある。

　ホーキンには雷と麻ま痺ひの効果が付与された短剣を。

　そして僕自身も、ハイリンスのもの同様特殊な攻撃手段こそ持たないものの、非常に魔力の伝導率がよく、魔法を発動する補助に適した剣を選んだ。

　残念ながらヤーナに合う武器はなかったものの、装備が充実したことで僕らの戦力はぐんと上がった。

　それで残った魔剣をどうしようかと思ったのだけれど、六本あるうちの五本は家族にそれぞれプレゼントすることにした。

　父上、サイリス兄上、レストン、シュン、スーの五人だ。

　すでに父上とサイリス兄上には渡してある。

　父上は喜んでくれたが、兄上には複雑な顔をされた。

　どうにも、兄上との溝は深まるばかりだ。

　何とかしたいけど、僕は国を空けていることが多いので、交流を持つ機会が少ない。

　こればかりは時間をかけて少しずつ打ち解けていくしかないだろう。

　子供の頃ころはそれなりに仲が良かったし、きっとわかりあえると信じている。

　シュンとスーの二人に関しては、二人が学園を卒業してから渡すことにしている。

　早いうちから強力な武具に慣れてしまうと、それに頼りきりになる可能性がある。

　あの二人に限ってそうはならないだろうけど、念のためだ。

　卒業祝いとして渡したいという気持ちもあるし。

　……これを渡したら僕勝てなくなるのでは？　という気持ちから渡すのを渋ってるわけじゃ、ないんだ。

　本当だよ？

「そう言えば、魔剣じゃないけど聖剣の話をポティマスさんから聞いたな」

「聖剣？」

　特殊効果のある武器は総じて魔剣と呼ばれるけど、その魔剣の中で光の力が宿っているものは聖剣と呼ばれる。

　魔剣の中でも特別扱いされることが多い。

「なんでもうちの国には代々王族が管理してる特別な聖剣があるとかなんとか。俺はそんなの聞いたことないんだけど、兄貴何か知ってるか？」

「いいや。僕も聞いたことないな」

　もしかしたら父上や兄上なら何か知ってるのかもしれないけど。

　王にのみ伝わる秘密だとしたらありえる。

　でも、そうなるとなぜ部外者のポティマス氏が知っているんだ？

　ポティマス氏は、エルフの親善大使としてこの国に滞在している方だ。

　僕は残念ながらお目にかかったことはないけれど、レストンは親交を深めているらしい。

　ポティマス氏の娘もシュンやスーと同じ学園に通い、仲良くしていると聞いている。

　エルフは世界平和を訴え、慈善活動に力を入れている種族だ。

　なぜか神言教とは相いれず、それぞれ別個に活動しているため、一応神言教に属している僕とはあまりかかわりがない。

　その活動は僕と通じる部分があるし、できればお近づきになりたいところなのだけれど。

　レストンはエルフの活動に出資したり、実際に自分でも参加したりしているらしい。

「ポティマス氏はどこからそんな話を？」

「さあ？　でもエルフは長生きだし、もしかしたらもう失伝したものなのかも」

　遠い昔に僕らの先祖が代々受け継いでいた聖剣があったのだけれど、今はもうそれは失われている、とか。

　エルフの寿命は魔族以上ともいうし、大昔のことを言っていてもおかしくはないか。

「まあ、もしかしたら噓うその情報を信じてるだけかもしれないしね」

　王族というものは庶民になんだかんだ好き勝手言われるものだ。

　その中にはどこどこの王族はものすごい隠し財宝を持っている、なんてものも多い。

　たいていそういった噂はガセネタなことが多いし、ポティマス氏もうちのそんな噂を仕入れただけかもしれない。

「それにしてはやけに詳細だったんだけどなー」

「へえ？　なんて？」

「ほら、うちの城にどこにも通じてない下り階段があるだろ？　あそこに資格のある人間が行くと扉が開かれるとか。あの階段は謎が多いし、そういうのがあってもロマンだろ？」

　たしかに、レストンの言うように、この城には謎の階段がある。

　地下に続くものなのだが、その先には何もない壁だけがある。

　壁の先に隠し部屋があるわけでもない。

　何のためにあるのか謎の階段。

　噂好きならいろいろ尾ひれをつけて拡散させそうなものだ。

　ただ、その階段はそもそも存在自体をあまり知られていない。

　なぜならば、城の構造上、その階段には王族のプライベートエリアを抜けなければたどり着けないからだ。

　そこを抜けた先の奥に件の階段がある。

　そして、先に何もないその階段に普段立ち寄る人間はいない。

　王族のプライベートエリアに立ち入ることを許された使用人も、そちらにはめったに行かず、階段があることすら知らない人が多いはずだ。

　なので、好奇心を刺激する謎の階段も、その存在は王族のみが、そう言えばあったな、程度に覚えているくらいだ。

　僕も今話題に出るまでは忘れていたくらいだ。

「まあ、結局何もなかったからガセネタなんだろうけど」

「行ったんだ……」

「だって面白そうじゃん？」

　どうやらレストンはその話を聞いて、その階段のところに行ってきたらしい。

　しかし、何も見つけられなかったと。

「そうだ！　せっかくだし兄貴も試してみようぜ！」

　さも名案だと言いたげにレストンが手を打ち鳴らす。

「王族で勇者。特別感あるしひょっとすると！」

「ないない。夢を見すぎだって」

「えー。いいじゃん夢を見るくらい。兄貴これから時間あるだろ？　ちょっとくらい付き合ってくれよー」

「はあ。しょうがないな」

　付き合うまで粘りそうなレストンに、僕は早々に折れることにした。

　久しぶりに会う異母弟のちょっとしたお願いくらいなら聞いてもいいだろう。

「よし、じゃあ早速行ってみようぜ！」

「はいはい」

　足取り軽く部屋を出ていくレストンの後を苦笑しながら追う。

　王族のプライベートエリアを抜け、奥にある階段にたどり着く。

　地下へと伸びる薄暗いその階段に、レストンは躊ちゆう躇ちよすることなく飛び込んでいった。

「ほら早く！」

「はいはい」

　年の割に子供じみたレストンの態度に苦笑する。

　これでもレストンは頭が切れる。

　この子供っぽい振る舞いは、正妃の目から逃れるためにあえて道化を演じているのだ。

　とても兄上の対立候補にはなりえないのだと示すために。

　……尤もつとも、かなり素の部分もあるだろうけれど。

　頭がいいのと、好奇心旺おう盛せいでそれを抑えようとしない子供っぽい性格は両立してしまうんだ。

　あたりを照らす光の魔法を発動し、僕もレストンの後を追う。

　どこまでも続きそうな長い下り階段。

　子供の頃ころはここを兄上と探検したりもした。

　きっとどこかに隠し扉があるに違いないと、二人で必死になって探したものだ。

　結局そんなものは見つからなかったんだけど、兄上と疎遠になってしまった今となってはいい思い出だ。

　そうして物思いにふけっている間に、一番下までたどり着く。

　そこにはただ壁だけがあり、行き止まりになっている。

「さあ兄貴！」

　レストンがワクワクしながら僕を促す。

　そう期待されても何も起きないよ……。

　そう思ったというのに……。

「え!?」

　さっきまであった壁が、まるで幻だったかのように消える。

　そしてその先に、小部屋が出現していた。

「え？　本当に？」

　レストンも驚いている。

　僕も驚きだ。

　幼い頃にこの壁に隠し扉があるんじゃないかと探りまわった時には何も見つからなかった。

　あとで父上にその時のことを笑われ、「私も幼い頃に同じことをして何も見つけられずに落ち込んだよ」といたずらっぽく言われたことを覚えている。

　それが本当なら父上も、ここのことは知らないはずだ。

「だ、大発見だ」

　レストンが感動に打ち震えるように呟つぶやく。

　でも、僕はそれよりも、小部屋の中央に鎮座しているものに視線が釘くぎ付づけだった。

　それは、一振りの剣だった。

　鞘さやに収まった剣が台座に置かれていた。

「あれが、聖剣？」

「きっとそうだ！」

　レストンが剣に向けて駆け出そうとする。

「っ！　待て！」

　それを、僕はレストンの手を摑つかんで止めた。

「なんだよ兄貴！」

「何かいる」

　僕は文句を言うレストンに目をくれず、台座のほうを見据える。

『ほう』

　台座の後ろには見事な龍の白い彫刻が飾られていた。

　剣と同じくらいの背丈の、小さな彫刻だ。

　その彫刻が、身じろぎをした。

『童か。これのことを知らずに来たか。資格はあるようだが』
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　彫刻じゃ、ない！

　それは白い小さな龍だった。

　しかし、その小ささに反して、膨大な力が感じられる。

　かつて見た不死鳥、いや、それ以上の！

　あるいは、あの迷宮の悪夢に匹敵するのではないかと思えるほど。

　しかし、念話でこうして語り掛けてきて、人語が通じるということは、意思の疎通ができるということだ。

　いきなり襲い掛かってくるという雰囲気でもない。

　話し合いができるのならば、それで何とかするべきだ。

「あなたは？」

『我は光龍ビャク。この勇者剣の守護者なり』

「勇者剣？」

『うむ』

　光龍ビャクと名乗った龍は鷹おう揚ように頷うなずいた。

『勇者よ。汝なんじはこの剣を手に取る資格がある。どうする？』

「どうすると言われましても……」

　そもそも僕はその勇者剣とやらがどういった剣なのかもわかっていない。

　というか、この状況自体をよくわかっていない。

『勇者が振るえばただの一度だけ、神をも切り伏せる一刀となろう。汝はこの剣で何を切る？』

「……それは、本当に何でも切れるのですか？」

『然り』

「それは例えば、神話級の魔物でも？」

『容易たやすい。我すらこの剣の前には無力』

　龍はそう断言した。

　光龍ビャクがどれだけの力をもつのか、僕には測りきれない。

　ただ、僕が真正面から挑んでも万に一つも勝ち目がないというのはわかる。

　その龍が、その剣を使えば容易く屠ほふられるという。

　それがもし本当なのだとしたら、あの剣はどれだけすさまじいものなんだ？

　一瞬、脳裏によぎるのは白い蜘蛛くも。

　もし、この剣があれば、あの迷宮の悪夢にも勝てるのだろうか？

「いや」

　浮かんだ考えを否定する。

　迷宮の悪夢はあれ以来姿を現していない。

　今さらそんなことを考えたところで無意味だ。

　迷宮の悪夢に殺された人々は、もう生き返ることなんてないのだから。

『何を切る？　誰だれを切る？』

「なにも。そして誰も」

　光龍ビャクの質問に、僕は決然と言い切った。

　なにも、そして誰も、この剣に頼って切ることはしない。

「この剣を振るえるのは、一度きりなんでしょう？」

『然り』

「ならば、僕がこの剣に頼ることはありません」

『ほう』

　光龍ビャクが僕を興味深そうに見つめてくる。

「何か一つ、誰か一人、それを切って手に入る平和なんてたかが知れています。そして、その程度で手に入る平和に価値があるとは、僕には思えません」

　例えば悪政を敷く王を切る。

　王は倒れ、国には平和が訪れるかもしれない。

　でも、それだけだ。

　王が倒れた後にも、その国には様々な試練が待っているだろう。

　王亡き後に政治を取り仕切る人物が必要。

　それを支える臣下が必要。

　そして国を支える民が必要だ。

　王を切ったとしても、結局のところ真の平和は残った人々で築いていくしかない。

　そうして、時が流れ同じような王が現れるかもしれない。

　しかし、その時にはもうその剣は使えない。

　それでは意味がないのだ。

「自らの力で為なさなければ、そして為し続けられねば、そこに意味なんてないんです」

『この剣を振るうことで救われることがあるかもしれないのにか？』

「それを否定はしません」

　もし、僕が迷宮の悪夢と対たい峙じした時にこの剣を手にしていたのならば、そう考えずにはいられない。

　それでも、この世界にある不幸は、ただの剣の一振りだけで解決するほど、簡単なものじゃない。

「僕はね、弱いんです」

　僕は弱い。

　それを嫌と言うほど思い知っている。

「でも、そんな僕を支えてくれる仲間がいる。だから僕は弱いなりに戦い続けることができるんです。もっと強ければと思ったことは何度もあります。でもその強さは、ただ一度使っただけで消えてなくなってしまう、そんな道具に頼った強さではないんです」

　マフラーに手を伸ばす。

　必要なのは、きっと戦い続ける強さ。

　この世界には理不尽なことがありふれている。

　それでもめげずに、理想を追い求め続ける強さが、僕は欲しい。

　だから、何でもかんでも破壊する力は、僕にはいらない。

『なるほどなるほど。気に入った！』

　突如、光龍ビャクがその体を発光させる。

　その光に思わず目を閉じ、再び目を開けると、光龍ビャクの姿はどこにもなくなっていた。

「どこに？」

『ここだ』

　念話の飛んできた方向には何もない。

　いや、台座に鎮座する剣がある。

『剣に憑ひよう依いした。持っていけ』

「え？　いえ、あの、話を聞いていましたか？」

　僕はいらないと言ったはずなのだけれど……。

『聞いていた。だからこそ持っていけ。汝のような男にこそ、この剣は相応ふさわしい』

「えっと」

　困った。

『剣の力は我が封印しておく。そして我も眠りにつく。剣と我の力が必要になれば呼ぶがいい』

　それはつまり、剣を僕が持っていくのは確定なのだろうか？

　逆らうと怖いので持っていくしかなさそうだけど。

『汝のような男であれば、あるいは神を救えるやもな』

　それっきり、光龍ビャクからの念話は途切れた。

　僕はどうすればいいのか迷ったけれど、結局その剣を持ち出すことにした。

　剣は封印されているからか、光龍ビャクの言うようなすさまじい力を持っているようには見えない。

「すげー。すげえよ兄貴！」

　成り行きを黙って見ていたレストンが、感極まったように叫ぶ。

「レストン、このことは他言無用だ」

　感動しているところに水を差すようだけど、僕は真剣な面持ちでレストンにそう告げた。

　一度だけ、神話級の魔物すら倒せる力を発揮する聖剣。

　そんなものを僕が手にしたと知れれば、無用な混乱を巻き起こすことは避けられない。

「わかった。神に誓って他言はしない」

　レストンもそれがわかったのか、さっきまでのはしゃいだ表情から一転、真ま面じ目めな顔で神に誓いを立てた。

「うん。さあ、戻ろう」

　そうして僕らは下ってきた階段を昇り、その場を後にした。

　剣が安置してあった小部屋は、僕らが外に出ると元の壁に戻っていた。




　翌日、僕の腰には件の剣がぶら下がっている。

　あれ以来光龍ビャクが念話で話しかけてくることはない。

　気配も全くなく、本当にこの剣に憑依しているのか疑問なほどだ。

　剣自体も本当にただの剣のようで、特殊な力は全く感じられない。

　ただ、ついうっかりこの剣の真の力が解放されたらと思うと、怖くて振るうことはできなかった。

　なので、普段は魔剣のほうを使うことにする。

　二刀を持ち歩くことになってしまうけど、仕方がないだろう。

「二刀流でも始めるのか？」

　城で待ち合わせたハイリンスの第一声がそれだった。

「予備の武器だよ。僕もジスカンのように持っておこうかと思って」

「そういうことか」

　僕の言い訳にハイリンスは納得してくれた。

　普段から武器をいくつも持ち歩いているジスカンという例があるから通用した言い訳だ。

「今日は、学園に行くんだったか」

「うん」

　魔族の動きがついに本格的におかしくなってきたらしい。

　それに合わせて僕は帝国に行くことになる。

　そうなると、次にいつ戻って来れるかは不明だ。

　魔族との戦争が始まれば、最悪そのまま戻ってこられないということも……。

　だから、出発の前に家族との時間を持つことにしたのだ。

　昨日きのうのレストンとのやり取りもその一環だ。

　今日は学園に赴き、シュンとスーの二人に面会する予定だ。

　ハイリンスと二人で並んで歩いていると、前方から男性が歩いてきた。

　耳の尖とがった男性。

　エルフだ。

　この国にいて、城の中に入れるエルフは一人。

　彼がレストンとも交流のあるポティマス氏か。

「ほう」

　ポティマス氏は僕らの前で立ち止まると、こちらを値踏みするように見つめてきた。

　その視線が僕の腰にある聖剣で止まり、次に隣を歩くハイリンスに向けられる。

「……ふむ。まあ、いい」

　それだけ呟つぶやき、ポティマス氏は僕らの横を通り過ぎて行った。

「……なんだあの態度は？」

　ハイリンスがポティマス氏の後姿を見ながら、文句を言う。

　王族である僕に対して礼儀のなっていない態度だったのは間違いない。

　ただ、礼儀の話を言えば、僕も人のことは言えないだろう。

　僕はずっと、ポティマス氏のことを険しく睨にらみつけていたのだから。

　なぜ、そんな態度をとってしまったのか、僕自身わからない。

　ただ、なぜだろうか、あの男だけは、駄目だと本能的に察する。

「レストンや父上に、あの男との付き合いを考え直すよう進言しておこう」

「お、おう」

　普段不敬などを気にしない僕が厳しい態度をとっているせいで、ハイリンスが困惑している。

　僕自身、根拠のないこのもやもやした感情に戸惑っている部分がある。

　でも、あの男だけは、駄目だ。

　絶対に。

「ハイリンス」

「なんだ？」

「もし、もし僕が死んで、ハイリンスが生き残るようなことがあったら、この剣をレストンに届けてくれ」

　なぜ、そんなことを言ったのか、自分でもわからない。

　ただ、言っておかなければならない気がした。

「おいおい。縁起でもないことを言うな」

「うん。もちろん僕はハイリンスより先に死ぬつもりなんてないさ。ただ、言っておかないといけない気がしたから」

「安心しろ。前にも言ったろ？　お前が死ぬのは俺の後だってな。だからそのお願いは聞けないな」

「うん。そうだね」

　あの男の得体の知れない不吉な感じに引っ張られたのか、ちょっと考えが悲観的なほうに向いてしまっていたのかもしれない。




　学園に到着し、僕とハイリンスは面会室でシュンとスーの到着を待っていた。

「兄様！」

　そしてしばらくして、シュンが勢いよく入室してくる。

　その後をスーがひっそりとついてきて、そっと扉を閉める。

　その態度にやや違和感を覚える。

　スーはもともとシュンが絡まなければ大人しめの子だったけど、こんなに息を殺したような態度をする子だったろうか？

「シュン、スー、久しぶり」

「お久しぶりです！」

「ん」

　とりあえず挨あい拶さつをすると、シュンは嬉うれしそうにスーは短く返事をしてきた。

「ハイリンスさんもお久しぶりです」

「ああ。またちょっと見ない間に大きくなったな」

　シュンがハイリンスにも挨拶をする。

　ハイリンスは今日の主役は僕だとでも言うように、その挨拶だけして一歩後ろに下がった。

「元気にしてたかい？」

「はい」

　シュンはこの学園で暗殺未遂にあったり、竜に襲われたりと事件に巻き込まれたことがある。

　それを聞いた時は心配で生きた心地ここちがしなかったけれど、どうやら今は学園生活を楽しめているようだ。

「スーは？」

「ん」

　スーにも話を振るけど、やっぱり返事になってない返答しかなかった。

「スー、ちょっと元気がないのかい？」

「んーん」

　首を横に振って否定するスーだけど、明らかに様子がおかしい。

「気にしないで」

「……もし何か困ったことがあるなら、遠慮せず言うんだよ？」

「ん」

　スーはなんだか泣きそうな表情で頷うなずいた。

「シュン、スーのことちゃんと見ていてあげるんだよ？」

「はい」

　スーの様子にはシュンも思うところがあったのか、神妙に頷く。

「さっきはああ言ったけど、僕はこれから帝国に行かなきゃいけない。だからシュンがよく見ておくんだ」

「帝国。やっぱり、魔族ですか？」

　どうやら学園にまで魔族の動きがおかしいというのは伝わってきているようだ。

「うん。だから次にいつ戻ってこられるかはわからない」

「兄様なら心配いらないと思いますけど、気を付けてください」

　シュンの信頼に満みち溢あふれた視線が面はゆい。

　僕はシュンが思うほど強くはないんだけどなぁ。

「どうしても、魔族とは戦わなきゃならないんでしょうか？」

　シュンの顔が曇る。

「なんで、魔族はそんなに戦争をしたがるんでしょうか？　俺にはわかりません」

「そうだね」

　戦いたくないのは僕も一緒だ。

　シュンは天才と言える才能を持ちながら、戦いを忌避する優しい子に育った。

　願わくば、その才能を実際に使わないで暮らしてほしいと思うけれど、それが難しいだろうこともわかる。

「僕にも魔族がどうして戦争を仕掛けてくるのか、その理由はわからない」

　脳裏に、魔王に従うしかないんだと叫ぶ女性魔族の姿が思い起こされる。

　魔族にも、戦う理由があるんだろう。

「でも、彼らが僕らの平和を踏みにじろうというのなら、僕らはそれに抗あらがわなきゃならない」

　どちらにしろ、戦わねばならないのだ。

「戦わないで済むならそれが一番さ。本当は魔族とも和解できればしたほうがいいに決まってる。でも、そう簡単にいかないのが現実なんだ」

　シュンが悲しそうに目を伏せる。

「でもね、それを言い訳にしていたら、僕らはいつまでたっても前に進めないと思うんだ」

「え？」

　大半の人は、僕のことを甘いと言うだろう。

　鼻で笑うだろう。

　それでも、それでもだ。

「夢だっていい。実現不可能な戯言だと笑われてもいい。けど、目指すことだけはしていいはずだ。平和でみんなが笑って暮らせる世界。僕はその理想を追い続ける。死ぬまでね」

「兄様」

「っ！」

　スーが僕の言葉を聞き、耐えきれないとでもいうかのように部屋を飛び出して行った。

「あ、スー!?」

　シュンが驚いたように振り返る。

「行ってあげな」

　今のスーの様子は普通じゃない。

　きっとシュンの助けが必要だろう。

「でも」

　シュンはこれで僕にしばらく会えなくなるからか、躊ちゆう躇ちよしている。

「また状況が落ち着いたら会いに来るよ」

「……絶対ですよ！」

「うん。またね」

「はい！」

　シュンはスーを追いかけて部屋を出て行った。

「短い別れの挨拶になってしまったな」

「なに、次会った時にたくさん時間をとればいいんだよ。約束したんだ。僕は必ずここに戻ってくるよ」

　ハイリンスがやれやれと肩をすくめるのに、僕は決意を込めてそう返答する。

「ああ。そうだな。その通りだ」

「帰ってこよう、みんなで」

　僕はそう決意を新たにし、学園を去って行った。

























　王国暦８５６年

　ユリウス22歳

　人魔大戦勃ぼつ発ぱつ







年表






王国歴


８３４年　第三側妃よりアナレイト王国第二王子ユリウス生誕




８４０年　ユリウス、勇者に就任




８４１年　第三側妃よりアナレイト王国第四王子シュレイン生誕

　　　　　第三側妃死去




８４２年　ザトナの悲劇にてユリウス、迷宮の悪夢と交戦

　　　　　ケレン防衛戦にてユリウス、白い蜘蛛の群団相手に防衛に参戦

　　　　　ユリウス、ロナントに弟子入りする




８４３年　ユリウス、ロナントの修行により半死半生の怪我を負う




８４４年　聖女にヤーナが内定




８４５年　神言教主導による人身売買組織討伐隊発足

　　　　　聖女にヤーナが正式に就任

　　　　　ハイリンス、ユリウスの従者になる




８４６年　討伐隊の活動開始

　　　　　ジスカン、ホーキン、討伐隊に参加




８４７年　シュレイン、スーレシア、鑑定の儀を執り行う

　　　　　ティーバ死去

　　　　　討伐隊解散




８４８年　ユリウス、ハイリンス、ヤーナ、ジスカン、ホーキンらとともに、各地の魔物や盗賊を討伐




８４９年　ユリウス、不死鳥の渡りに随行




８５０年　ユリウス、魔族の罠にかかり襲撃を受けるが、からくもこれを撃退




８５１年　ユリウス、土精を討伐

　　　　　ユリウス、エルロー大迷宮にて悪夢の残滓一体を討伐




８５２年　ユリウス、上位火竜を討伐




８５３年　ユリウス、魔物の氾濫したオイギダンジョンを踏破




８５４年　ユリウス、西方カクラ大森林において異常進化し、増殖したポトローアの大群を殲滅




８５５年　ユリウス、アナレイト王国王城の隠し部屋にて勇者剣を取得




８５６年　人魔大戦勃発














あとがき






　本日も始まりました、実況解説その他もろもろ全すべて馬ば場ば翁おきなでお送りいたします。

　はい、というわけで11巻です。

　ぞろ目です。

　人間はなぜかぞろ目が大好きで、そこにいろいろと価値を見み出いだしているわけでして。

　かく言う私もぞろ目になるとテンションが上がります。

　しかもしかもぞろ目という記念すべき巻を令和初で出すと、なかなか縁起いい気がします。

　しかしながらぞろ目になるにはまず二ふた桁けたに到達しなければならない。

　そして次なるぞろ目は22巻と、倍の数の冊数を出さなければならない。

　おそらく次のぞろ目になる前にこのシリーズも終了してるんじゃないかって思います。

　してない場合ぞろ目となる22巻のあとがきできっとネタになるんだろうなー。

　いっそのことぞろ目の巻で最終回を目指してみるとか？

　作者としてもぞろ目か切りのいい５の倍数巻で〆るとかかっこいい気がしないでもないですが。

　言いましてもぞろ目となる22巻でラストとか現実的に無理だと思うのです。

　そりゃあ次のぞろ目までそもそも続くかわからんですしねえ。

　11ぞろ目。




　さてこの11巻、これまでとは全く違います。

　これまでもちょいちょい他の巻とは雰囲気が違ったり、構成が違ったりといったことはありました。

　が、この11巻ほど他と違いが明白な巻もないでしょう。

　二桁の大台、ぞろ目達成と、このシリーズも長く続いてきましたが、そこでやらかすまさかの展開。




　主人公がほとんど登場しない。




　タイトルの蜘蛛くも要素どこ？　どこ!?

　この巻だけ改題したほうがいいんじゃないかってくらい蜘蛛要素がなーい！

　なにしてくれちゃってんでしょうねー？　この作者は。

　はい、私です。

　というわけで、この巻は転生者のシュン君のお兄さん、勇者のユリウス君が主役となっております。

　これまでも主人公以外の視点というのはあったのですが、一巻まるまる主人公以外の視点で進められるというのは初のことです。

　しかも主人公の身近な人物ではなく、地理的にも立場的にも遠く離れたところにいるユリウス君視点。

　身近にいないからこそ、主人公の目線では語られなかったこと、主人公は知っているけれど他の人は知らないこと、逆に主人公が知らないことなどが見えたのではないかと思います。

　そして、あのラストシーンです！

　編集のＷ女史と輝き竜りゆう先生の力であのシーンは完成しました。

　ということで、ここからはお礼を。

　今回も素晴らしいイラストをくださった輝竜司つかさ先生。

　今回本編をラストまで見てくださった読者なら、あのラストシーンのすばらしさはわかると思います。

　すばらしい！　ビューティフル！　もう本当にありがとうございます！

　漫画版を手掛けていただいているかかし朝あさ浩ひろ先生。

　同時発売予定の漫画版七巻では、こっちでも大活躍したロナント爺じいさんがあの迷言を炸さく裂れつさせます！

　小説ではわからなかった登場人物たちの表情など、さすがと言わざるをえないです。

　そして、アニメ制作に携わってくださっている皆様。

　こちら鋭意制作中ですので、続報をお待ちください。

　担当Ｗ女史はじめ、この本を世に出すためにご協力いただいた全ての方々。

　この本を手に取ってくださった全ての方々。

　本当にありがとうございます。
















　魔石グルメ　魔物の力を食べたオレは最強！　電子特別お試し版　（著：結城涼　イラスト：成瀬　ちさと）















　女神のお陰で貴族に転生！　順調のはずが──貰ったスキル【毒素分解ＥＸ】が地味すぎて、家では馬鹿にされる日々……。

　しかしある時、そのスキルで魔物の魔石を食べて能力を吸収できること、自分が隣国の王子であることを知らされる！

　王城で待っていたのは、豊富な魔石で実験・訓練し、最強の力を引き出してくれる環境で──遂には、伝説の魔物デュラハンの能力まで我が物に！　積極的な許嫁やドジっ子女騎士に囲まれ、少年が「王」になるための新生活が始まる!!











プロローグ









　──たった一晩で他国の王太子になる。

　そんな経験をした者は、きっと彼ぐらいなものだろう。

『王太子とすることを宣言するッ！』

　出会ったこともなければ、居るなんて聞いたこともなかった祖父。

　その祖父にこう言われた日から、彼の生活は大きく変へん貌ぼうしていった。

　とある伯爵家の長男に生まれ、使い物にならないと廃嫡されたのに、別の国──並ぶ国のない大国の王太子となるなんて、夢にも思ったことはない。

　そんな彼は今、城の中を二人の大人に連れられて歩いていた。

　目指す先は城の下層で、彼はある物を取りに行く最中だったのだ。

（ほんと、何処をどう見ても広すぎる……）

　天井には煌きらびやかなシャンデリア。

　廊下は白く艶つやのある石で造られており、高い品格を感じさせる。

「陛下、姫様、そして……殿下。ご機嫌麗しゅう」

「あ、はい……ありがとうございます……」

　柔らかな絨じゆう毯たんを踏みしめていると、すれ違った給仕に頭を下げられた。

　殿下と呼ばれるのはまだ慣れない。

　小さく苦笑いを浮かべると、彼の右隣から声が届く。

「──アイン。城での生活にはもう慣れたか？」

　声の主はアインの祖父にして、この国の国王──彼の名を、シルヴァードと言う。

　とはいえ、まだ城に来て間もないとあってか、アインの返事に覇気はない。

「あのー……お爺じい様？　まだ、城に来てから二週間ぐらいしか経たってないんですが……」

　と、アインは苦笑いを浮かべてシルヴァードに答えた。

「む……言われてみれば、確かにその通りであるな」

　シルヴァードは長いヒゲを撫なでて頷うなずくと、豪ごう奢しやなマントを揺らして巨きよ軀くを進める。

「大丈夫ですよ、アイン。すぐに慣れますからね」

　シルヴァードとは反対側から声が届く。今度は女性で、鈴の音のような声だった。

　ドレスを美しく着こなす彼女は、聖女のような笑みを浮かべてアインを見下ろした。

「お母様……すみません。その、前の屋敷と比べて、大きさが桁けた違ちがいなので……」

「ふふ、これからずっとお城で暮らすんですから、心配いりませんよ」

「であるな。オリビアの言う通りだ」

　アインは母に……オリビアにそう言われ、以前住んでいた屋敷と城を比べてみた。

（うーん、別世界って言葉がしっくりくる）

　以前住んでいた屋敷も、伯爵家のものだから相応に広かった──が、王族と貴族の格差は大きい。

　そればかりか、アインが今住んでいる国は、生まれ故郷の国より遥はるかに強大だ。

　こうした事実を思い返してみると、やはり、現状の立場に多少の違和感を覚えてしまう。

（無価値だった俺が、今では価値があるって評価されてる……うん、分からないもんだ）

　──そして今、アインは新たな力を得るために、城の下層へと足を進めている。

「うむ、見えてきたな。……あれが宝物庫だ」

　三人の目的地は城の宝物庫だ。

　……中にはどれほどの宝が眠っているんだろう。

　アインは生なま唾つばを飲み込み、真正面に構える巨大な扉に目を向けた。

　長い廊下の先には、ただ一つその扉だけが構えていた。

　石造りの扉にはいくつもの鍵かぎ穴あながあり、それらが魔道具なんだとアインは気が付く。

「あの中に、俺の新たな力になる物があるんですよね？」

　徐々に高揚していく気分を自覚しながら、隣を歩くシルヴァードに尋ねる。

　シルヴァードは神妙な顔で頷き、宝物庫の扉を見ながら言葉をつづけた。

「宝物庫にそれは眠っておる。剣を扱わせれば最強──デュラハンの魔石がな」

　アインはもう一度生唾を飲み込み、その声に耳を傾ける。

「数百年前に打ち取られた魔王の側近にして、比肩する者なき剣の王。天をも切り裂いた、などという逸話を残した、本物の化け物の力の結晶だ」

　なんでも、デュラハンの魔石は、国宝として数えられている一品とのこと。

　だが、秘宝と言ってもなんらおかしくない、アインはそう考えている。

　宿る力は強大で、魔物がその力を吸収すれば、凶悪な存在が生まれるはずだ。

（そんなものが俺の力になるんだから、頼もしいことこの上ないよ）

　通常であれば、魔石に宿る魔力は人体に毒だ。

　つまり、アインは通常の人間からはかけ離れた方法で、人外の力を得ようとしている。

　これが出来るのは、世界広しといえどもアインただ一人のはず。

　アインは一歩足を進めるごとに、その興奮から、心臓の音が高まりだした。

　その魔石は、どれほどの力を内包しているのだろうかと、心の内がこの思いで占領された。

「──さて、宝物庫の扉を開こうではないか」

　シルヴァードが扉の前で立ち止まり、一言挟んでから、扉の中央辺りに手をかざす。

「と、扉が……!?」

　かざされた手を中心に、ちりばめられた鍵穴が反応を返した。

　不規則に並んでいたというのに、少しずつ動き出し、縦一直線に列を成す。

　石いし臼うすが動くような音を響かせ、少しずつ宝物庫への道を開いていく。

　アインが惚ほうけながらその様子を眺めていると、オリビアがシルヴァードに語り掛けた。

「お父様、デュラハンの魔石はどこでしょうか？」

「そう慌てるでない。……あっちだ」

　彼女は楽しそうに声に出し、シルヴァードは半ば呆あきれながら指をさす。

　その後、アインは彼女に手を引かれて宝物庫の中を進んだ。

（うわぁ……凄すごい物だらけだ）

　しかしながら、どう凄いかという言葉を見つけるのが難しい。

　金銀財宝や宝剣など、これらは語りやすいが、この宝物庫には魔石なども納められている。

　特に目を引くのは、やはり、アインが歩く先に置かれたものだろう。

　あれがデュラハンの魔石だろうか？　白い石の台座には、金や宝石がちりばめられていた。

　そんな台座の上に、堂々と特別な存在が鎮座しているのだ。

「黒いのに、蒼あおい……？」

　目に映った魔石の姿──黒いダイヤモンドのようなそれは、中で蒼いもやが蠢うごめいていた。

　彼が目の前の魔石を注視していると、隣では、シルヴァードがオリビアに注意を促す。

「……オリビアは触れるでないぞ」

「えぇ。というか、お父様もですよ」

　身体からだへの影響を踏まえ、二人はこうしたやり取りを交わす。

　アインは台座の前にたどり着くと、デュラハンの魔石から視線をそらさなかった。

　この後のアインは、シルヴァードと少しの会話をしてから手を伸ばした。

　伸ばされた先、台座に鎮座するデュラハンの魔石を手に取り、一度息を吐いて意思を込める。

　新たな力を得る。そのために、自分にだけ許された方法で、魔石の力を吸収するのだ。

「──デュラハンの魔石は、きっとアインの力になってくれます。もしかしたら、そのために存在したんじゃないか……って、ずっと考えていたんですから」

　オリビアの慈愛に満ちた微笑ほほえみを受けて、アインは大きく頷いた。

　手のひらに意識を向け、魔石を吸収しようとしたところで、不思議な声が聞こえたが、それは他の二人のものではなかったようで、アインは空耳かな？　と考えるのをやめた。

「では、はじめます」

　生唾を飲み込み、手のひらの感覚にすべてをゆだねる。

　やがて、全身の感覚が研ぎ澄まされ、魔石が熱を持ったかのように温かくなってきた。

　……そして、アインが魔石を吸いはじめたところで、新たな騒ぎが起こる。

（ちょ……なんで!?　これ……どうなって──ッ）

　デュラハンの魔石は、魔石そのものが意思を持っているかのようだった。

　アインの意思とは裏腹に、魔石そのものが力を流しているような──そんな感覚だ。

　──すると、その時だ。

「ぬぅ──こ、これは……ッ!?」

　アインの手のひらに握られた魔石を中心に、爆発のように圧が広がった。

「オリビアッ！　余の後ろに──ッ」

「お、お父様……ッ!?」

　逞たくましい腕を振り上げ、シルヴァードはオリビアを庇かばい一歩下がる。

　一方で、アインが感じたのは、前髪が浮かび上がる程度の風圧にすぎない。

　魔石からは雷のように光が漏れ出し、強い風圧と重なって渦をつくりだすと、アインの全身を蒼と黒の霧が包みだす。

（いやいやいやッ──これって大丈夫なの!?）

　自らの意思に反して、デュラハンの魔石はアインに力を流しつづけた。

　霧は徐々に身体に吸収され、同時に、身体中に万能感に似た感覚が宿りだす。

「アインッ！　異変を感じたのならば、すぐに手を放せッ！」

　はじめて耳にするシルヴァードの怒鳴り声は、アインを心配する一心から来たものだ。

　漏れ出した光は紫電となり、蒼と黒の霧と共に包み込む。

「わ、分かってます！　でも……ッ！」

　手を放そうと思っても、魔石に吸い付いたように放れなかったのだ。

　しかし、そんなアインの不安を知ってか、魔石は不思議な温かさを醸し出す。

（──大丈夫……なのかな‥…？）

　強い光と風圧が徐々に収まり、アインを包む霧もすぐに消え去った。

　最後に残されたのは、全身を稲妻のように走る光だけ。

　それすらも、数秒点滅したと思いきや、身体に吸収されるように鳴りを潜めた。

「お……終わったのだな……？」

「……えぇ。終わったみたいですね、お父様」

　まるで戦いの後のような、急激に訪れた落ち着きが三人を迎える。

　アインはゆっくりと魔石を台座に置き、近寄ってきた二人に顔を向けた。

「すみません。心配をおかけしてしまったみたいで……」

　そう言うと、アインは両りよう掌ての握りを確かめ、達成感に満みち溢あふれた表情を浮かべた。

「成功したみたいです。身体中に、今までにはない充実感がありますから」

　五感まで新しくなったかのような、生まれ変わった感覚だ。

　二人はさきほどの様子を心配したというのに、アインは随分と軽い調子だ。

　シルヴァードは気が抜けてしまい、皺しわを深くして高笑いをする。

「はーっはっはっはッ！　そうであろう！　なにせ、伝説の魔物の力を吸収したのだからな！」

「ふふ……お父様の言う通りです。アインったら、もっと素敵になったんですね」

　オリビアは口元に手を当て微笑むと、ゆっくりとアインの隣に立つ。

　そっとアインの頭を撫で、胸元で彼を抱きしめた。

　ひとしきり彼女に愛めでられた後、アインはどう強くなったのかを見せるため、懐から一枚のカードを取り出した。

（それにしても、デュラハンの魔石の味はコーヒーなのか……いや、美お味いしいけどさ）

　濃厚な香りと重厚な舌触りを、アインは全身で感じとった。

　どことなく高級感が漂ってくる、落ち着ける味だった。

「デュラハンの甲かつ冑ちゆうは、魔力を使い、スキルで生み出された一品だ。もしかすると、アインもそれらの力を使えるようになったのかもしれぬぞ！」

　シルヴァードの言葉に強く興奮し、目を輝かせてカードに意識を向けた。

　強くなりすぎたステータスの数字を眺め、自然と笑みがこぼれる。

　すると、ふと、城に来るまでの生活──自分が廃嫡された、伯爵家での生活が脳裏を掠かすめた。

（弟が次期当主に決まって、どうなるかと思ってたけど）

　今日この日まで、色々なことがあったなと感傷に浸ってしまう。




　──起伏に富んだ人生のはじまりは、やはり、神との邂かい逅こうからだろうか。

　なかなか接しやすい神だったな……と、久しぶりに、その時の会話を思い返した。







　この続きは現在配信中の『魔石グルメ　魔物の力を食べたオレは最強！』にてお楽しみください


 (C)Ryou Yuuki, Chisato Naruse 2018 
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